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1．	はじめに

（1）　問題の所在
1998年7月に国際刑事裁判所規程（Rome Statute 

of the International Criminal Court，以下ICC規
程）が採択され，4年後の2002年7月の同規程の
発効を以て，国際犯罪に対する個人の刑事責任を
問う史上初の常設の国際刑事法廷たる国際刑事裁
判所（the International Criminal Court，以下ICC）
が設立された。2012年3月には設立10年目にして
初の判決が下され1，ICCの活動は今後一層本格化
する様相を呈している。

ICCは国際犯罪に対し責任を有する個人を訴追
するために設立されたものであり，ICC規程はそ
の前文において「・・・国際社会全体の関心事で
ある最も重大な犯罪が処罰されずに済まされては

ならないこと・・・を確認し，・・・国際的な犯
罪について責任を有する者に対して刑事裁判権を
行使することがすべての国家の責務である・・・」
と規定する。さらに同規程第5条はICCの管轄権
に服する対象犯罪を規定し，その第1項は「裁判
所の管轄権は，国際社会全体の関心事である最も
重大な犯罪に限定する。裁判所は，この規程に基
づき次の犯罪について管轄権を有する。」としたう
えで，集団殺害犯罪（ジェノサイド），人道に対す
る犯罪，戦争犯罪，侵略犯罪という4つの犯罪を
列挙している 2 。すなわちICCが管轄権を有する
ところの「国際社会全体の関心事である最も重大
な犯罪」は4つの犯罪に限られ，これらは併せて

「コア・クライム」と一般的に称される。また，
ICC規程前文において「この規程に基づいて設立
する国際刑事裁判所が国家の刑事裁判権を補完す

国際刑事裁判所とテロリズム
―国際刑事裁判所規程の起草過程におけるテロリズムの扱い―

安　藤　貴　世

Takayo Ando. The International Criminal Court and Terrorism ―Discussion about Terrorism in the Drafting 
Process of Rome Statute of the International Criminal Court―. Studies in International Relations Vol. 35, No. 
2. February 2015. pp. 1－19.

The International Criminal Court (ICC) was established in 2002 when the ICC Statute (1998) came into force, 
and its jurisdiction is limited to “the most serious crimes of concern to the international community as a whole”: 
genocide, crimes against humanity, war crimes, and the crime of aggression. In addition, treaty-based crimes, such 
as the violation of some multi-national anti-terrorism conventions, were also put under the jurisdiction of the ICC 
as the focal point of the draft articles prepared by the International Law Commission (ILC).

This paper aims to clarify why the crimes of terrorism were not included in the ICC Statute by examining the 
drafting process of jurisdictional provision recorded in primary documents of the Sixth Committee of the UN General 
Assembly and of the Diplomatic Conference held in Rome in 1998.

Although some States supported the inclusion of terrorism in the Statute, most were opposed. The analysis 
found that the crimes of terrorism were excluded on the basis of a combination of multiple factors, such as the 
existence of efficient mechanisms for prosecution through multi-national conventions against individual terrorism 
crimes, the lack of a clear definition of terrorism, the lack of sufficient seriousness of the crimes, the desire to 
establish the Court as soon as possible, and the effort to decrease the burden and cost on the Court. This paper 
also shows that most States believed that terrorism should not be recognized as “the most serious crimes of concern 
to the international community as a whole,” but only as a concern of contracting States of each multi-national anti-
terrorism convention.
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るものであることを強調し・・・」と規定されて
いるとおり，ICCは，当該事件についての管轄権
を有する国に「その捜査又は訴追を真に行う意思
又は能力がない場合」において管轄権を行使する
のであり，各国の国内裁判所の役割を代替するの
ではなく，あくまで補完する位置づけにあるとい
う「補完性の原則」のもと活動する 3 。

翻ってICC規程の起草過程に目を向けると，当
初の草案においては上記の4つの犯罪類型以外に
も，多数国間条約によりその定義や抑止が規定さ
れている犯罪，すなわち条約犯罪（treaty crimes）
がICCの対象犯罪に含まれていた点が注目される。
特にそうした条約犯罪の代表例として挙げられる
のがテロリズム犯罪であり，ICC規程の起草過程
ではテロリズムをICCの対象犯罪に含めるか否か
という点につき，各国から様々な意見が出された
ものの，最終的に1998年にローマで開催された外
交会議（以下，ローマ会議）で下された結論は，
テロリズムをはじめとする条約犯罪をICCの対象
犯罪から除外するというものであった。なお，一
部の国家においてはテロリズムをICCの対象犯罪
とすべきという意見が根強く，ICC規程発効後も，
テロリズムをICCの対象犯罪として追加するべき
との提案が引き続きなされている 4 。

上記の点を念頭に，本稿は，特にICC規程の起
草過程におけるテロリズムの扱いに焦点を当て，
当初作成された草案において，コア・クライムと
並んで対象犯罪として規定されていたテロリズム
が，如何なる議論を経て，どのような理由に基づ
き最終的にICCの対象犯罪から除外されるに至っ
たのかという点について，ICC規程の起草に関す
る一次資料の分析を通して明確化することを目的
とするものである。

本稿の構成は以下のとおりである。まず，次項
において，ICC規程の起草過程に関する先行研究
について，特にテロリズムに関する議論という観
点から整理する。第2章では，ICC規程の起草経
緯を概観したうえで，テロリズムをめぐる起草案
の変遷について概要を述べる。続く第3章では，
ICC規程の起草過程に係る一次資料の分析を通し
て，起草過程におけるテロリズムの扱いについて，
特に国連総会第六委員会およびローマ会議におけ

る議論を中心に検討する 5 。第4章は結論である。

（2）　先行研究
ICC規程の起草過程に関する先行研究のうち，

特に対象犯罪に関する議論について検討したもの
の多くは，当初の草案においてはテロリズムが対
象犯罪として含まれていたものの，最終的にはテ
ロリズムを含む条約犯罪が除外されたという点に
言及している。

そうした中で，テロリズムのICCの対象犯罪と
しての可能性について詳細に論じたものにArnold
による研究がある 6 。Arnoldは，テロリズムに対
するICC規程の適用性を検討する前提として，ICC
規程の起草過程においてテロリズムがどのように
議論されたかを一次資料を用いつつ検証している。
Arnoldによれば，1994年時点の国連国際法委員会

（the International Law Commission，以下，ILC）
による草案では，テロリズム防止関連諸条約の違
反行為の幾つかが，条約犯罪として対象犯罪に含
まれていたものの，起草過程では，大多数の国家
がそれらを除外し，裁判所の管轄権をコア・クラ
イムに限定する方向へと傾いたとしたうえで，最
終的な議論は，普遍的に受容された定義を有さな
い犯罪を導入することは裁判所を政治化し，その
設立を危うくするというものであったと指摘する7。
またCasseseも，ローマ会議において，人道に対
する犯罪としてテロリズムをICCの管轄権に服す
る国際犯罪に含めるべきであるとの提案がインド
等からなされたが，アメリカをはじめ多くの国家
がこれに反対した点に言及する 8 。

Boisterによる研究は，テロリズムではなく薬物
犯罪に焦点を当てて検討したものであるが，条約
犯罪がICCの管轄権から除外された経緯について
非常に詳細な分析を行っており9，当初のILC草案
ではICCの対象犯罪を，一般慣習国際法の下での
犯罪（集団殺害犯罪，侵略犯罪，武力紛争の際に
適用される法規及び慣例に対する著しい違反）と
条約犯罪に分けて規定していたこと，さらにその
後の議論において，ICCの管轄権は深刻な犯罪に
制限されるべきであり，そうしたコア・クライム
には条約犯罪は含まれないとの意見が多数を占め
るようになったと指摘する 10 。同様にDugardも，
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ILC草案において条約犯罪がICCの管轄権に服す
る犯罪に含まれていたことに多くの反対があった
とし，その主たる理由として，そうした犯罪は国
際慣習法の一部でなく，当該条約の締約国間にお
いてのみ国際犯罪として認識される，これらの犯
罪を含めることは裁判所に負担となる点などを挙
げている 11 。但しBoisterやDugardによる研究は，
一次資料を参照しつつ，ICC規程の起草過程にお
ける条約犯罪の扱いについて比較的詳細に論じて
いるものの，それぞれ1998年，1997年の論稿で
あり，ローマ会議における議論や，最終的なICC
規程の成案に至る経緯まではフォローしていない。

上記のとおり，ICC規程の起草過程におけるテ
ロリズムの扱いに関しては，大凡の議論の概要が
先行研究によりすでに明らかとなっているものの，
ILCによる草案を検討した国連総会第六委員会や，
最終的にICC規程を採択したローマ会議における
議論の詳細な内容に至るまで十分に明らかにされ
ているとは必ずしも言い難い。さらに先行研究に
おいては，テロリズムを対象犯罪に含めることに
反対する立場について，その理由も含め言及され
ていることが多いものの，どのような国家が反対
の立場に立っていたか，また，逆にこれを支持す
る立場やその理由に関しては触れられていないこ
とが殆どである。こうした点からも，本稿におい
てICC規程の起草過程におけるテロリズムの扱い
について一次資料の分析を通して明確化し，規程
の起草時においてテロリズムが如何なる性質を有
する国際犯罪として捉えられていたかを明らかに
することは意義があると言えよう。

2．	テロリズムをめぐる起草案の変遷

（1）　ICC規程の起草経緯
ICCは史上初の常設の国際刑事裁判所であるが，

個人の刑事責任を問う常設の国際法廷を設立しよ
うという試みの萌芽は，ICC設立の50年も前に見
出される12。1948年に採択された集団殺害罪の防
止及び処罰に関する条約（ジェノサイド条約）は，
第6条において犯罪行為地の国内裁判所か国際刑
事裁判所による容疑者の訴追を規定しており，同
条約の採択を決定した国連総会決議260（1948年

12月9日）は，ILCに対し，集団殺害犯罪に責任
を有する個人を訴追するための国際的な司法機関
を設立することが望ましいかどうか，またその可
能性について検討することを求めている。1950年
にILCが，国際刑事裁判所の設立は望ましいもの
であり，且つ可能であると結論づけたのを受け，
国連総会は，裁判所設立に関する提案を準備する
ための委員会を設立した。同委員会は1951年に国
際刑事裁判所の設立に関する草案を作成し，1953
年にはこれを改訂した修正案が国連総会に提出さ
れたものの，侵略犯罪の定義に関する合意が成立
しなかったことなどを理由に，それ以降，草案の
検討は延期されることとなった 13 。

国際刑事裁判所の設立は，その後も定期的に検
討されていたが，国際刑事裁判所設立に向けた作
業が再び本格化する端緒となったのは，1989年の
国連総会におけるトリニダード・トバゴによる提
案である。同国は，麻薬取引の規制を念頭に国際
刑事裁判所の設立を提案し，本提案に応える形で
国連総会はILCに対し，国際刑事裁判所に関する
作業を再開することを求めた。折しも，1990年代
前半は旧ユーゴスラヴィアおよびルワンダにおけ
る非人道的な残虐行為に対処すべく，アドホック
な性質を有する国際刑事裁判所が安保理決議によ
りそれぞれ1993年，1994年に相次いで設立され
た時期とも重なり，それから間もなく，国際刑事
裁判所設立条約の草案作成を求める国連総会決議
47/33（1992年11月25日）の帰結として，ILCは
1993年に草案を完成させた。その後，この1993年
の草案は，各国の意見を取り入れつつILCの作業
部会により改訂され，1994年に完成した新たな草
案が国連総会に提出されることとなったのである。
1994年には，本草案に関する主たる論点を検討す
べく，国連総会決議49/53（1994年12月9日）に
より国際刑事裁判所設立に関するアドホック委員
会（以下，アドホック委員会）が設置され，同委
員会は1995年の4月と8月に開催された。さらに，
アドホック委員会の作業を継続し，ローマ会議に
提出するための広く受け入れられる草案を準備す
るために，国連総会決議50/46（1995年12月11
日）により国際刑事裁判所設立に関する準備委員
会（以下，設立準備委員会）が設置され，同委員
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会は，1996年から1998年にかけて計6回開催され
た 14 。なお，その間にも，国連総会第六委員会に
おいて「国際刑事裁判所の設立」という議題のも
と，草案に関する審議が継続されている。こうし
た過程のもと検討された草案を完成させるべく，
国連総会第52会期（1997年）において，国際刑
事裁判所の設立に関する国連全権外交会議を1998
年6月15日から7月17日にローマにおいて開催す
ることが決定された。ローマ会議における160カ
国の代表，国際機関やNGOの参加のもとでの約1
か月にわたる議論を経て，1998年7月17日にICC
規程は採択されるに至ったのである 15 。

（2）　ILC草案
（i）　第44会期（1992年）

ILCは，国連総会決議46/54（1991年12月9日）
により，国際刑事裁判所の設立を含む国際刑事管
轄権に関する問題について検討，分析するよう国
連総会から要請されたのを受け，「国際刑事管轄権
に関する作業部会」の設置を第44会期（1992年）
において決定した。計16回に及ぶ作業部会会合の
成果として「国際刑事管轄権に関する作業部会報
告書」が提出されており 16 ，報告書は，国際的な
性質を有する犯罪，例えばとして，戦争犯罪，航
空機ハイジャック，人質行為などを扱う国際条約
は，殆ど例外なしに国内裁判所における訴追を規
範としているとしつつ，それが唯一の解決方法で
はないと指摘している。さらに報告書では作業部
会の見解として，国際刑事裁判所の管轄権は，国
際的性質を有する犯罪を構成する既存の特定の国
際条約を含むべきであるとして，そうした条約の
具体例として，ジェノサイド条約，アパルトヘイ
ト条約，人質行為防止条約，船舶・航空機のハイ
ジャックに関する条約などを挙げつつ，それほど
重大でない性質の犯罪により裁判所の負担が大き
くなるのを防ぐため，最も深刻な犯罪に対しての
み管轄権を行使すべきであるとも述べられてい
る 17 。つまり，1992年の作業部会の段階では，ま
だICC規程の具体的な草案作成にまで至っていな
いものの，裁判所の対象犯罪として条約犯罪を含
めるという発想の萌芽がこの時点で見出されるの
であり，さらにそうした条約犯罪の範疇に含まれ

るものとして，人質行為防止条約やハイジャック
関連条約といった，テロリズムの個別的な犯罪類
型を対象として作成された対テロリズム関連諸条
約が挙げられていたことが明らかとなる 18 。

（ii）　第45会期（1993年）
国連総会は，総会決議47/33（1992年11月25

日）においてILCに対し，次回（第45会期）の会
合から，優先順位の高い問題として国際刑事裁判
所の草案作成作業を継続するよう求めている。こ
れを受けてILCは，1993年の第45会期において，
前年に設立した作業部会を再開することを決定し，
その名称を「国際刑事裁判所の草案に関する作業
部会」とした 19 。

作業部会は計22回開催され，草案およびコメン
タリーを収録した報告書を作成しており 20 ，同草
案は裁判所の管轄権に服する対象犯罪について，
第22条および第26条に分けて以下のように規定
している 21 。

第22条「条約で定義される犯罪のリスト」
裁判所は次の犯罪について管轄権を有する。

（a）	 1948年ジェノサイド条約第II条および第III
条に定義されたジェノサイドと関連犯罪

（b）	 以下の条文に定義された条約の重大な違反行
為

（i）	 傷病兵の保護に関する1949年ジュネー
ヴ条約第50条

（ii）	 海上傷病兵の保護に関する1949年ジュ
ネーヴ条約第51条

（iii）	捕虜の待遇に関する1949年ジュネーヴ
条約第130条

（iv）	文民の保護に関する1949年ジュネーヴ
条約第147条

（v）	 1949年ジュネーヴ条約に関する1977年
第一追加議定書第85条

（c）	 1970年航空機不法奪取防止条約第1条に定義
された航空機不法奪取

（d）	 1971年民間航空不法行為防止条約第1条に定
義された犯罪

（e）	 1973年アパルトヘイト防止条約第2条に定義
されたアパルトヘイトと関連犯罪
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（f）	 1973年国家代表等に対する犯罪防止条約第2
条に定義された犯罪

（g）	 1979年人質行為防止条約第1条に定義された
人質行為と関連犯罪

（h）	1988年海洋航行不法行為防止条約第3条およ
び1988年大陸棚プラットフォーム不法行為
防止議定書第2条に定義された犯罪

第26条「第22条にあてはまらない場合の，国家
による管轄権の特別な受容」
1．	裁判所は，第3項に規定された国家が，当該犯

罪に関し，裁判所が特定の個人に対する管轄権
を行使することに特に同意することを裁判所書
記に文書で通知する場合には，第22条にあて
はまらない他の国際犯罪に関し，この規程の下
で管轄権を有する。

2．	第1項に述べられた他の国際犯罪とは以下のも
のである。

（a）	 一般国際法の下での犯罪。すなわち，国家の
国際共同体全体により，国際法規範の下で，
その違反が個人の刑事責任を生じさせるよう
な根本的な性質を有するものとして受容・認
識されたもの。

（b）	 国内法の下での犯罪。例として薬物関連犯罪
が挙げられ，そうした犯罪の抑止を目的とす
る1988年の麻薬および向精神薬の不正取引
に関する国連条約のような多数国間条約の違
反行為など，例外的に深刻な犯罪を構成する
もの。

3．	第1項に述べられた国家とは，
（a）	 第2項（a）の犯罪について，容疑者が自国

領域内に所在する国家および当該行為がその
領域内で発生した国家

（b）	 第2項（b）の犯罪について，容疑者が自国
領域内に所在する国家および当該条約に従っ
て自国裁判所において当該犯罪の容疑者を訴
追する管轄権を有する国家

草案とともにILCの作業部会報告書に収録され
たコメンタリーによれば，上記の第22条および第
26条は，第一に，国際犯罪として犯罪を定義する
条約，第二に，単に国内法の下での犯罪を構成す

る望ましくない行為の抑止を規定する条約という
2つの系統の管轄権を規定するものである 22 。

第22条は第一の系統の管轄権を規定しているが，
作業部会は，第22条に列挙された条約に規定され
た犯罪を国際法の下での犯罪として扱う2つの基
準として，①犯罪そのものが当該条約によって定
義されている，②当該条約で定義された犯罪に対
して，条約が，「引き渡すか訴追するか」の原則に
基づく普遍的管轄権のシステムを形成している，
もしくは国際刑事法廷が当該犯罪を訴追する可能
性を条約が形成している，又はその両方，を挙げ
ている 23 。この基準に照らしてみると，第22条

（a）～（h）項に挙げられた条約はいずれも，犯
罪の定義に関する規定を有しており，また各犯罪
の処罰方式に関しては，ジェノサイド条約および
アパルトヘイト条約が国際刑事裁判所における容
疑者の訴追について規定しているのに対し 24 ，そ
れ以外の条約は基本的に，容疑者を「引き渡すか
訴追するか」という原則を規定している。たとえ
ば第22条（c）項に規定された航空機不法奪取防
止条約は，第7条において，当該犯罪の容疑者所
在国に対し，その容疑者を引き渡さない場合には，
訴追のため自国の権限のある当局に事件を付託す
る義務を課している。

これに対し第26条に関するコメンタリーによれ
ば，同条は，第22条にあてはまらない他の国際犯
罪に対し，国際刑事裁判所が管轄権を行使するこ
とに当該国家が特に同意する場合に，同裁判所に
管轄権を付与するものである。このうち第26条第
2項（a）は「一般国際法の下での犯罪」を規定
し，国際慣習法に基礎を有する国際犯罪で，さも
なくば裁判所の管轄権から外れてしまうもの，た
とえば，条約により定義されていない侵略犯罪や，
ジェノサイド条約の非締約国が関わる場合の集団
殺害犯罪，1949年ジュネーヴ条約に含まれない他
の人道に対する犯罪などを含ましめることを意図
している25。これに対し同条第2項（b）は，先に
記した「2つの系統」のうちの後者，すなわち単
に国内法の下での犯罪を構成する望ましくない行
為の抑止を規定する条約に該当するものである26。

以上から，1993年のILC草案においては，ICC
が第一義的に管轄権を有する対象犯罪として，国
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際法の下での犯罪としての性質を有する条約犯罪
が挙げられており（第22条），その範囲からは漏
れるものであるが処罰すべき犯罪として，国際慣
習法上の国際犯罪（第26条第2項（a））と，薬物
犯罪といった国内法の下での望ましくない行為（同

（b））が挙げられていると言える。さらに条約犯
罪に関しては，その一覧として第 22 条（ a ）～

（h）項に規定された犯罪行為のうち，（c），（d），
（f），（g），（h）項の5つを，個別的なテロリズム
防止関連諸条約の違反行為，すなわちテロリズム
犯罪が占めている。つまり1993年草案は，ICCに
おいてまず条約犯罪を処罰することを念頭に作成
されており，さらにILCの作業部会の方針におい
ては，集団殺害犯罪，ジュネーヴ諸条約の重大な
違反行為，アパルトヘイトと並んで，種々のテロ
リズム犯罪がICCの対象犯罪として確固たる位置
づけを有していたことが明らかとなるのである。

（iii）　第46会期（1994年）
ILCは，国連総会決議48/31（1993年12月9日）

による国連総会からの要請に応え，第46会期（1994
年）においてICC規程に関する作業部会を再び設
立した27。作業部会は計27回の会合を通して1993
年草案の検討および改訂を行い，これを受けてILC
は，60カ条から成るICC規程草案（以下，1994年
草案）とコメンタリーを同会期において採択し
た28。1994年草案は第20条において，裁判所が管
轄権を有する対象犯罪について以下のように規定
する 29 。

第20条「裁判所の管轄権の範囲内にある犯罪」
裁判所は，この規程に基づき次の犯罪について

管轄権を有する。
（a）	 集団殺害犯罪
（b）	 侵略犯罪
（c）	 武力紛争の際に適用される法規及び慣例に対

する著しい違反
（d）	 人道に対する犯罪
（e）	 付属書に挙げられた条約の下で若しくは条約

に従って制定され，国際的な関心事である例
外的に重大な犯罪を構成するもの

なお，第20条（e）項にいうところの付属書に
は14の条約犯罪が列挙されている 30 。コメンタ
リーによれば，裁判所の管轄権について規定する
草案第三部は，草案の中心をなす部分であり，ICC
規程の機能を，その前文が言及するところの状況
及び目的に限定するために，裁判所が扱う事例を
制限するものである 31 。

裁判所の対象犯罪に関する1993年草案から1994
年草案への最大の変化は，前者が条約犯罪に関し
て2つの系統（第22条，第26条第2項（b））の間
で区別を設けていたのに対し，1994年草案第20条
においてはこうした区別が放棄された点にある32。
1993 年草案を検討した 1994 年の ILC 会合でも，
1993年草案における第22条と第26条の区別につ
いて反対意見が出されており33，またコメンタリー
によれば，こうした区別は，国内法システムから
独立した犯罪として特に定義される行為と，条約
が国内法の下で刑事的に処罰可能なものとするこ
とを要求する行為との間の相違を反映しているが，
幾つかの条約に関してはそうした区別が困難であ
り，これを維持することは更なる複雑さをもたら
すとの理由から，上記の区別は1994年草案におい
ては放棄されることとなった 34 。

他方で1994年草案第20条は，裁判所が管轄権
を有する犯罪として2つのカテゴリー，すなわち，
一般国際法の下での犯罪（同条第（a）～（d）項）
と，特定の条約の下での若しくはそれに基づく犯
罪（同条（e）項および付属書）を設けている。第
20条のコメンタリーによれば，これら2つのカテ
ゴリーは互いに排他的ではなく，両者の間にはか
なりの重複があり，また2つのカテゴリーにおけ
る管轄権の行使の要件は本質的に同じである 35 。
このうち第一のカテゴリーである第20条（a）～

（d）項は，先の1993年草案第26条第2項（a）を
引き継ぐものであるが，コメンタリーによれば，
それら一般国際法の下での犯罪は草案から完全に
除外することはできない，と1993年のILCの議論
において結論づけられたものであり，他方で1993
年草案の規定が非常に不明確であるとの批判があっ
たため，1994年草案では個別の4つの犯罪に対し
裁判所の管轄権を設定することとしたのである36。
さらにこれらは一般国際法の下での犯罪の包括的
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なリストを示すものではなく，その重大性や，そ
れらが発生する現実性や，それらの不可避な国際
的影響を理由として，裁判所の管轄権に含められ
るべきであると現段階でILCが考えるところの一
般国際法の下での犯罪に限定されている 37 。

これに対し第二のカテゴリー，すなわち第20条
（e）項に規定された条約犯罪は，条約により定義
された国際的関心事たる犯罪である。コメンタリー
は，付属書に含まれる条約の基準として，犯罪自
体が条約により定義されていること，条約が「引
き渡すか訴追するか」という原則に基づく普遍的
管轄権のシステムまたは国際刑事裁判所が犯罪を
訴追する可能性を形成している，若しくはその両
方，という2点を挙げており，これは1993年草案
の第20条の基準と同様のものである 38 。第20条

（e）項の付属書に列挙された条約犯罪は，基本的
に1993年草案第22条を継承するもので，新たに
拷問禁止条約および1988年の麻薬等の不正取引に
関する国連条約が追加されることとなった。前者
はILCにおける議論において追加すべきという意
見が出されたものであり39，後者は1993年草案第
26条第2項（b）の規定を組み入れたものである。
また，ILCによれば，付属書に規定された条約犯
罪の多くは，それ自体では深刻であるものの，そ
れらを扱う国内裁判所の管轄権に服し，国際的な
管轄権のレベルにまで引き上げることを要しない
ような行為を含んでいるとして，（e）項において

「国際的な関心事である例外的に重大な犯罪を構成
する」という要件を付すことにより，条約犯罪に
対する裁判所の管轄権をさらに制限した 40 。これ
は特に1988年の麻薬等の不正取引に関する国連条
約が広範な行為を包含しており，その大部分は本
質的に国際的な関心事ではないという点を念頭に
おいたものである 41 。

なおこれらの条約犯罪のうち，ILCのコメンタ
リーは特にテロリズムに関して，依然としてテロ
リズムの単一的な定義が存在していないとしつつ，
付属書に列挙された14の条約のうち6つが特にテ
ロリズム犯罪に係るものであるとして，組織的か
つ継続的に行われるテロリズムは，国際的な関心
事である犯罪であり，如何なる形態であれテロリ
ズムは犯罪行為であるということが普遍的に受容

されなければならないと指摘している点が注目さ
れる 42 。さらにコメンタリーはテロリズムと薬物
犯罪との関係について，多くの場合にテロリスト
の行為は大規模な薬物取引によって支えられてお
り，それが国際的な関心事であることは疑いない
ことからも，そうした場合には薬物犯罪において

「例外的に重大な犯罪」という（e）項における要
件が満たされると指摘する 43 。

以上から，1994年草案においては，一般国際法
の下での犯罪，すなわち国際慣習法に基づく犯罪
と条約犯罪が，対象犯罪として並列的に列挙され
るようになり，対象犯罪規定の構造自体は1993年
草案から変化が見られた。他方で，一般国際法の
下での犯罪を「草案から完全に除外することはで
きない」と結論づけたというコメンタリーの言及
にも示されるとおり，条約により明確に定義され
ていない国際慣習法上の犯罪よりもむしろ条約犯
罪が，1994年草案においても引き続き，ICCによ
り第一義的に処罰されるものとして位置づけられ
ていたと言える。さらにテロリズムは，こうした
条約犯罪を構成するものとして，1993年草案から
1994年草案の規定に至るまで一貫して，ICCの対
象犯罪，すなわち「国際社会全体の関心事である
最も重大な犯罪」であるとILCによって認識され
ていたことが明らかとなる。加えて，上記のコメ
ンタリーの見解にあるとおり，1994年草案第20条

（e）項に列挙された条約犯罪のうちテロリズム犯
罪が半数近くを占めていたことからも，また，テ
ロリズムとの関連性という側面を重視して，薬物
犯罪が条約犯罪を構成する犯罪の1つとして1994
年草案において新たに対象犯罪に組み入れられた
という点からも，草案の起草作業にあたったILC
の認識では，ICCの対象犯罪としての条約犯罪に
おいてテロリズム犯罪が中核的な位置づけを占め
ていたといっても過言ではない。

また上記のとおり，この1994年草案第20条（a）
～（d）項において，現行のICC規程における4つ
の対象犯罪たるコア・クライムが列挙されている
ことから，対象犯罪規定に関しては1994年草案の
時点で基本的な構造がすでに成立していたと言え
るが，他方で，最終的な成案においては1994年草
案第20条に列挙されていた対象犯罪のうち，（e）
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項に規定されていた条約犯罪のみがICCの管轄権
行使の対象から除外されることとなったと言える。

（3）　設立準備委員会草案
ILCによる1994年草案を検討するため，1995年

4月および8月にアドホック委員会が開催された。
同委員会では，1994年草案第20条をもとに対象犯
罪に関する議論が行われたが，ここでは条文その
ものに対する変更は特になされていない。他方で
同委員会において，条約犯罪として「国連要員及
び関連要員の安全に関する条約」（1994年）の違
反行為も追加すべきとの提案がなされている 44 。

アドホック委員会の作業は，設立準備委員会に
引き継がれ，1996年3月から1998年3月まで計6
回の設立準備委員会会合が開催された。このうち
第3回会合（1997年2月）終了時に，同委員会は，
犯罪の定義に関する作業部会報告書を採択してい
る。同報告書は集団殺害犯罪および人道に対する
犯罪の定義を設立準備委員会に提案するとともに，
今後さらに検討すべきものとして，戦争犯罪，侵
略犯罪，テロリズム犯罪，国連要員等に対する犯
罪，麻薬等の不正取引に関する犯罪を挙げ，この
うち薬物犯罪を除きそれぞれの定義を同委員会に
提案している 45 。報告書はテロリズム犯罪につい
て以下のように定義する 46 。

「裁判所は以下のテロリズム犯罪について管轄権を
有する。

（1）	 政治的，哲学的，思想的，人種的，種族的，
宗教的その他の性質の正当化事由にかかわら
ず，他国の人または財産に対する暴力行為や，
公的人物，人の集団もしくは公衆に対して，
恐怖，不安または危険を引き起こす性質を有
する行為を企図，組織，支援，指示，促進，
融資，助長・奨励し，または許容すること。

（2）	 以下の条約の違反行為
（a）	 民間航空不法行為防止条約
（b）	 航空機不法奪取防止条約
（c）	 国家代表等に対する犯罪防止条約
（d）	 人質行為防止条約
（e）	 海洋航行不法行為防止条約
（f）	 大陸棚プラットフォーム不法行為防止議定書

（3）	 人，人の集団，住民に対する死もしくは身体
の重大な傷害，または財産に対する重大な損
害を含む暴力を行使するための手段として使
用される火器，武器，爆発物および危険物質
の使用を含む犯罪」

同報告書によれば，作業部会は，テロリズム犯
罪，国連要員等に対する犯罪，麻薬等の不正取引
に関する犯罪については，これらをICC規程に含
めるかにつき最終的な決定を予断せずに一般的に
検討したに過ぎず，他の犯罪と比して十分に議論
する時間がなかったとある 47 。さらに，設立準備
委員会の最終会合（1998年3～4月）の議論を容
易なものとするため，直前の1998年1月に会期間
会合が開催された。同会合における議論の結果，

「管轄権，受理可能性および適用法」に関する章
は，規程の本質的な点に言及しているとの理由か
ら，これまでの第三部から第二部へ移行すること
となり，それに伴って，対象犯罪に関する規定は
第20条から第5条へと変更された 48 。

1998年3月から開催された第6回設立準備委員
会会合ではICC規程の草案（以下，設立準備委員
会草案）が採択された 49 。同草案は第5条におい
て，裁判所の管轄権に服する犯罪を規定しており，

（a）集団殺害犯罪，（b）侵略犯罪，（c）戦争犯罪，
（d）人道に対する犯罪，の国際慣習法上の4つの
犯罪を列挙している点では1994年ILC草案と基本
的構造を同じくする。他方で，条約犯罪に関して
は，設立準備委員会の議論において例えばインド
などからテロリズムを含めるべきという主張がな
されたものの，多くの国家から反対や慎重な立場
が表明されたことに伴い 50 ，草案第5条（e）項
は，この時点では依然として対象犯罪に含まれる
かにつき決定されていない留保事項とされ，空欄
となっている 51 。この（e）項に含まれる可能性
のある犯罪として，先の犯罪の定義に関する作業
部会報告書において列挙されていたテロリズム犯
罪，国連要員等に対する犯罪，麻薬等の不正取引
に関する犯罪の3犯罪が括弧付きで挙げられてお
り 52 ，このうち国連要員等に対する犯罪はかねて
からアドホック委員会，設立準備委員会等におい
て対象犯罪とすべきことが主張されていたもので
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ある 53 。
なお設立準備委員会草案においても，テロリズ

ム犯罪の定義として，先の作業部会報告書に収録
された同犯罪の定義が採用されており54，したがっ
て，テロリズムに関する規定に注目した場合，1994
年ILC草案から下記のような変化が生じたことと
なる。すなわちILC草案では，ICCの対象犯罪と
して「条約犯罪」という括りのもと，その構成要
素として，第20条（e）項の付属書（本稿注30）
2，3，5，6，8において個々のテロリズム防止関
連諸条約の違反行為が列挙されていたが，設立準
備委員会草案第5条（e）項においては，括弧付き
の条項ではあるものの，対象犯罪の1つとして「テ
ロリズム犯罪」という包括的な規定を置いたうえ
で，その構成要件の一部として6つのテロリズム
防止関連諸条約（民間航空不法行為防止条約、航
空機不法奪取防止条約、国家代表等に対する犯罪
防止条約、人質行為防止条約、海洋航行不法行為
防止条約、大陸棚プラットフォーム不法行為防止
議定書）の違反行為が列挙されることとなったの
である 55 。

3．	総会第六委員会およびローマ会議におけ
る議論

ILCによる1994年草案に関しては，アドホック
委員会および設立準備委員会の各会合を受け，毎
年秋に開催される国連総会第六委員会において，
詳細に検討が行われた。さらに，設立準備委員会
草案は1998年のローマ会議に提出され，ローマ会
議では同草案第5条に基づいて，ICCの管轄権に
服する対象犯罪に関する検討が行われた。これら
の議論の場において常に多数的立場を占めていた
のは，ICCの管轄権に服する対象犯罪をコア・ク
ライムに限定すべき，換言すれば条約犯罪を対象
犯罪から除外すべきという見解である。

さらに，そうした見解の中でも，侵略犯罪を対
象犯罪に含めるか否かについては各国の意見が分
かれていたものの，集団殺害犯罪，戦争犯罪，人
道に対する犯罪の3犯罪をICCの対象犯罪に含め
ることに対する異論は殆ど見出されない。他方で，
テロリズムをはじめとする条約犯罪に関しては，

これを対象犯罪に含めることに否定的な見解が総
会第六委員会およびローマ会議双方において多数
的立場を占めたものの，これを支持する立場も少
なからず存在していた。

以下では，まずテロリズムを対象犯罪に含める
ことを支持する立場の見解について述べたうえで，
テロリズムを対象犯罪に含めることに反対する立
場について，その理由ごとに分類し，整理するこ
ととしたい。なお，総会第六委員会およびローマ
会議においては，対象犯罪の議論に際し，テロリ
ズムをはじめとする条約犯罪に関する見解が各国
から多く出されており，また，各国の発言内容が
明確に記録されていることから，以下では起草過
程のうち特にこの2つの場における議論を抽出し
て検討する。

（1）　テロリズムを含めることを支持する立場
①　各国の見解

起草過程を通して，テロリズムをICCの対象犯
罪に含めることを一貫して主張した国家として，
インドが挙げられる。インドは総会第六委員会に
おいて，国際社会全体の関心事である最も重大な
犯罪に対してのみICCは管轄権を有するべきとし
たうえで，国際テロリズムは，国際犯罪の最も悪
い形態であり，無辜の市民の生命のみならず，国
家の政治的・社会的構造，国家間の有効な関係を
脅かし，領域的境界がなく無差別であるとして，
テロリズムをICCの対象犯罪に含めるべきと強く
主張している 56 。さらにローマ会議においても，
テロリズムと薬物取引はここ数十年において，い
わゆるコア・クライムよりも多くの生命を奪って
いるとし，テロリズムに関する国際条約に鑑み，
テロリズムを対象犯罪に含めることに同意すると
の見解を表明している 57 。

同様にスリランカは，総会第六委員会において
テロリズムを対象犯罪に含めるべきと主張したう
えで，ローマ会議においても，テロリズムと薬物
取引を規程の範囲から除外することは大いなる遺
漏となり，コア・クライムと条約犯罪の区別は形
式的なものであるとして，無辜の市民に対する無
差別の暴力は法的に受け入れられず，道徳上も非
難すべきでものであると主張している58。この他，



10 国際関係研究

エチオピアやアルジェリアといったアフリカ諸国
もテロリズムを対象犯罪に含めることを支持して
おり，たとえば，国際テロリズムのグローバルな
側面と，その平和への挑戦は，裁判所の規程に含
めることを正当化するとして，もし裁判所の管轄
権にテロリズムが含められなければ，平和，安定，
発展への妥協が生じる 59 ，テロリズムの深刻さと
国際的性質は疑いなく，テロリズムに対する多く
の国際的制度などに反映されているように，テロ
リズムは国際社会全体の重大な関心事である 60 ，
といった意見が表明された。

またロシアもインドと同様に，起草過程におい
て一貫してテロリズムに言及しているが，総会第
六委員会ではテロリズムを対象犯罪に含めること
を主張しつつ，裁判所の負担が重くならないよう
にするため，安保理により付託された，国際的な
平和の脅威となる最も深刻なテロリズム犯罪に限
定すべきであると条件を付している点において他
国と異なる主張を展開している 61 。ロシアはロー
マ会議においても当初は同様の主張をしていたも
のの 62 ，会議の後半の段階においては，最も深刻
なテロリズムを含めることを支持するがこれには
固執しないとして，本件の検討は将来の検討会議
に委ねられるだろうとの妥協的立場を示してい
る 63 。

その他注目すべき意見として，ILC草案に規定
された条約犯罪のリストに関し，たとえばアパル
トヘイト，テロリズム，薬物の国際的な不正取引
といった犯罪でとりわけ苦しむのは小国であると
いう総会第六委員会におけるグアテマラの指摘
や 64 ，弱小国によって扱い得ないテロリズムや重
大な薬物犯罪を扱う管轄権を裁判所に付与する可
能性につき，これを排除しないというモンゴルに
よる見解などがある 65 。

起草過程を通してテロリズムをICCの対象犯罪
に含めることを支持した国家は，これを支持しな
い立場に比べると少数的な立場であるとはいえ，
上記の国々の他にも見出され，必ずしも少ないと
は言い切れない 66 。これらの見解は基本的に，テ
ロリズム犯罪の性質に着目し，特に無辜の市民に
対する無差別な攻撃であるという観点からその性
質が非常に悪性の高いものであると捉え，集団殺

害犯罪，戦争犯罪といったコア・クライムと同様
に「国際社会全体の関心事である最も重大な犯罪」
という位置づけを有するとの認識から，テロリズ
ムをICCの対象犯罪に含ましめようとする立場で
あるということができる。

②　ローマ会議における提案
ローマ会議では，テロリズムを対象犯罪に含め

ることを強く主張する国々から，対象犯罪につい
て規定する草案第5条に対し，幾つかの共同提案
が提出された。このうち，インド，スリランカ，
トルコから提出された共同提案は，草案第5条に
規定された裁判所の対象犯罪である「人道に対す
る犯罪」を構成する犯罪の1つとして，テロリズ
ム行為を含めることを提案するものである 67 。

草案第5条に関しては事務局からも提案が提出
されており，同提案は第5条の裁判所の対象犯罪
として集団殺害犯罪，人道に対する犯罪，戦争犯
罪を挙げたうえで，侵略犯罪と条約犯罪（テロリ
ズム，麻薬等の不正取引，国連要員等に対する犯
罪）の1つ又はそれ以上は，もし一般的に受容さ
れ得る定義が生み出されれば草案に挿入され得る，
と規定する。さらに同提案は，もし一般的に受容
され得る定義が示されなければとして，それらの
犯罪に取り組もうとする関心が，例えば議定書や
検討会議といった何らかの他の方法において反映
されるようにすることを事務局が提案するとして
いる 68 。

また，ローマ会議の閉会間近の段階で，条約犯
罪を対象犯罪に含めることを予てから非常に熱心
に主張していたインドをはじめとする数カ国から，
草案第5条にテロリズムと薬物犯罪を含め，さら
に，同条に「テロリズム犯罪と薬物犯罪の構成要
件は準備委員会において作成される」との条文を
挿入する趣旨の共同提案が提出された 69 。

（2）　テロリズムを含めることに反対する立場
テロリズムをICCの対象犯罪に含めることに否

定的な態度を示す国家においては，単に反対の立
場を表明するだけの国家も多数あったものの，理
由を付してこれに反対する立場を示した国家も見
出される。それらの理由は主に下記の5つの立場



11国際刑事裁判所とテロリズム（安藤貴世）

に分類することができる。

①　既存の多数国間条約枠組の利用
テロリズムを対象犯罪に含めることに反対する

種々の理由のうち主要な位置づけを占めるものが，
その訴追をICCではなく，既存の多数国間条約の
枠組，すなわち各国の国内裁判所に委ねるべきと
する見解である。

たとえば，日本は起草過程において一貫してこ
の立場に立っており，ローマ会議において，テロ
リズムと薬物犯罪は非常に深刻なものであるとし
つつ，これらの問題を扱う多数国間条約の枠組に
おいて協力を強化することが重要であると主張し
ている 70 。同様の見解としてスウェーデンは，テ
ロリズムや薬物犯罪は国内レベルで訴追され，関
連条約の下での多数国間協力がすでに存在してい
ると指摘する 71 。このように，テロリズムをはじ
めとする条約犯罪に対しては，すでに多数国間条
約を基盤とする各国の協力枠組が存在することを
理由とし，その訴追に関しても，既存の多数国間
条約の裁判管轄権規定に従い，ICCではなく国内
裁判所において行うべきであるとの立場から，こ
れをICCの対象犯罪に含めるべきではないとする
国は上記以外にも見出される 72 。

また，そもそもICCよりも国内裁判所のほうが，
テロリズムの処罰を行う場として相応しいとの理
由から，既存の多数国間条約の枠組に訴追を委ね
るべきとの見解を有する国家もある。たとえばア
メリカは，テロリズムを対象犯罪に含めることに
起草過程を通して一貫して強硬に反対しており，
総会第六委員会において，ICCはテロリズム犯罪
と薬物犯罪を訴追するために必要な証拠を有さず，
これらは本質的に国内レジームの範疇にあると指
摘する 73 。なお，アメリカがアドホック委員会に
寄せたILC草案に対する見解には，より詳細な理
由が述べられており，そこにおいてアメリカは，
ICCが実際にテロリズム犯罪の捜査や訴追を行い
得るかにつき深い懸念を示している。すなわち，
自国がテロリズムの標的となることが多い国家と
してアメリカは，テロリズムへの対処には，国内
レベルでの効果的な捜査と訴追，さらに世界中の
国家による緊密な二国間および多数国間協力が不

可欠であるとし，それに対しICCの検察官は，各
国国内の刑事・司法・軍事機関が行っている重要，
複雑かつ費用のかかる捜査を効果的に行える立場
にないとして，各国の国内裁判所によるテロリス
トの効果的な訴追をICCの管轄権により台無しに
すべきではないとまで主張している 74 。

こうした見解と趣旨を同じくするものとして，
ILCの1994年草案に関する総会第六委員会での議
論において，たとえばブルガリアは，条約犯罪の
リストにある幾つかの犯罪は，「引き渡すか訴追す
るか」原則に基づく国家間協力を通して，より効
果的に訴追され得るため，これらに関しては慎重
に議論すべきであるとし 75 ，同様にオランダは，
同草案は「引き渡すか訴追するか」の原則を適用
することで十分に対処し得る犯罪まで取り込んで
しまっていると指摘する76。またイギリスは，ロー
マ会議において，条約犯罪をICCの対象犯罪に含
めることの難しさは，多くの国家が，テロリズム
や薬物犯罪を訴追するのにICCはベストなフォー
ラムではないと認識している点にあると述べてお
り 77 ，当該犯罪行為に対し関連を有する国内裁判
所による訴追の方がより効果的かつ相応しいとい
う見解を諸国が有していると言い換えることがで
きよう。

特にアメリカにより代表されるこうした立場は，
すでに存在する多数国間条約による対処枠組を利
用すべきという点においては，先の日本などの見
解と立場を同じくするものであるが，単に既存の
フォーラムがあるからという理由のみならず，テ
ロリズム等の条約犯罪に関しては，ICCよりも，
既存の多数国間条約に包含された国内裁判所によ
る対処枠組，特に「引き渡すか訴追するか」とい
う原則に依拠するほうが一層効果的且つ確実な訴
追が行われ得るという積極的な理由から，それら
をICCの対象犯罪に含めるべきではないと主張す
る立場であるとも言える。

②　定義の欠如
テロリズムをICCの対象犯罪から除外すべきと

する第二の理由は，その定義に関する問題である。
代表的な見解としてシリアは，ローマ会議におい
てテロリズムを非難しつつ，テロリズムは十分に



12 国際関係研究

定義されておらず対象犯罪に含めると混乱を生じ
させるとして，ICC規程から除外されるべきであ
ると主張している 78 。同様の見解は総会第六委員
会における議論でも見出され，たとえばパキスタ
ンは，テロリズム犯罪は定義が困難であるため，
ICCの管轄権から除外されるべきとし 79 ，またル
ワンダやコートジボワールは，テロリズムは明確
に定義された後に，将来的に対象犯罪に追加され
得るとの見解を示している 80 。また特にテロリズ
ムに言及しているわけではないものの，ウクライ
ナは，犯罪の明確な定義は罪刑法的主義の原則を
満たし，裁判所の信頼性と道徳的権威を高め，国
家による広い受容を促進すると指摘しており 81 ，
この他にも，管轄権に服する犯罪は明確且つ正確
に定義されるべきとの見解を示す国家が見出され
る 82 。

なおテロリズムの定義の問題に関しては，ロー
マ会議においてUAEをはじめとするアラブ諸国
が，テロリズム犯罪は同意された定義が存在して
おらずICC規程に含まれることは望ましくないと
しつつ，アラブ連盟の国々により1998年4月に署
名されたテロリズム防止に関するアラブ条約に規
定されたテロリズムの定義をICC規程においても
参照するのであれば，テロリズムをICCの対象犯
罪に含めることに反対しないとの見解を表明して
いる 83 。

③　犯罪の重大性
第三に，犯罪の性質そのものを理由として，テ

ロリズムを含む一連の条約犯罪をICCの対象犯罪
に含めることに懸念を示す立場がある。たとえば
総会第六委員会においてマレーシアは，すべての
条約犯罪がICCの管轄権を行使するほど十分に重
大であるとは限らず，又は，一般慣習国際法によ
り認められた犯罪であるとも限らないと指摘して
いる 84 。また中国は，条約犯罪の幾つかは，ICC
の管轄権に含まれる2つの基準，即ち普遍性と深
刻度を満たさないため，ICCの対象犯罪は純粋に
普遍的な関心事たる最も重大な犯罪とすべきであ
るとする 85 。さらにモザンビークは，ICCの役割
が矮小化されるのを防ぐべく，裁判所の管轄権を
国際社会全体の関心事である最も重大な犯罪に限

定すべきと主張している 86 。
またローマ会議においては複数の国家が，条約

犯罪はコア・クライムとは極めて性質が異なる，
条約犯罪はコア・クライムのような根本的性質を
有していないとして，これを対象犯罪に含めるこ
とに消極的な立場を示している 87 。これらはいず
れも，ICCの対象犯罪としての大前提である「国
際社会全体の関心事である最も重大な犯罪」と認
められるほどの性質，すなわち犯罪としての重大
性を条約犯罪が有していないとの認識から，条約
犯罪の性質を理由としてこれらを対象犯罪に含め
ることに反対する乃至慎重である立場と言える。

④　ICCの早期設立
先述のとおり，総会第六委員会およびローマ会

議では，ICCの対象犯罪をコア・クライムに限定
すべきという立場が多数を占めたが，対象犯罪を
コア・クライムに限定すべきとする理由は，テロ
リズム等の条約犯罪を対象犯罪から除外すべきと
する理由といわば表裏一体をなしていると言える。

対象犯罪をコア・クライムに限定すべきとする
理由の代表的なものとして，ICC規程の広範な受
容の可能性を指摘する立場がある。たとえばウガ
ンダによれば，裁判所の管轄権を限定することは
ICC規程の普遍的受容を促進するのであり88，ポー
ランドは，ICC規程の発効を容易にし，裁判所の
設立を加速させるために，少なくとも初期段階で
は裁判所の管轄権を国際社会の関心事である最も
重大な犯罪に限定すべきであると主張する 89 。す
なわちこれらの見解は，ほとんどの国家が異論な
く「国際社会全体の関心事である最も重大な犯罪」
と認識し得るコア・クライムに裁判所の対象犯罪
を限定し，最大限の国家の支持を得られるような
規程を作成することにより，各国による早期の批
准を促し，ICCの早期設立を実現しようとする立
場であると言える。

また，そもそも条約犯罪に関する議論はICC規
程の起草過程において不必要に長い議論を齎し，
結果としてICCの設立が遅れる恐れがあるとして，
対象犯罪をコア・クライムに限定すべきとするネ
パール等の見解も存在する 90 。同様にハンガリー
は，裁判所の管轄権に服する犯罪をこれ以上増や
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す試みは裁判所の設立のさらなる遅れを生じさせ
るとの懸念を示しており 91 ，また，時間的制約か
らローマ会議において条約犯罪を含める試みは放
棄すべきとしたオーストラリアの見解や，条約犯
罪は国際的な関心事であるがローマ会議において
はコア・クライムに関する議論に集中すべきとし
たデンマークの見解も趣旨を同じくするものと言
えよう 92 。

上記の諸見解のうち，前者は，裁判所の管轄権
を狭く設定することにより，対象犯罪規定に異議
を唱える国家を少なくし，できる限り多くの国家
による「早期の批准」を得ることを目指す，すな
わちICC規程の発効に対するハードルを極力低く
すべきという観点から，対象犯罪をコア・クライ
ムに限定すべきとする立場であると言える。これ
に対し後者は，ICC規程そのものの「早期の採択」
を目指し，その起草過程における議論の段階から
条約犯罪を排除してコア・クライムに集中すべき
という見解であり，規程の成立に対するハードル
をできる限り低くしようという観点に立つもので
ある。このように，それぞれの背景にある思惑は
異なるものの，両者の見解はいずれもICCの早期
設立を目指すという点においては目的を共有する
ものであると言える。

⑤　ICCの負担の軽減
対象犯罪をコア・クライムに限定すべきとする，

すなわちテロリズム等の条約犯罪を対象犯罪から
除外すべきとする別の理由として，ICCに対する
負担を軽減するためという見解がある。この立場
が主張するところのICCへの「負担」は，さらに
以下の2つの側面に分けることができる。このう
ち第一の立場は，ICCの対象犯罪をコア・クライ
ムに限定することにより，ICCの活動の効率が高
められるというものである。これは換言すれば，
コア・クライムに加え条約犯罪を対象犯罪に含め
ると，作業量の点からICCの負担が大きくなり過
ぎ望ましくないとする立場であり，多くの国家が
こうした主張を行った 93 。たとえば米国は，テロ
リズムと薬物犯罪を対象犯罪に含めることは，裁
判所を混乱させ，こうした犯罪の抑止に寄与しな
いとし94，フランスは1994年のILC草案に関する

総会第六委員会での議論において，同草案の付属
書に挙げられた条約犯罪の数に懸念を表しつつ，
裁判所に広範な管轄権を付与することにより，そ
の機能遂行能力が妨げられてしまうと指摘してい
る 95 。また，対象犯罪をコア・クライムに限定す
ることによりICCの作業効率が高まるという立場
と類似の見解として，裁判所の管轄権が及ぶ犯罪
を限定することにより，機能的なシステムとなり，
裁判所の信頼性と規範的権威の向上へと繋がると
いうチェコの主張がある 96 。

第二に，ICCに対する別の側面からの負担とし
て，金銭的な負担を指摘する意見も少数であるも
のの見出される。たとえばチェコによれば，裁判
所の管轄権をコア・クライムに限定することの利
点の1つとして締約国の財政的負担の軽減があり97，
マレーシアも同様に，テロリズムや麻薬の不正取
引のような条約犯罪を対象犯罪に含めると，財政
的にも裁判所に負担となると指摘する 98 。

以上から，先の第4の理由は，ICCの早期設立
を目指すという観点から，対処犯罪をコア・クラ
イムに限定すべきとする趣旨のものであったが，
この第5の理由はICC設立後のICCの活動に対し，
活動の効率性と財政面という2つの観点からICC
への負担を軽減すべく，テロリズムをはじめとす
る条約犯罪を対象犯罪から除外しようという趣旨
のものであると言える。

（3）　再検討メカニズムと条約犯罪除外の決定
ローマ会議における議論が進むにつれ，テロリ

ズムをはじめとする条約犯罪をICCの対象犯罪に
含めることを当初支持していた国家や，これに対
し柔軟な態度を示していた国家の多くは，対象犯
罪の候補のうち条約犯罪に関する検討を規程の再
検討メカニズムに託すべきであるとの立場を取る
ようになった。再検討メカニズムとは，起草過程
においてノルウェーやデンマークなどにより提唱
され 99 ，最終的に現行規程第123条に反映された
ものであり，ICC規程が発効した一定期間後に検
討会議を招集し，規程の改正を審議するという仕
組みである 100 。

すなわち，テロリズムや薬物の不正取引といっ
た条約犯罪で苦しむ人々に同情するという立場や，
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これらの犯罪を対象犯罪に含める理由は理解でき
るという立場を示していた国々や，条約犯罪は国
際社会全体の重大な関心事であるとして，これを
対象犯罪に含めることに肯定的な態度を示してい
た国家の多くが，対象犯罪に関する議論が進むに
つれ，ローマ会議における時間的制約を主たる理
由として，条約犯罪について会期中に合意に達す
ることは非現実的であるとの判断に基づき，本件
は検討会議に委ねられるべきであるという立場を
示すこととなったのである101。また，ローマ会議
における時間的制約という理由のみならず，条約
犯罪を規程に含めることはそもそも時期尚早であ
るため，検討会議で改めて言及されるべきとの意
見もあった 102 。

このように，先の①～⑤に挙げた複数の理由に
基づき，テロリズムをはじめとする条約犯罪をICC
の対象犯罪に含めることに反対する圧倒的多数の
立場と，再検討メカニズムが規程に盛り込まれる
ことを念頭に，テロリズム等を対象犯罪に含める
か否かという検討を先送りしようとする立場とが
相まって，最終的な成案においてはテロリズムを
はじめとする条約犯罪は，ICCの対象犯罪には含
まれず，ベルギー等の提案に基づき103，最終合意
書において言及されるに留まることとなった。最
終合意書とは，ICC規程と同日に採択され，ICC
の準備委員会や締約国会議の設置などを取極める
ものであり，その付属書Eは，「裁判所の管轄権に
含ましめ得る一般的に受容されたテロリズムの定
義が無い」として，「規程第123条に従って，テロ
リズムの受容され得る定義と，それが裁判所の管
轄権に服する犯罪のリストに含まれることに到達
することを目指して，検討会議が当該犯罪につい
て検討することを推奨する」と述べている 104 。

なお既述のとおり，ローマ会議において，テロ
リズムを対象犯罪に含めることを強く主張する数
カ国により，対象犯罪の1つである人道に対する
犯罪にテロリズムを含めるべきであるとする共同
提案などが提出されていたものの，若干の国家か
らの支持を除いては，こうした共同提案に対し批
判的な立場を取る国家が多数を占め，結局採択に
は至らなかった 105 。

4．終わりに

テロリズムをめぐるICC規程の起草過程の検討
から，以下の諸点が明らかとなる。

第一に，そもそもどのような犯罪をICCの対象
犯罪に含めるかという点に関し，ILCと，起草過
程に参加した各国との間で根本的な立場の相違が
存在していた。すなわち，ILCにおける議論の段
階では，一般国際法の下での犯罪，すなわち国際
慣習法に基づく国際犯罪ではなく，むしろ条約犯
罪を第一義的な対象犯罪として捉えていたのであ
り，その際，国際法の下での犯罪を構成する条約
犯罪に含まれる基準として，①犯罪そのものが条
約により定義されている点と，②「引き渡すか訴
追するか」の原則を基盤とする普遍的管轄権のシ
ステムが形成されているか，国際刑事法廷におけ
る訴追を想定しているという点が挙げられていた。
したがって，そうした基準を満たす条約として，
テロリズムの個別的な行為類型を定義し，「引き渡
すか訴追するか」という原則を規定するテロリズ
ム防止関連諸条約の違反行為が条約犯罪のリスト
の半数近くを占め，ILC草案の段階ではテロリズ
ム犯罪がICCの対象犯罪として言わば中心的な位
置づけを占めていたのである。

これに対し，総会第六委員会やローマ会議にお
ける議論では，如何なる国家も異論なく，つまり
国際社会のすべての国家が，「国際社会全体の関心
事である最も重大な犯罪」と認める犯罪のみを対
象犯罪に含めるという点に重点が置かれることと
なった。これは，起草過程においてオランダが指
摘したように106，基本的に国家は，刑事法分野に
おいてごく例外的な場合

4 4 4 4 4 4 4 4

（傍点筆者加筆）にしか
国際的なメカニズムのために自らの主権を放棄し
ようとしたがらないという，各国のICCに対する
主権の委譲への抵抗を反映するものであるとも言
える。すなわちICC規程の起草に携わった大多数
の国家にとっては，国際慣習法に基づく国際犯罪
である4つのコア・クライムのみが，補完性の原
則に基づき自らの主権を放棄し得る「ごく例外的
な場合」に該当するのである。それに対し多くの
国家の認識においては，テロリズム犯罪に関して
は，あくまでも個別的なテロリズム犯罪を抑止・
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処罰する個々の多数国間条約の締約国間において
のみ「引き渡すか訴追するか」という処罰原則に
基づく普遍的管轄権が成立しているに過ぎず，国
際社会のすべての国家が「国際社会全体の関心事
である最も重大な犯罪」と認める犯罪ではない。
つまり，そうした犯罪を対象犯罪に含めた場合，
それらの多数国間条約の非締約国にとってはICC
規程の受容自体が困難となるのである107。さらに
ILCが草案作成時に挙げたもう1つの基準，すな
わち条約において犯罪そのものが定義されている
という点に関しても，ILC草案においては「条約
犯罪」という括りのもとで，それぞれ個別的なテ
ロリズムの行為類型を定義する多数国間条約が列
挙されていたが，設立準備委員会草案以降は，対
象犯罪としてまず「テロリズム犯罪」と包括的に
規定したうえで，その定義がなされるという方式
へと変更された。そもそもテロリズム犯罪に関し
てはその包括的且つ一般的な定義が依然として国
際法上確立していないものの，こうした規定方式
の変化を背景として，その定義が未だ確定してい
ないことへの懸念から，ICCの対象犯罪からこれ
を除外すべきとする声が一層高まったことも否定
できないと思われる。

第二に，上記の各国の主権との関係という点に
も関連するが，起草過程において大多数の国家が
テロリズムを対象犯罪に含めることに反対する中，
如何なる国家がこれを支持したかという点にも注
目したい。総会第六委員会やローマ会議での議論
において，テロリズムをICCの対象犯罪に含める
ことを最後まで強く主張した国々はいずれも途上
国であり，テロリズムが生じやすい又は自国のみ
ではテロリズムに十分に対処し得ない所謂「弱小
国」が，ICCによるテロリズム犯罪の容疑者の処
罰を強く望んでいたと言える。換言すれば，こう
した国々にとっては，無辜の市民を無差別に攻撃
するテロリズムは，自国の主権をICCに委譲して
まで確実に対処・処罰すべき重大な性質を有する
犯罪と認識されていたとも言える。他方で，テロ
リズムを対象犯罪に含めることに反対した国家の
うち，特に既存の多数国間条約の枠組，すなわち
各国の国内裁判所による訴追を通したテロリズム
の対処に依拠すべきとの理由から，積極的に反対

の立場を示した国々の多くが，先進国乃至は「強
国」と言われる国家により占められていた。こう
した国々においては，例えばアメリカのように，
たとえ自国がテロリズムの脅威に晒される危険性
が高くとも，テロリズム犯罪は当事国の国内裁判
所において十分且つ効果的に対処し得るものと認
識されていたと同時に，これらの国々は，すでに
国内裁判所による訴追のメカニズムが確立してい
る当該犯罪の対処枠組に対しICCが介入する余地，
つまり当該犯罪の訴追において自国の主権を委譲
する可能性を排除しようという意思を有していた
とも言える。

第三に，種々の現実的な観点からの判断を背景
として，多くの国家がテロリズムを対象犯罪から
除外すべきと主張したという点がある。つまり既
述のとおり，起草過程に携わった国々は，可能な
限り早期の裁判所の設立を目指すという強い意思
を有していたと同時に，裁判所が成立した後を見
据え，裁判所の活動自体に対する負担，すなわち
作業面と財政面での負担を軽減することによりICC
の活動の効率化を図ることを目指した。こうした
各国の思惑が，対象犯罪をコア・クライムに限定
し，できる限りICCの管轄権を狭く設定しようと
いう流れを形成する原動力の1つとなったと言っ
ても過言ではない。さらに，最終的にICC規程第
123条に規定された再検討メカニズムの存在ゆえ
に，テロリズムをはじめとする条約犯罪が対象犯
罪から除外されることとなった点も否定できない。
実際，起草過程におけるロシアの態度に示される
とおり，当初テロリズムを対象犯罪に含めること
を支持していた国家の多くが，ローマ会議におけ
る時間的制約等を理由として，条約犯罪に関する
議論を規程発効後の検討会議へ先送りするという
方針へと転換したが，こうした立場の変化の根幹
にある発想は，早期のICC設立を実現するため，
というテロリズムを対象犯罪から除外する第4の
理由と趣旨を同じくするものであると言えよう。
すなわち，ICCの設立を早期に且つ確実に実現し，
さらにICC設立後の活動の効率性を高めるという，
各国の非常に現実的な意向が，テロリズムをはじ
めとする条約犯罪の対象犯罪からの除外へと反映
されたとともに，さらに付言すれば，各国は，ICC



16 国際関係研究

の設立を遅らせてまで対象犯罪に含めるべき最も
重大な犯罪として当該犯罪を捉えていなかったこ
とを示しているとも言える。

以上から，起草過程において多くの国々が示し
た複合的な理由に基づき，テロリズムがICCの対
象犯罪から除外されたことが明らかとなった。こ
れは，少なくともICC規程の成立時には，国際社
会の多くの国家の認識において，テロリズムは4
つのコア・クライムと同種の国際社会全体の最も
重大な犯罪，すなわち国際社会全体の普遍的関心
事ではなく，あくまでもテロリズムの対処に関す
る個別の多数国間条約の締約国間における関心事
という域を出ていないことの証左であるとも言え
る。換言すれば，この時点ではテロリズムは，個
別のテロリズム犯罪を規制する個々の多数国間条
約の締約国間という範囲においてのみ国際犯罪と
認められる「諸国の共通利益を害する犯罪」とし
て捉えられていたと言える。また起草過程におい
て，イスラエルが，テロリズムに関しては，テロ
リズムを国際犯罪と認識することと，国際テロリ
ズムを訴追するための最も実効的・効果的な協力
手段に焦点を当てることとの間の「正しいバラン
ス」を見出すべきとの主張をしているが 108 ，ICC
規程の起草過程においては両者のうち特に後者の
側面に大きな比重が置かれたということとなろう。

さらに，こうした点は以下の論点へと連なるも
のと言える。本稿の冒頭で述べたとおり，ICC規
程発効後も，テロリズムを対象犯罪に追加すべき
との見解が一部の国から示されており，また，テ
ロリズムを人道に対する犯罪に含ましめ得るとい
う提案に関しても，ローマ会議においては支持を
得られなかったものの，ICC規程発効後の2001年
に発生した米国同時多発テロなどが，組織性・広
範性という人道に対する犯罪の構成要件を満たす
可能性も看過できない。そうした観点から，今後
テロリズムがICCの対象犯罪となり得るのか，つ
まり，「諸国の共通利益を害する犯罪」という性質
から，特に米国同時多発テロを経て，テロリズム
が国際社会全体の法益を侵害する国際犯罪，すな
わち「国際法違反の犯罪」へと変容する可能性は
あるのか，という点に関する検討が残された課題
として指摘されよう。ICC規程発効以後の諸会合
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1．	はじめに－問題の所在－

サルヴァトール・アダモ（Salvatore Adamo）
は，シャンソン『雪は降る』（Tombe la neige）で
つとに有名な歌手である。彼は，1963年，19才の
ときにこのシャンソンと『サン・トワ・マ・ミ』

（Sans toi ma mie）で世界的に知られる存在となっ
た。その後も数々のヒット曲を出し，1967年を初
めとして数年前までは日本にもしばしば訪れてい
た。

彼の歌は，全て歌詩・作曲とも自らの作品であ
る。シャンソンの「歌詞」はパロール（parole）
と呼ばれるが，彼の場合は単なる「歌詞」ではな
くて，それ自体「詩」，すなわちポエム（poème）
としての完成度と格調をもつと評価されている(1)。
言語使用の点では邪道だとしても，本論で「歌詩」
と表記とするのはそのためである。

本小論は，前稿「サルヴァトール・アダモの
“Tombe la neige” －アダモ私論1：「白と黒の心象
詩」に関する考察－」と題するアダモロジー

（Adamology），すなわち「アダモ学」に続き，20
代初めの『インシャラー』（InchʼAllah）と27年後
の改訂版を取り上げて歌詩の表象変化の問題をほ
んの少しばかり論じる「アダモ私論2」である(2)。

2．	イエルサレム公演と『インシャラー』
（InchʼAllah）

まず最初に，『インシャラー』の歌詩とその拙訳
を記そう (3) 。通常の文章はともかくとして，詩や
詞を訳するときほど詩心のなさを自覚し憂えるこ
とはない。拙訳が原詩の韻を踏めず直截的なのは，
残念な一言につきる。しかし，ex nihilo nihil fit （無
からは何も生じない）のだから，若干意訳してい
る稚拙の訳でも無いよりはましであろう。なお番
号は記述の都合上，筆者が付したものである。

INCHʼALLAH (1966)

1	 Jʼai vu lʼorient dans son écrin
Avec la lune pour bannière
Et je comptais en un quatrain
Chanter au monde sa lumière

2	 Mais quand jʼai vu Jérusalem
Coquelicot sur un rocher
Jʼai entendu un requiem
Quand sur lui je me sis penché

2つの『インシャラー』（InchʼAllah）
―「アダモロジー」2：歌詩の表象変化に関する考察―

石　渡　利　康

Toshiyasu Ishiwatari. Un essai sur Salvatore Adamo: Les deux “InchʼAllah” dʼAdamo (1966 et 1993): Changement 
de la façon de voir dʼAdamo pendant 27 ans. Studies in International Relations Vol. 35, No. 2. February 2015. 
pp. 21－27.

Pas beaucoup de gens connaissent quʼil y a deux versions de la chanson de paix par Salvatore Adamo, 
“InchʼAllah”. La première version est de 1966 et la deusième recyclée version est de 1993. La dernière est composée 
après la poignée de mains historique entre Arafat et Rabin dans le cadre des Accords de Paix dʼOslo, le 20 août 
1993. Ce petit essai (Adamology) est une tentative dʼexaminer pourqoui Adamo a changé son point de vue pendant 
27 ans.
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3	 Ne vois-tu pas humble chapelle
Toi qui murmures “Pais sur la terre”
Que les oiseaux cachent de leur ailes
Ces lettres de feu “Danger frontière”?

4	 Le chemain mene à la fontaine
Tu voudrais bien remplir ton seau
Arrête-toi Marie-Madelaine
Pour eux ton corps ne vaut pas lʼeau

InchʼAllah InchʼAllah
InchʼAllah InchʼAllah

5	 Et lʼolivier pleure son ombre
Sa tendre épouse son amie
Qui repose sur les decombres
Presonière en terre ennemie

6	 Sur une epine de barbeles
Le papillon quette la rose
Les gens sont si écervelés
Quʼils me répudieront si jʼose

7	 Dieu de lʼenfer ou Dieu du ciel
Toi qui te trouvs où bon te sombre
Sur cette terre dʼIsraël
Il y a des enfants qui tremblent

InchʼAllah InchʼAllah
InchʼAllah InchʼAllah

8	 Les femmes tombent sous lʼorage
Demain le sang sera lavé
La route est faite de courage
Une femme pour un pavé

9	 Mais oui jʼai vue Jérusalem
Coquelicot sur un rocher
Jʼentends toujour ce requiem
Lorsque sur lui je suis penché

10	 Requiem pour six millions dʼâmes
Qui nʼont pas leur mousolee de marble
Et qui malgre le sable infâme
On fait pousser six millions dʼarbres

InchʼAllah InchʼAllah
InchʼAllah InchʼAllah

『インシャラー』（1966年）

1	 私は宝石箱の中のオリエントを見た
月光が旗を照らす
私は4行詩を作り
月光を世界に向けて歌おうと思った

2	 でもイエルサレムで
岩の上のひなげしを見て
その上に身をかがめたとき
レクイエムを聴いた

3	 「地に平和を」とささやくうらぶれた礼拝堂
あなたには見えないのか
鳥が羽根で隠している

「危険地帯」の火の文字が

4	 その道は泉に至り
あなたは桶を水で一杯にしたい
でも止めなさい　マリー・マドレーヌ
彼らにとってあなたの体は，水ほどの価値
もない

インシャラー　インシャラー
インシャラー　インシャラー

5	 オリーヴの樹は涙で影を作っている
敵地の捕虜として
残骸の上で休む
やさしい妻や恋人の上に

6	 有刺鉄線の上で
蝶がばらの花を見ている
人々は思慮を欠き
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私の好きなようにさせてくれない

7	 地獄の神か天国の神か
あなたは住みいい所に居るようだが
このイスラエルの地では
震えている子供たちがいる

インシャラー　インシャラー
インシャラー　インシャラー

8	 女たちは雷雨の中で倒れる
彼女たちの流す血は明日には洗い流されて
しまう
道の一つの敷石は
一人の女の勇気によってできている

9	 そう，イエルサレムで
岩の上のひなげしを見て
その上に身をかがめたとき
いつもレクイエムを聴いた

10	 600万人の魂のレクイエムは
大理石の霊廊はもたないが
おぞましい砂地にかかわらず
600万人の樹を芽生えさせた

インシャラー　インシャラー
インシャラー　インシャラー

1966年8月7日，アダモは最愛の父アントニー
ノ・アダモ（Antonino Adamo）を天国に送った。
悲しみに打ちひしがれ気落ちする彼を励ますかの
ように，音楽出版のEMI社はアダモの海外公演を
企画し実行した (4) 。

同年10月に始まった海外での公演は，イラン，
トルコ，レバノン，イスラエル，イタリア，スイ
ス，ポルトガルへと続いた。この巡業中のイエル
サレムでの惨状を目にして作ったのが，『インシャ
ラー』である。その時，アダモは22才であった。

ギターを手に1日にして完成したこの歌は，素
朴な「平和のための歌」（Chanson de paix），すな
わち「反戦歌」（AWS）であり，イスラエルでは

大人気を博した。また，フランスでも8ヵ月にわ
たりベスト10の地位を保った。『インシャラー』は
幾つかの外国語にも訳され，ポルトガルが生んだ

「ファドの女王」アマリア・ロドリゲス（Amaria 
Rodrigues）も好んで歌っていた。

3．	改訂版『インシャラー』

1993年に『インシャラー』は改訂された。改訂
版は，1966年版に比べて短くなっており，字句の
修正，追加もある。アダモの詩集 A ceux qui rêvent 
encore. Les plus belles chansons dʼune vie (2003) 
に掲載されているのは，この改訂版だけである(5)。
改訂版の歌詩は次の通りで，番号は筆者が付した
ものである。

INCHʼALLAH (1993)

1	 Jʼai vu lʼorient dans son écrin
Avec la lune pour bannière
Et Je comptais en un quatrain
Chanter au monde sa lumière

2	 Mais quand jʼai vu Jerusalem
Coquelicot sur un rocher
Jʼai entendu un Requiem
Quand sur lui je me penché

3	 Ne vois-tu pas humble Chapelle
Toi qui murmures paix sur la terre
Que les oiseaux cachent de leurs ailes
Ces lettres de feu: “Danger frontière.”

4	 Mais voici quʼaprès tant de haine
Fils dʼIsmaël et fils dʼIsraël
Libèrent dʼune main sereine
Une combe dans le ciel

InchʼAllhah InchʼAllah

5	 Et lʼolivier retrouve son ombre
Se tendre épouse son amie
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Qui reposait sur les decombres
Prisonière en terre ennemie

6	 Et par dessus les barbelés
Le papillon vole vers la rose
Hier on lʼaurait repudié
Mais aujourdʼhui, enfin il ose

7	 Requiem pour les millions dʼâmes
De ces enfants, ces femmes, ces hommes
Tombes des deux côtés de drame
Assez de sang, Salam, Shalom

InchʼAllha, InchʼAllah

『インシャラー』（1993年）

1	 私は宝石箱の中のオリエントを見た
箱には月光が旗を照らす飾りがあった
私は4行詩を作り
月光を世界に向けて歌おうと思った

2	 でもイエルサレムで
岩の上のひなげしを見て
その上に身をかがめたとき
レクイエムを聴いた

3	 「地に平和を」とささやくうらぶれた礼拝堂
あなたは見ないのか
鳥が羽根で隠している

「危険地帯」の火の文字を

4	 しかし沢山の憎しみの後で
イスマエルの息子たちとイスラエルの娘た
ちは
落ち着いた手で
平和の白い鳩を空に飛ばし自由にする

インシャラー

5	 オリーヴの樹は涙で影を作っている
敵地の捕虜として

残骸の上に休む
優しい妻や恋人の上に

6	 有刺鉄線の上で
蝶がばらの方に飛んでいく
昨日は躊躇勝だったが
今日は堂々と羽撃いている

7	 数百万人のレクイエムは
子供たち，女たち，男たちのもの
惨劇の双方の墓
流された多くの血，サラーム，シャローム

インシャラー　インシャラー

4．	歌詩の分析

最初に，1966年の，いわゆるファースト・ヴァー
ジョンの1番から見ていくことにしよう。Lʼorien 
は東洋ではなくて「中東」の概念で使われている。
Bannière（旗）がどういう旗なのかは不明である。
軍旗ではないし，もしかしたらシナゴーグ（ベブ
ライ教の礼拝堂）の旗？とも考えたが，シナゴー
グに旗はあるのだろうか。

1番は，「月光を世界に向けて歌おうと思った」
とあるように，心は高まり上昇的感情が表現され
ている。

しかし，この心の上昇は，2番によって打ち消
される。レクイエムが聞こえたからである。アダ
モは，「ひなげし」が好きなようである。1974年に
“Lʼîle au coquelicot ”（『ひなげしの島』）という題
名の映画を制作し主演しているくらいである (6) 。

3番は，礼拝堂に現実直視を求めている。礼拝
堂は心の平和を求めて人々の集まる所であるから，
現実を見る必要性があるのは建物ではなく人間で
ある。

4番は，生命軽視への批判である。
5番は，死のイメージがおおっている。オリー

ヴの木は，通常平和の象徴であるが，「涙」がそれ
を覆している (7) 。

6番は，そうした中での自由への願望を表現し
ている。7番の「このイスラエルの地では」は，ア
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ダモの生活の地であるベルギーとの比較が根底に
ある。ベルギーは小国であるが多文化共存国家と
して成功している。もちろん，詳細に見れば南部
と北部の文化差異は存在している。しかし，戦い
があるわけではない (8) 。

それに対して，イスラエルは厄介な存在である。
英国の二枚舌ならぬ三枚舌で建国されたイスラエ
ルはパレスチナ人を圧政している。イスラエルが
全てユダヤ人によって構成されているいるわけで
はないが，ユダヤ人は過去に自分たちがヨーロッ
パで受けた迫害を教訓として生かすことを忘れ切っ
ている。世界の国々で，ユダヤ人に対する好感度
が極めて低いのも，故なしとはしないのである(9)。

こうした事情を考慮しながら，アダモが作詩し
たとは考えられない。アダモは，イエルサレムで
震えている子供たちを目にして単純，率直に感じ
たままを書き記したにちがいない。イスラエルの
肩をもっていたとは考えられないのである。

7番の「地獄の神か天国の神か　あなたは住み
よい所にいるようだが」は，かなり強烈な句であ
る。アダモは，敬虔なカトリック教徒である。変
な言い方だが，まるで神を恨んでいるかのようで
ある。しかし，実際はそうではない。カトリック
教会側は，そうはとらなかったことからも明らか
である。一般には，カトリックは，プロテスタン
トよりも偏狭であると思われているが，事実は違
う。

1966年，La vie catolique 誌は，ローマ教皇，キ
ング牧師，ドゴール大統領と並んでアダモを同年
で重要な人物として挙げた。アダモは，同年，ジュ
マップ市の名誉市民となった (10) 。

8番は，昨日のことを今日は忘れるが，平和は
個人の勇気によって支えられることを歌っている。

9番は，2番に対応する現実体験の確認である。
10番の「600万人の魂」とは何を指しているの

か(11)。ホロコーストの犠牲者のことなのか。いず
れにしても，死の後に生が再び蘇るのである。

次に，改訂版に移ろう。1993年作のセカンド・
ヴァージョンは，ファースト・ヴァージョンの7
番，8番，9番がなくなり全部で7番からなる構成
である。さらに，ファースト・ヴァージョンの4
番，6番，10番のそれぞれの歌詩は，大きく変更

されている。
4番の「イスマエルの息子たち」と「イスラエ

ルの息子たち」とは，何か。ユダヤ人とイスラム
では，イスマエルは全てのアラブ人の先祖である。
イスラエルの息子はヤコブの子孫を指している。
イスマエルは，アブラハムが女奴隷に生ませた長
男である。

大幅に変更されているのは，7番である。「600
万人の魂のレクイエム」は「数百万人の魂のレク
イエム」に代わっており，600万という確定的数
字の使用が避けられている。「惨劇の双方の墓」の
双方（deux côtés）とは，イスラエル人とパレス
チナ人のことを指していると理解できる (12) 。

サラームはアラビア語での平和，シャロームは
ヘブライ語での平和を意味している。

5．	詩人の心象変化

歌も，時代と無関係には存在しない。日本を例
にとってみれば明白である。第2次世界大戦間際・
戦中，武勇を讃える多くの歌詞が作られ，作曲さ
れた。歌手の多くがそうした歌を歌って戦争に，
少なくとも精神的に加担した。

そうした中で，戦争の歌を断固として歌わなかっ
たのは，個人的にも何回かお会いしたことのある
ディック・ミネ氏と淡谷のりこさんである。尊敬
に値する。アダモの場合も，詩も歌も戦争讃歌と
は無縁である。これもまた素晴らしいことである。

欧米で称賛されたアダモの『インシャラー』は，
中東・アラブ諸国においては，逆に反感をもって
受けとめられた。その背景には，パレスチナの地
を奪ったイスラエルへの憎悪が横たわっていたか
らである。間の悪いことに，1967年に第3次中東
戦争（「6日間戦争」）が勃発し，『インシャラー』
はプロ・シオニズムの歌とみなされた。それから
長い間，このシャンソンはアラブ諸国においては
禁歌とされたのであった。

民衆の間での人気は別として，アラブ・中東諸
国で公的に解禁された『インシャラー』は，10番
からなる1966年版ではなく1993年に改訂された
改正版である。オリジナル版と改訂版との間には，
27年の時間が流れていた。この時間は，アダモの
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心にどのような動きをもたらし，彼はなぜ歌詩を
改訂したのだろうか。

1993年8月20日は，パレスチナ解放機構（PLO）
とイスラエルとのとの間で暫定自治政府原則宣言，
俗にいう「オスロ合意」（Oslo Accords）が締結さ
れた記念すべき日である。イスラエルを国家とし
て，PLOをパレスチナの自治政府として相互に承
認することを骨子とするこの「オスロ合意」の成
立に秘密裏に中心として行動したのは，ノルウェー
外相のヨーハン・ヨルゲン・ホルスト（ Johan 
Jørgen Holst）であった。

余談だが，ホルスト外相については，ある思い
出がある。といっても，直接的ではなく間接的に
である。ホルスト氏は，元々は学者で1969年から
1976年の間は「ノルウェー外交政策研究所」（Norsk 
Utenrikspolitisk Institutt, NUPI）に属しており，そ
の後政界に転出した。夫人のマリアンネ・ヘイベ
ルグ氏も同研究所の研究員であった。私も当時研
究員だったのでよく話をしたが，ある時ホルスト
氏のノートを見せてくれたことがあった。小さな
字で几帳面に書かれていたのを今でも覚えている。
誠実な人柄を偲ばせるものであった。こういう人
だから合意を纏めることができたのであろう。激
務の結果であろう，ホルスト氏はオスロ合意後長
生きできなかった。

アダモが『インシャラー』の改訂版を書いたの
は，1993年PLOのアラファト議長とイスラエルの
ラビン首相が握手をした後であった。おそらく，
中東の平和を心に抱きながら改訂をしたのではな
いかと想像できる (13) 。

しかし，アダモがアラブ諸国で公に歌うことが
できるようになるには，さらに10年の歳月が必要
であった。彼が，『インシャラー』をアラブ文化圏
で歌えるようになったのは2003年8月15日，チュ
ニジアにおいてであった。そこで開催されたコン
サートのプログラムに『インシャラー』を入れる
ことにチュニジア文化相が特別許可を与えたから
である。それ以来，アダモとアラブ文化圏諸国と
の関係は良好である (14) 。

アダモは，1966年のオリジナルの『インシャ
ラー』を作ったときシオニズム同調者だったのだ
ろうか。彼には，イスラエルに組する政治的意図

は毛頭なく，単に中東情勢に疎かったというのが
実情のようである。事実，彼は，1993年に，『ル・
ソワール』（Le Soir）紙で，「自らがなしたことを
正当化することはできず，イスラエルに対立する
側の人々の心の痛みを忘れることはしない」，と
語っている (15) 。

時は流れ，歌手50年を記念しての，クリスト
フ・デゥトワ（Christophe Dutoit）によるインタ
ヴュー記事においても，アダモは，「インシャラー
を作詩・作曲したときの心情は戦争の悲惨さとフ
ランキズム（独裁主義）反対の意思を描きたかっ
たのだが，パレスチナ人やアラブの人たちの苦悩
を理解していなかった」と反省している (16) 。

6．	なぜ InchʼAllah なのか？

『インシャラー』を読み聴いていて，どうしても
分からないことがある。それは，なぜインシャラー
という言葉を使っているのかという疑問である。
私はアラビア語を解さないが，英語表記では Ln 
chaʼAllah，InchaAllah なども使われるようである
が，一般的なのは InchʼAllah である。「アラーの思
召しとおり」といった意味である。フランス語で
はSi Dieu le veut，イタリア語 Se Dio vuole，英
語訳にすれば If God wills it あるいは God willing 
であろう。

このように書いても，もちろん各国表記は，言
葉の内包を正確に示したものではない。なぜなら，

「神」自体の観念は言語に表象される固有の文化に
よって異なっているからである。

インシャラーは，元来イスラムの人たちが使う
言葉である。シャンソン『InchʼAllah』は，イス
ラエルを主題にして平和を求めている歌詩である。
イスラエル国民の約75％はユダヤ人だが，イン
シャラーを口にするイスラム教信者のアラブ系の
人々もいないわけではない。しかし，その数は20％
ほどでしかない。イスラエルではアラビア語は公
式用語として認められてはいるが，その少数派の
イスラムに固有の言葉インシャラーが『インシャ
ラー』で使われている理由は不明であり，調べて
みる必要がある。



272つの『インシャラー』（InchʼAllah）（石渡利康）

7．	おわりに－贖罪としての『ザンジバル』
と『私の痛ましいオリエント』－

アダモは，2003年に絶望の中に生きる人々を
歌った名詩『ザンジバル』（Zanzibar）と『私の痛
ましいオリエント』（Mon douloureux orient）を出
している。次の稿で扱う予定のこれら2つのシャ
ンソンは，圧政された人々への心の共鳴を示すも
ので，見方によっては，『インシャラー』で誤解を
よんだ事実への詩人の心の痛覚かと思わせるので
ある。
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libero.it/davidecosta/Salvatore-Adamo-Inch-
Allah.htm 最終確認 2014.06.14）

(14)	RFI/Musique.6 novembre (le site) 3003.
(15)	Le Soir.27 octobre 1993.
(16)	La Gryère （ http://www.bloglagrruyere.

ch/2013/12/04/salvatore-adamo-cinquante-
ans-dune-carier… 最終確認 2014.06.09）
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1．	問題の所在

アレントは，20世紀アメリカの代表的な政治思
想家の一人であり，近年日本のみならず世界中で
注目を浴びている女性の一人，と言っても過言で
はない。特に，「イェルサレムのアイヒマン」に焦
点を当てたドキュメンタリー映画の上映が日本で
話題を呼んだことは，記憶に新しい。

さらに，ユダヤ系ドイツ人であるアレントが，
第二次世界大戦以前にハイデガーとヤスパースと
いう二人の哲学者に師事していたこと，その少な
からぬ影響下にあることもよく知られている。ま
た，学生時代からの，ハイデガーとの公私にわた
る親密な関係に関しても，すでに多くの本が出版
されており，今日まで数々の議論を引き起こして
いる。しかしながら，もう一人の師ヤスパースと
の関係に関しては，ヤング・ブリュールやマルティ
ン・ブラウン等の幾つかの優れた研究書が存在す
るものの，今なお十分な研究がなされているとは
言い難い。ただしわが国において，主に政治思想
の分野で，すでにヤスパースとアレントとの思想
的同異に関する優れた先駆的論考が存在すること
も事実である 1) 。

かつて執筆者も，こうした先駆的論考を踏まえ

つつ，「道徳性と合法性（適法性）」を手掛かりに
二人の思想の基本的性格について，さらに『イェ
ルサレムのアイヒマン』（1963年）をめぐる「悪」
の問題を取り上げ，二人の思想的交流と相互の影
響について論じた 2) 。その結果，少なくともこの
二つの論文において，両思想の内的連関と共通点
とをある程度詳らかにすることができたように思
われる。

すなわち，通常，道徳性と合法性（適法性）と
は一致しており，われわれがその違いを意識する
ことも，ましてやそのいずれかを選択することを
迫られることもない。ところが，「神の死」が現実
となった20世紀を生きたヤスパースとアレントに
とって，両者の乖離がもはや看過できない事態と
なることは，十分想定されていた。それは，一方
でヤスパースにとって，代替可能な普遍的当為と
一回限りの歴史的当為との宥和し難い対立として
意識されたのであるが 3) ，他方でアレントにとっ
ては，全体主義支配という特異な状況下での通常
の問題として出現したのであった4)。というのも，
少なくともヒトラー政権下の最後の数年間におい
て，基本的にひとは「すべての道徳的な行動が非
合法であり，すべての合法的な行為が犯罪である
ような状況で行動することを迫られていたから」

アレントとヤスパース
―二人のカント解釈をめぐって―

平　野　明　彦

Akihiko Hirano. Arendt and Jaspers―Centering around Two Interpretations of Kantʼs Thought―. Studies in 
International Relations Vol. 35, No. 2. February 2015. pp. 29－38.

Hannah Arendt was one of the distinguished political theorists in the United States in the 20th century. She 
studied European philosophy in Germany under the deep influence of two leading philosophers, Martin Heidegger 
and Karl Jaspers, before the World War Ⅱ.

In this paper, first of all, I attempt to show Arendtʼs definition of “thinking” centering around her interpretation 
of Kantʼs thought mainly after her report on “Eichmann in Jerusalem”. Secondly, I will clarify Jaspersʼ idea of 
“moral ” and “ thinking ” especially centering around his interpretation of Kantʼs thought. Finally, I will compare 
and contrast Arendtʼs interpretation of Kantʼs thought with Jaspers.
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であり 5) ，そこで，道徳性と合法性のいずれかを
選択することを余儀なくされていたからである。

しかも，ヤスパースもアレントも共に直接見聞
きしたように，こうした相反する命題に直面した
ドイツ人たちの多くは，前者の「非合法」で「道
徳的な行動」にではなく，後者の「合法的な」犯
罪に加わったのであった。その代表的な人物こそ，
イェルサレムの法廷に現われたルドルフ・アイヒ
マンにほかならない。

当時の大方の予想に反して，ナチス政権下の一
官僚としてユダヤ人の大量虐殺に加担したアイヒ
マンは，一見して模範的市民の様相を呈しており，
とうてい残酷な虐殺の首謀者の一人には見えなかっ
た 6) 。では，アイヒマンが恐ろしい怪物のような
犯罪を引き起こしたのは，なぜだろうか。アレン
トによるとそれは，彼の隠された悪魔のような性
格や動機にではなく，むしろ彼の余りに平凡で凡
庸な特徴に帰着する。すなわち，当時の全体主義
体制の歯車の一つとして計画の一役を担い，黙々
と命令に従ったアイヒマンには，無辜の民を殺戮
するという命令に従うべきか否かを自ら考え，判
断する能力が欠けていたのであって，それゆえ何
にもまして，彼の「思考の欠如」（thoughtlessness）7)

こそ，その主たる理由にほかならない，というわ
けである。換言すると，ただ命じられるままに行
動するアイヒマンのような人間にとって，もう一
人の自己との内的対話（思考）を開始しようとす
る意志が最後まで目覚めることはなかったのであ
る 8) 。

では，アイヒマンとは反対に，「非合法」かつ
「道徳的な行動」を選択した少数の人たちは，なぜ
そのように振る舞うことができたのだろうか。ア
レントによると，彼らが法に背いてでも道徳的な
声に従ったのは，従来の宗教や道徳の教えを頑な
に守ったからではなく，自己ともう一人の自己と
の対立もしくは矛盾を回避することを最優先させ
たから，ということになる 9) 。

以上，主にジェローム・コーンによって編集さ
れた遺稿『責任と判断』を中心に，恐るべき悪を
日常のノルマのように行う人間の特徴と，そうし
た悪を免れることのできる人間との相違を概観し
た。しかしながら，アイヒマンたちとは対照的に，

こうした悪に加担することなく，道徳的に生きた
人たちの「思考」の本質については，いまだ十分
に解明されていない。そこで本稿において，主に
両者のカント解釈を手掛かりにして，こうした思
考の本質をアレントとヤスパースがそれぞれどの
ように捉えていたのかを，順に見て行くことにし
たい。

2．	「思考」に関するアレントの見解� 	
―アレントのカント解釈をめぐって―

（1）	 ソクラテスの対話における「思考」の定義
「思考」をめぐるアレントの見解を簡潔に述べる

ことは困難であるが，ここではまず，いわば思考
が機能停止に陥ったアイヒマンの裁判レポートを
契機に，彼女が思考の特徴をどのように見ていた
のかを明らかにする。

前述した『責任と判断』の中で描かれるソクラ
テス的な「思考」とは，元々自己意識や良心にな
ぞらえうるものであり，現実の世界の中で悪しき
行為を企てもしくは行う自己と，そうした自己と
向き合うもう一人の自己との内的対話を意味す
る 10) 。しかもその特徴は，知識のように世界に積
極的な何ものかをもたらす働きではなく，どこま
でも否定的で批判的な営みである。つまり「思考
が価値を作りだすことはなく，何が〈善であるか〉
を発見することも決して」ない。「思考は，社会で
受け入れられている行動規則を確認するのではな
く，解消してしまう」11) 。

換言すると，「批判的な吟味を行おうとすれば，
まずすでに受け入れられている意見とその〈価値〉
が意味するものと，その暗黙的な前提を調べるこ
とで，少なくとも仮説としてはこうした意見や価
値を否定するという段階を経る必要があり」12)，そ
の意味で「思考」が既存の価値や既成の秩序を破
壊することは避けられない。したがって，現行制
度を保持するだけの単なる順法精神の持ち主にとっ
て，こうした思考の否定的側面を容認することな
ど，到底できないであろう。それゆえ「アテナイ
の人々は，思考は転覆をもたらし，思考の風は人々
が世界で方向を確認するために使ってきた既存の
すべての標識を押し倒すハリケーンとなると考え
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たのであり，思考がポリスに無秩序をもたらし，
市民，特に若者たちを混乱させると，ソクラテス
に警告した」13)のも至極もっともだ，ということに
なる。

しかしながら他方で，アレントは「思考」の積
極的意義にも目を向ける。従来の法秩序が形骸化
し，あるいは硬直化して明らかに人々の現実感覚
と一致しない場合，とりわけ「すぐれた人々は，
一切の信念を失い，極悪の輩は激しい熱で張り切っ
ているときに，こうした歴史的に稀な瞬間」に，
普段は否定的に働く「思考の政治的および道徳的
な重要性」が顕現化する 14) 。換言すると，善悪の
権威が失墜し，判断の拠りどころとなる基準が根
底から疑問にさらされるような例外的な状況にお
いてこそ，思考は正しい判断の可能性を切り開く
のである。

（2）	 カントの道徳律（定言命法）における「思
考」の定義

善悪や道徳的行動における「思考」の役割を検
討する際に，しばしばアレントは，ソクラテスと
ともにカントを引き合いに出す。そこで次に，ソ
クラテスと対比しつつ，カントの道徳律（定言命
法）をめぐる議論を概観する。

人間の行動についての道徳的な議論の中心に
あるのは自己です。人間の行動の政治的な議論
の中心にあるのは世界です。――中略――ソク
ラテスの「悪しきことを為すよりも，悪しきこ
とを為されるほうが望ましい」という言葉と，
それを風変わりな形で具体的に示した「という
のは，わたしは一人であるから，私自身と対立
するよりは，世界の全体と対立しているほうが
ましだから」という言葉が残ります。この言葉
は，道徳の問題において，矛盾律の定理を表現
したものと解釈することもできます。同じ意味
の命令である「汝はみずからと矛盾することな
かれ」は，論理学と倫理学の定理になっている
のです。ところでカントが定言命法を主張した
ことの背景にあるのは，まさにこの定理でし
た 15) 。

アレントによれば，道徳や善悪が主題化される
ときに，ソクラテスにとってもカントにとっても
問題なのは自己と複数の他者（世界）との関係で
はなく，どこまでも自己と自己との内的な関係で
あり，それは，いわば自己矛盾を禁じる数学や論
理学の命題（理性による強制的な真理要請）と変
わるところがない。そこには，自己が自らに要請
する命令に反し，自分自身と矛盾することを禁じ
る形式的な「思考」が働いているだけで，具体的
に何を禁じ何を許すかという「知識」を伴うこと
はない。カントの道徳律もまた，それがある種の
思考である限り，現実の世界に対して具体的な内
容を指示することはできない。それゆえ，ソクラ
テスのみならずカントにとっても「思考の大きな
特徴は，すべての行為を停止すること，それが何
であっても，日常生活のすべての活動を停止する
こと」16)を意味する。活動や日常的な行動とは異な
る，こうした思考の論理的・形式的な性格に続い
て，アレントは思考の脱世界的特徴について，次
のように述べている。

これと密接に関連した状況として，思考とい
う営みにおいて考える対象は，つねに不在のも
の，感官で直接に知覚していないものだという
事実があります。思考の対象はつねに再・表象
であり，そこには不在で，心の中だけに存在し，
想像の力でイメージとして存在できるのです。
ということは，わたしが思考するときには，わ
たしは〈現れの世界〉から外に出ているという
ことです 17) 。

さらに，このことは次の問いへと進む。「思考の
ように，どんな成果ももたらさない営みから，わ
たしたちが生きている世界にかかわりのあるもの
が生まれることがありうるのでしょうか」18)という
問いへと。

（3）	 カントにおける批判的「思考」から美的「判
断力」への移行　―哲学から政治へ―

『人間の条件』においてアレントは，ギリシャ以
来の孤独な「瞑想的生活」や「思考」に代わって，
他者と共にある「活動」の意義を強調していたの
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であるが，その後『精神の生活』等で，次第に「思
考」や「意志」という内的な問題を考察の対象に
するようになった 19) 。しかしながら「判断」につ
いては，彼女自身の手によって一つの論考として
纏められることはなかった。そこで次に，アレン
トの死後ロナルド･ベイナーによって編集された

『カント政治哲学の講義』（1982年）を中心に，思
考と判断との関係について論じることにしたい。
まず，カントの批判的思考の本質（積極的意義）
が，以下のように定義されている。

批判的思考は，すべての他者の立場が検査に
対して開かれている場合にのみ，可能である。
したがって批判的思考は，他方では依然として
孤独な営為でありながら，自分を「すべての他
者」から遮断しはしないのである。たしかにそ
れはずっと孤立しながら進むが，しかし構想力
の力によって，それは他者を現前せしめ，そう
することで可能的に公共的でありすべての面へ
開かれている空間の中へ入る。換言すれば，批
判的思考はカントの世界市民の立場を採用して
いる。拡大された心性をもって思考すること

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（to 
think with an enlarged mentality ）は，自分の構
想力を訪問［視察］に出かけるよう訓練するこ
とを意味する 20) 。（傍点筆者。）

少なくともカントの批判的思考には，孤独な思
索という側面と他者の立場に立って思考するとい
う両面があり，前述したソクラテスやカントの道
徳律（定言命法）における自己矛盾の回避とは明
らかに異なる，すべての他者へと拡大されうる「普
遍的な視点」が介在する。しかしながらさらにア
レントは，こうした批判的思考において，他者の
立場に立って行為の是非を判断することができる
のは，実は行為の当事者ではなくむしろ行為の観
察者（注視者）（spectator）なのではないか，とい
う問いへと進む 21) 。したがって，ここで視点が，
善悪を判断して他者の前で自ら行動する人間から，
目の前で誰かがおこなった行動の是非を判定（評
価）する注視者（批評家・歴史家）へと移行せざ
るを得ないように思われる。

しかも，自ら活動する一人の人間から，それを

客観的に観察する複数の人間への視点の転換は，
すでに『人間の条件』等において論じられており，
いわば哲学から政治への移行を意味していたので
あるが 22) ，注目すべきことに，そうした判定の能
力としてさらにここでは，道徳的な実践理性では
なく美的判断力が挙げられている。というのも，
カントの道徳律（定言命法）をめぐる議論におい
てすでに見たように，数学や論理学の命題と同様，
実践理性における善悪の判断が本質的に他者の視
点を必要としないのに対し，美的判断（趣味判断）
に際しては，複数の他者の視点が不可欠となるか
らである 23) 。また，言うまでもなく美的判断は，
論理的命題のような普遍性を獲得することはない
ものの，しかし決してその人に固有の，単なる私
的かつ主観的なものというわけではない。こうし
た美的判断（趣味判断）の特徴として，アレント
はカントの共通感覚（sensus communis）を引き
合いに出す。

共通感覚の下に，我々は万人に共通した感覚
という観念を含めなければならない。それは，
言わば自分の判断を総体的人間理性と比較する
ために，反省において他のあらゆる人間の表象
の仕方を思想のうちで（ア・プリオリに）顧慮
するような判断能力である。‐‐このことは，自
分の判断を他者の現実的判断とよりは，むしろ
可能的判断と比較することによってなされ，あ
るいは，自分自身の判定に偶然に付随する種々
の制限を捨象しながら，あらゆる他者の立場に
身を置くことによって，なされる 24) 。

換言すると，構想力を通して「もはや人が直接
的な現前によって触発されえないとき ―すなわ
ち，フランス革命の実際の行為に関わりをもたな
かった注視者たちのように，人が現実に関わりを
もたないときには― ただ表象の中で人の心に触
れ，触発するもののみが，是か非か，重要か見当
違いか，美か醜か，あるいは中間の何かであるか，
といった判断の対象となり得る」。しかもこうした
表象のおかげで，人は対象との間に距離を置き，

「非関与性」や「没利害性」という「公正さのため
の条件を確立」できるのである 25) 。
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一方で，ソクラテスの内的対話やカントの批判
的思考が単数の自己としての行為者に関係するの
に対して，他方で，カントの判断力や共通感覚は
複数の他者である観察者（注視者）に関係してお
り，一見すると両者は相いれない二つの方向へと
引き裂かれているように思われる。したがっても
しそうであるならば，批判的思考を介して公的な
決断を迫られている当事者が，複数の他者の視点
を前提にした，公平かつ公的な判断へと至る道が
閉ざされている，ということになる。しかしなが
らデーナ・リチャード・ヴィラも川崎修も指摘し
ているように，両者はそれぞれ別々の活動の特徴
をあらわしており，本質的に一致しえないと見な
すのはやはり早計と言わざるを得ない。むしろ，
単数の人間として自身の行動を判断する行為者の
うちに，同時に何らかの公的な場におけるそうし
た行動の注視者としての複数の視点が介在してい
る，と考えるべきであろう 26) 。

3．	「定言命法」と「政治的思考」に関する
ヤスパースの見解� 	
―ヤスパースのカント解釈をめぐって―

（1）	 カントの「定言命法」の根本特徴
ヤスパース哲学自体に与えたカントの影響につ

いては既に多くの先行研究があり，カントに関す
る言及も多岐に及ぶため，ここでは未完の『大哲
学者たち』第一巻（1957年）の「カント」の章を
参照にして，まず，カントの「定言命法」に関す
るヤスパースの見解から考察したい。

いわゆる「仮言命法」が現実的な目的達成のた
めの手段を指示するのに対して，「定言命法」（道徳
律）は，常に，自然法則のような普遍妥当性を各
人に要請する。その際，「定言命法」が形式化され
て，単なる自律性や普遍性や無矛盾性へと還元さ
れる場合の危険性については，これまでしばしば
論じられてきた。ヤスパースも，有名な『人間愛
からの嘘』という小論を引き合いに出して，「あら
ゆる暴力を有する他人が，犯罪的に私や親愛なも
のを抹殺しようとする」27)場合にも，そうした犯罪
者に対して嘘をついてはならないのか否かを検討
し，次のような結論を導く。「定言命法が自己を表

明する代わりに，〈汝，いつわるなかれ〉というよ
うな抽象的命令にすり替えられ」るならば，「定言
命法は無力ではなかろうか？」と28)。それゆえ「カ
ントの定言命法と，彼の具体的道徳的要請との間
には一つの飛躍がある。前者は永遠な根源を言い
当てているが，後者の大部分は，実際優れてはい
るものの，18世紀ドイツの，歴史的に制約された
倫理意識の表現」にすぎない 29) 。少なくともヤス
パースにとって定言命法は，アレントの言うよう
な，単なる自己矛盾を禁じる論理学上の命題とは
明らかに異なる。それゆえヤスパースは，基本的
にカントの定言命法の要請する普遍妥当性を「無
制約性」（Unbedingtheit）と言い換え，形式的な
普遍的法則性に代わって，「私の行為のゆるぎない
根源」である「無制約的要請」をカントの道徳的
行為の中心に据えるのである 30) 。

さらに，アレントに代表されるような，カント
の道徳的行為の形式的普遍性（形式倫理）や動機
の純粋性（心情倫理）を強調する解釈に対して，
ヴェーバーの責任倫理を引き合いに出して，ヤス
パースはこう反論する。

道徳的行動は，世界の中でのわれわれの生活
という素材から切り離すことはできない。いつ
でも世界の中で何かがおこなわれ，引き起こさ
れるのである。定言命法はその無制約性を経験
から借りるのではないが，しかし定言命法によっ
てためされる経験においてのみ，無制約性の真
価を発揮させることができる。法則は世界を顧
慮して適用されうるにすぎない。結果は ―利益
や効用の意味での成果ではないが― 素材に属す
るのであって，定言命法はこの素材のうちで正
しいことを探るべく助力するのである 31) 。

したがって実際のところ，動機を重視する「心
情倫理」（Gesinnungsethik）と結果に重きを置く

「結果倫理」（Erfolgsethik）とが単純に対立するの
ではない。ヤスパースによると「心情倫理そのも
のが，具体的行為において定言命法を手引きとし
て，結果について思考することを要求する」から
である 32)。換言すると，ヴェーバーによって命名
された「責任倫理（Verantwortungsethik）は真の
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心情倫理であり，成果という単なる規準によった
り，心情のもっぱら合理的な原則によって世界の
中に道を求めるのではなく，無制約的なものと結
ばれて，もろもろの可能性の開かれた拡がりの中
で道を求める」33)。以上のようにヤスパースは，カ
ントの定言命法の本質が結果倫理でも心情倫理で
もなく，両者の密接な連携においてのみ成立する

「責任倫理」であることを強調する。したがってそ
れは，法則の現実への適用とその動機付けに際し
て，「経験を通じて研ぎ澄まされた判断力」を必要
とするのである 34) 。

（2）	 カントの「政治的思考」における公開性の意
義　―伝達可能性と理性の拡張―

前述したように，ヤスパースの見るところカン
トは，定言命法（道徳律）における行為の善悪の
判断基準を単なる形式の普遍性や動機の純粋性に
求めたのではなく，実生活に密着した歴史的で具
体的な状況との連関のうちにある無制約的なもの
に求めた。そしてそのことによって，アレント同
様ヤスパースもまた，行為の是非をめぐる判断の
可能性を定言命法（実践理性）を超えた場所に求
めることになる。そうした新たな領域こそ，「政治
的思考」にほかならない。

アレントとは異なる文脈でヤスパースは，カン
トの政治的思考の重要性を指摘し，主に『永遠平
和のために』と『啓蒙とは何か』を参照しつつ，
真の理性の実現のために不可決な要素として，「世
界市民（公民）社会」と，「人間の尊厳」が保障さ
れる「個人として自らの自由を主張するような社
会」の二つを挙げている 35) 。ここでは，アレント
のカント解釈に鑑みて，「啓蒙」に代表される批判
的思考と自由な言論に必要な要素である「公開性」

（Publizität）について考察する。ヤスパースは，
公開性と伝達可能性がカントの政治哲学のみなら
ず，理性的思考自体にとってもいかに大切かを，
次のように論じている。

ただ伝達を通じてのみ，理性の拡張と吟味が
可能となる。伝達は人間性の条件である。人間
性とは，〈伝達可能性〉ということにある。　――
中略――　〈共通の人間悟性の格律〉のうち，カ

ントは〈自ら考えること〉と，〈自らに矛盾する
ことなく考えること〉と共に，〈他者の立場に

0 0 0 0 0 0

立って考えること
0 0 0 0 0 0 0 0

〉を並置している。それは，
〈判断の主観的個人的制約〉を乗り越えることの
できる，〈拡張された思考方式

0 0 0 0 0 0 0 0 0

〉の原理
0 0 0

（ das 
Prinzip der erweiterten Denkungsart ）なのであ
る。

伝達の自由は，思考そのものの自由の条件で
ある。伝達なくしては，思考はあくまで個人的
偏狭と主観的な誤謬のうちにとどまる。したがっ
て，〈自分の思想を公然と伝達する自由を人間か
ら奪う外的暴力は，人間から考える自由をも奪っ
てしまう〉36) 。（傍点筆者）。

ヤスパースによると，個人の批判的思考と公正
な判断が可能となるためには，少なくとも「公開
性」と伝達可能性，特に「無制限な相互の伝達」37)

が不可欠であり，伝達可能性こそ，人間が人間で
あるための前提ということになる。さらに，互い
に互いを無制限に伝達することで，カントが何に
もまして念頭に置いているのは，「他者の立場に

0 0 0 0 0 0

立って考えること
0 0 0 0 0 0 0 0

」であり，このことを通して，
各人は「拡張された思考方式

0 0 0 0 0 0 0 0 0

」を獲得するのであ
る。さらに以上のことから，政治的な領域におけ
る個人の思考にとって，単なる主観的思考でも，
全人類に共通する普遍的（論理的）思考でもなく，
複数の他者を前提にした相互の伝達可能性がいか
に重要であるのかが明らかであろう。言うまでも
なく，こうした拡張された思考方式と伝達可能性
なしには，誰しも自らの行動の是非を判断するこ
となど不可能だからである。

4．	結びに代えて� 	
―二人のカント解釈をめぐって―

これまで，アレントとヤスパースのカント解釈
を手掛かりにして，「道徳的行動」と「批判的思考」
と「政治的思考」に関する二人の見解を概観して
きた。そこで最後に，二人のカント解釈について
簡単に比較検討したい。

まず，カントの定言命法（道徳律）から始める。
これまで述べてきたことから，定言命法に関する



35アレントとヤスパース（平野明彦）

両者の相違は明らかであろう。一方でアレントに
とって，定言命法は論理学の命題同様疑い得ない
ものであり，純粋に実践理性を行使しさえすれば，
何を為すべきか（あるいは　何を為すべきでない
か）は自明であり，残された問題は，そうした普
遍的な義務に意志が従うことができるか否かとい
うことだけである。他方ヤスパースにとって，定
言命法はけっして普遍性や形式的な言明に還元さ
れうるものではなく，その都度歴史的で具体的な
状況の中から，その無制約性を引き出さなければ
ならない。それゆえ，アレントのように定言命法
を，他者を考慮に入れず単独で行うことのできる
単なる形式的法則と同一視することはできない。
ところで，なぜ，二人のカント解釈にこうした違
いが生じたのだろうか。

おそらくそれは，定言命法（道徳律）における
道徳性と適法性（合法性）をめぐる二人の解釈の
相違に起因するように思われる。皮肉なことにア
イヒマン自身がイェルサレムの法廷で告白してい
たように 38) ，アレントの場合，定言命法によって
人が直ちに真の道徳性へと導かれるわけではなく，
少なくとも両概念が矛盾対立する場合には，それ
はほとんど意味をなさない。定言命法は，ただ《正
しいことは正しい》というトートロジーを述べて
いるだけで，決して実生活において適法的（合法
的）行為を指示することはない 39) 。したがって，
定言命法自体は現実の道徳的判断には全く役に立
たない，ということになる。それに対してヤスパー
スの場合，たとえその解釈に問題があるとしても，
敢えて定言命法を形式的な普遍妥当性から峻別す
ることによって，真の道徳性が，実生活における
適法的行為を考慮することなく形式的に導かれる
可能性をはじめから排除している。したがってヤ
スパースによると，定言命法自体が，その都度固
有の歴史的状況の内に置かれている各人の経験的
な判断を必要とするのである。

次に，カントの批判的思考と政治的思考につい
て比較する。一見して，批判的・政治的思考に関
する両者の相違は明らかと思われる。

一方で，アイヒマンの思考停止状態に遭遇した
アレントは，批判的思考の領域を，他者の存在（視
点）を必要としないアイヒマン的な従順さとは明

確に区別される美的判断力に求めた。その結果，
行為の実践的な判断に際して，単なる主観的領域
とも普遍的形式的領域とも異なる第三の領域が切
り開かれ，確保されることになった。しかしなが
らそれに伴い，行為に先立ち，可能なすべての他
者の立場に身を置いて考える批判的思考と，行為
の当事者でないがゆえに，客観的かつ公平に判定
することのできる注視者（観察者）の視点との間
で，ある種の溝が生じる事態を招かざるを得なかっ
た。

他方，定言命法と真の道徳性が真価を発揮する
ための条件としてヤスパースは，自由な言論と公
開性が保障される政治的領域を挙げ，特に，そこ
での伝達可能性（開かれたコミュニケーション）
の意義を強調する。つまりヤスパースは，アレン
トのように批判的思考の延長線上に，カント的な
美的判断力が発揮される政治的活動を位置付ける
のではなく，むしろ，定言命法や真の道徳性の前
提として，批判的思考が有効に働く政治的に自由
な社会を，さらに伝達可能性や公開性自体を要請
する。換言すると，どちらも，単なる私的で主観
的な思考とも普遍的で強制的な思考とも異なる，
第三者に対して開かれた自由な思考の領域を追求
していることにおいて変わりがないものの，そう
した自由な領域である〈政治〉の理解において袂
を分かつことになる，と解釈することもできるよ
うに思われる。

しかしながら，晩年アレントが折に触れて強調
していたように，彼女の主張する政治的領域とヤ
スパースの説く自由な政治社会との間に，本当に
架橋し難い溝が横たわっているのだろうか。残念
ながら，ここでこの問題にこれ以上言及すること
はできないが，少なくとも前述したように，批判
的思考と関係する行為者と共通感覚や美的判断力
と関係する注視者の視点は原理的に架橋可能であ
り，それゆえまた，二人の政治理念も本質的には
共約可能と考えるべきであろう40)。その鍵概念と
は，おそらく，カントの「他者の立場に立って考

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

える
0 0

」という意味での「拡張された思考方式
0 0 0 0 0 0 0 0 0

」（拡
0

張的思考法
0 0 0 0 0

）にほかならない。そこで最後に，1957
年8月にヤスパースに宛てたアレントの手紙から，

『大哲学者たち』に対するアレントの感想を引用し
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て，本稿を終えることにしたい。

いまは『判断力批判』を読んでいて感激はた
かまるいっぽう。ここにこそカントの真の政治
哲学がひそんでいます，『実践理性批判』にでは
ありません。あれほど軽蔑されてきた「常識」

［Gemeinsinn共通感覚］に讃歌をささげ，趣味
という現象を判断力の基本現象として――中略
――本気で哲学的に論じ，判断に欠かせない「拡

0

張的思考法
0 0 0 0 0

」（erweitere Denkungsart ）を取り上
げて，それがあるから人間はあらゆる他者の立
場に立って考えることができるとする。そして
伝達可能性の要求。――中略――私は彼の『批
判』のうちでもこの本がいつもいちばん好きで
したが，あなたのカントの章を読むまでは，こ
れほど強烈に私に語りかけてきたことはありま
せんでした 41) 。（傍点筆者）。
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日本の食料自給率の向上と南米の日系人の農業生産の役割

福　井　千　鶴

Chizu Fukui. The Improvement of Food Self-sufficiency Ratio in Japan and the Role of Agricultural Production 
of the South American Nikkeijin. Studies in International Relations Vol. 35, No. 2. February 2015. pp. 39－49.

Hovering at around 40% annually in the decade from 2003 to 2013, Japan has the second lowest food self-
sufficiency rate among developed countries. Canada (223%), Australia (187%) and the USA (130%) are the top 
three countries for food self-sufficiency, which given their geographical size is not unsurprising. But Japan also lags 
far behind the next two countries on the list—France (121%) and Germany (93%), both of whom are of comparable 
size to Japan. In 2008 the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries (MAFF) set the goal of a 50% rate by 
2020, which is still little more than half the German rate. In this paper I consider a new, and so far unstudied, way 
to improve this situation: cooperation with the South American Nikkeijin and learning from the agricultural practices 
they use as one way to boost the Japanese rate. I also set out how my novel proposal would work in practice. 
Against an expected future of worldwide problems with food security and food shortages, boosting the self-sufficiency 
rate is certainly one of the most important tasks facing Japan today.

1．	はじめに

日本の社会では，低い食料自給率と将来におけ
る食料確保が問題視されるようになり，政府はじ
め関係省庁や諸機関で，その対策が進められてい
る。食料自給率は，平成15年度から平成25年度
まで供給熱量（カロリー）ベースで40％前後で推
移 1) し，世界の先進6か国中最下位である。平成
22年度食料・農業・農村基本計画（農林水産省）
では，平成20年度41％であったものを，平成32
年度50％を目標に向上させる方針を示している2)。
日本の食料自給率低下の背景として，自給率の高
い米の消費の減少と自給率の低い畜産物等の消費
が増加したこと，及び，国内生産体制が，この食
の変化に対応できなかったことを挙げている。平
成32年度食料自給率50％の目標達成方策につい
て，農林水産省では，消費面で国民による米など
の炭水化物熱量を増加させ，油脂類の摂取抑制等
の国民の食に対する認識の向上と食の改善を進め，
生産面では小麦，大豆の生産と米の生産拡大，小
麦，大豆の消費拡大を図ることを挙げている3)。ま
た，グローバル化の中で人口変動（特に人口増加）

や食料需給のひっ迫などにより食料確保が難しく
なることが予測されている。

本稿では，日本の社会問題となっている，食料
自給率の向上施策と食料確保について新しい枠組
みから考察する。すなわち，これまで研究されて
こなかった南米日系人の農業生産活動と連携する
ことによって，上記課題の改善方策について考察
したい。

2．	日本の食料自給率及び食料確保の現状と
課題

2.1　食料自給率とは何か
食料自給率は，国内の食料消費が「国内の農業

生産でどの程度賄えているかを示す指標」4)と定義
され，その算出方法は食料自給率＝国内生産量÷
国内消費仕向量で算出される。国内消費仕向量は
国内生産量＋輸入量－輸出量±在庫の増減量で計
算される。

食料自給率を示す指標には，「供給熱量総合食料
自給率（カロリーベース食料自給率）」5) ，「生産額
ベースの総合食料自給率（生産額ベース食料自給
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率）」6)，「品目別自給率」7)，「穀物自給率」8)の4種類
がある。そのうちカロリーベース食料自給率（国
内消費仕向量及び国内生産量をカロリーベースで
換算した数値）と生産額ベースの総合食料自給率

（国内消費仕向量及び国内生産量を金額で換算した
数値）は，総合食料自給率と呼ばれ，食料全体の
総合的な自給率を示す指標となっている。それゆ
え，食料自給率を述べる場合，この総合食料自給
率のカロリーベース食料自給率と生産額ベースの

総合食料自給率が多く用いられる。農林水産省が
毎年度発表する「食料需給表」9)には，ここに挙げ
た指標，数値が掲載される。また，農林水産省が
作成する「食料・農業・農村基本計画」には自給
率の目標が表記されている。

次に，自給率の計算方法を示す。
2013（平成25）年度のカロリーベースの食料自

給率は39％，生産額ベース食料自給率65％で，そ
の根拠は次により算出される。

カロリーベース食料自給率 ＝ 
国民1人1日当たり国産供給熱量

―――――――――――――――――
国民1人1日当たり供給熱量

 × 100（％）

生産額ベース食料自給率 ＝ 
食料の国内生産額

――――――――――――
食料の国内消費仕向額

 × 100（％）

品目別自給率 ＝ 
各品目の国内生産量

―――――――――――――
各品目の国内消費仕向量

 × 100（％）

穀物自給率 ＝ 
穀物の国内生産量

――――――――――――
穀物の国内消費仕向量

 × 100（％）

国民1人1日当たり国産供給熱量（939kcal），1
人1日当たり供給熱量（2,424kcal），食料の国内
生産額（9.9兆円），食料の国内消費仕向量（15.1
兆円）の算出については表－1による 10) 。

表－1　2013年度食糧自給率における各品目別数値
カロリーベース熱量（人・日） 品目別食糧生産額

品目 国産熱量 供給熱量 国内生産額 国内消費仕向額
米 540kcal 555kcal 19,223億円 18,974億円

小麦 39kcal 330kcal 2,766億円 340億円
大豆 17kcal 72kcal 607億円 236億円
野菜 56kcal 73kcal 31,500億円 23,355億円
果実 22kcal 64kcal 11,280億円 7,382億円

畜産物 65kcal 400kcal 41,782億円 23,954億円
魚介類 63kcal 97kcal 24,215億円 12,180億円
砂糖類 57kcal 200kcal 3,181億円 1,528億円
油脂類 11kcal 344kcal 5,011億円 1,688億円
その他 70kcal 289kcal 11,633億円 8,930億円

940kcal 2,424kcal 151,198億円 98,567億円
出所：農林水産省『平成25年度食糧自給率をめぐる事情』2014.8
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2.2　日本の食料自給率の現状
この計算値から明らかなように，日本の食料自

給率は生活に必要なカロリーを賄うに必要な食料
の半数にも満たない状況を示している。

食料自給率の現状を認識するために1960年度を
起点として2015年度までの食料自給率の推移を図
－1に示す。図－1で明らかなように，生活を維
持するに必要なカロリーベースの自給率は，2013
年度が39％11)なので，1960年代の79％と比較する
と半減し，低い自給率になっている 12) 。

出所：農林水産省『平成25年度食料自給率をめぐる事情』2014.8
図－1　食料自給率の推移
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2.3　食料自給率の諸外国との比較
日本の自給率の低さが問題になっているのは，

それらが諸外国の食料自給率と比べどの程度のレ
ベルにあるか知る必要がある。そこで，農林水産
省の食料自給率の2009年度試算により算出された
データを基に比較を行ったのが図－2（カロリー
ベース食料自給率），図－3（生産額ベース食料自

給率）である。
図－2，図－3から明らかなように，日本の食

料自給率は，諸外国に比較するとカロリーベース，
生産額ベースともかなり低い水準にあることが分
かる。特に，カロリーベースでは極めて低いので，
食料自給率の向上対策が緊急の課題である。

出所：農林水産省『現行の食料自給率目標等の検証①』平成26年1月
図－2　カロリーベース食料自給率国際比較（％）（2009年）

223

187

130 121

93

65 65 59 56 50 40 32

0

50

100

150

200

250

2012年度
39％

食
料
自
給
率
％

カナ
ダ

オー
スト
ラリ
ア

アメ
リカ

フラ
ンス ドイ

ツ

オラ
ンダ

イギ
リス

イタ
リア スイ

ス 韓国 日本 台湾

出所：農林水産省『現行の食料自給率目標等の検証①』平成26年3月
図－3　生産額ベース食料自給率（2009年試算）
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2.4　食料自給率低下の要因
食料自給率低下の主たる要因として次に示す3

項目を挙げることができる。
①	 食生活の大きな変化（自給率の高い米の消費

が減少）
②	 消費の変化に国内の生産体制が対応できなかっ

たことによる輸入の増加
③	 担い手の減少，高齢化の進展（特に農村地域

における高齢化人口の増大と過疎化）による，
不作付地・耕作放棄地の増加や耕作面積の減
少 13)

先ず，一つ目にあげた食生活の変化は，自給率
の高い米を中心とした食事の摂取から自給率の低
い畜産物等を多く取り入れた食生活に変わったこ
とが挙げられる。食生活の簡便化への移行（調理
に手間のかからない食品や加工品の利用増大，調
理済みの惣菜や外食の利用など）や肉食類や乳製
品の消費増大による畜産物や乳製品，及び加工食
品等の輸入の増大が食料自給率を低下させる原因
になった。この消費の変化に国内需給や生産体制
の対応ができなかったことが，食料自給率低下を
もたらした二つ目の要因である。スーパーマーケッ
トの店頭には，加工された食品や外国産の商品が
多く並ぶようになった。また，ファミリーレスト
ランやファストフード店などの外食店が多くみら
れるようになり，国内産の食品を調理して食べる
機会などが減少し，食料の自給率に関係のある農
産品の利用の機会が減少しているといえる。

さらに，三つ目の要因として，若者の農業離れ，
農村地域の高齢化の進展（日本の基幹的な農業従
事者の平均年齢が65歳を超えている）により，耕
作放棄地や不作付け農地の増大による耕作面積の
減少などが食料自給率の低下に影響を及ぼしてい
る。

高齢化の状況を見てみると，2013年度における
基幹的農業従事者数 14) は174万人で，年齢別の基
幹的農業従事者数の内訳では，18歳以下が18万人

（10％），50～59歳が23.1万人（13％），60歳以
上が134万人（77％）で，そのうち65歳以上が
107万人（61％）を占めていて極めて高齢化が進
んでいることが分かる 15) 。

耕作放棄地の増大については，1985年度（昭和

60年度）13.5万ヘクタール（以後haと記述する）
（耕作放棄地の農業用地に対する面積率2.9％）で
あったものが，2010年度では39.6万ha（面積率
10.6％）と約3倍に増えている 16) 。

2.5　食料確保の現状と課題
1）	 食料自給率の向上目標と課題
食料の安定供給確保のため，自給率の向上対策

と安定的な供給確保について議論が行われ，1999
年「食料・農業・農村基本法」（以下基本法）を定
め，法に基づき施策が進められている。

食料自給率目標については，基本法第15条に，
食料自給率目標を定め，その向上を図ることを旨
とし，国内の農業産業及び食料消費に関する指針
として，農業者その他の関係者が取り組むべき課
題を明らかにして定めるものと記述されている。

基本法に記述されている自給率目標については，
2020年度（平成32年）に，カロリーベース50％，
生産額ベース70％，飼料自給率38％となってい
て，その目標の実現に向けて各種の政策が進めら
れている 17) 。

一方，食料自給率目標を50％とした際の，2020
年度における所要農地面積は461万haと定められ
たが，実際は，この実現が難しい状況にある。算
定基準年2009年度では460.9万haで，その後，毎
年3.2万haの減少がみられ，2012年度で454.9万
haに減少していて，2020年度には426万haまで減
少すると推定されている。現状では目標の所要農
地面積から大きく下方に乖離するとみられてい
る18)。延べ作付面積は，農地面積の減少の影響も
あり，2020年度目標面積495万haに対して，基準
年，2009年度426.5万haから一貫して減少し，2012
年度実質418.1万ha（当該年度の目標面積449.3万
ha）となっている。基準年から毎年5.7万ha増加
すると予測して2020年度目標値が定められたが，
基準年から4ヵ年の平均で毎年2.1万ha減少して
おり目標から大きく下方向に推移しているのが現
状である。自給率の目標実現と向上のためには，
農地面積の拡大，作付面積の拡大が必須であるが，
減少傾向にあることは大きな課題であるといえ
る 19) 。
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2）	 食料確保の保障について
食料確保の問題は，人間の生命維持に関わる重

大な問題である。もし，日本人が生命維持のため
に必要とする食料の確保ができなければ，餓死す
ることになる。この問題を避けるために，自給率
の向上施策の展開が重要で，その対策が農林水産
省を中心に進められている。日本人の生命維持に
必要な食料が自給できない部分は，今日，諸外国
からの輸入で賄われている。前述したように日本
の食料自給率の現状は，2014年において40％であ
り，不足する60％は外国からの輸入に依存してい
ることになる。また，日本は世界諸国に比べ最低
の自給率になっていて，食料の必要量を海外に依
存して生命が維持されているといっても過言では
ない。

このような状況下で，もし，海外からの食料の
輸入が途絶えたら，日本人の生命を危うくするの
は明白である。このような事情から食料の安定供
給の確保は，国家安全保障上で重要な課題になっ
ている。日本の政府が定める「食料・農業・農村
基本法」（平成11年7月16日法律第106号）に食料
確保が命題として定められている。この基本法に
は，「食料の安定供給の確保」について第二条，第
十五条及び第十九条の条項に明記されている。

第二条の内容を要約すると，次のような内容が
記述されている。
①	 食料は，人間の生命維持に欠かせないもの
②	 良質な食料が合理的な価格で安定的に供給さ

れること
③	 世界の食料需給及び貿易が不安定な要素があ

ることから，国内の農業生産の増大を図る
④	 自給と輸入及び備蓄を適切に組み合わせ安定

供給を行うこと
⑤	 国民が最低限必要とする食料は，凶作，輸入

の途絶等の不測の要因により国内の需給がひっ
迫することがあっても，国民生活の安定及び
国民経済の円滑な運営に支障が生じないよう，
供給の確保を図らなければならない

第十五条では，次のような内容が記述されてい
る。
①	 政府は，食料，農業及び農村に関する施策の

総合的かつ計画的な推進を図るため，食料・

農業・農村基本計画を定める
②	 食料自給率の目標を定める
③	 食料自給率の目標は，その向上を図ることを

前提に，国内の農業生産及び食料消費に関す
る指針として，農業者その他の関係者が取り
組む課題を明記する

第十九条では，不測時における食料安全保障と
して，第二条第四項に関連して，国民が最低限必
要とする食料の供給を確保するため必要と認めた
場合には，食料の増産，流通の制限，その他必要
な措置を講ずると記述されている。

我が国の食料確保の多くは海外からの輸入に依
存しているため，諸外国の農業生産の動向に影響
を受ける機会が多い。その不安定要素として，次
のような諸事情が考えられる。①世界的な人口増
加，人口の多い中国やインドの所得水準の向上に
よる消費の拡大，バイオ燃料などによる消費拡大
による農産物の需要増大，②地球温暖化等による
水資源の不足と砂漠化の進行，世界の穀物単収の
減少等による供給面での懸念，③世界の穀物等の
需給がひっ迫することによる食料価格の高騰と高
値の継続，④一部の食料輸入国や多国籍企業が世
界各地で農地への投資の進行などを不安定要素と
して挙げることができる 20) 。

3．	食料自給率向上及び安定した食料供給の
課題解決策

これまでの食料自給率及び食料供給について考
察を行った結果，食料自給率向上及び安定した食
料供給と食料確保の重要性についての認識とその
対策の必要性が理解できる。本項では，これまで
の考察結果を踏まえ，その解決策について考察を
行う。

3.1　日本の食料供給に関する諸問題について
これまでの推移や現状を検討した結果から，我

が国の食料自給率低下の主な要因として，再掲に
なるが次の諸事項をまとめとして挙げることがで
きる。
1）	 農業従事者の高齢化（2013年度において基幹

農業従事者175万人の内，65歳以上が107万
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人で61％を占める高齢従事者構造になってい
る）

2）	 耕作放棄地の増大と農作物の作付面積の減少
（耕作放棄地は，1985年度13.5万haから2010
年度で39.6万haと約3倍に増えている。農地
面積は算定基準年2009年度460.9万haから，
その後，毎年3.2万haの減少がみられ，2012
年度で454.9万haに減少し，2020年度には426
万haまで減少すると推定されている）

3）	 農作業を行う担い手の減少（若手の農業離れ
と高齢化の進展）

4）	 消費する食料品目の変化と食料の消費量の縮
小

5）	 農畜産物の輸入増加
ここに挙げた要因で大きく影響している問題点

として，耕作放棄地の拡大と農地面積の縮小が大
きな原因といえる。この問題は，農業従事者の高
齢化と担い手の減少による耕作放棄地の増大及び
農地面積の縮小，これに伴う農業生産の低下によ
るものであることが分かった。高齢化の進展と食
料消費量の縮小は，人口の減少によることも影響
しているといえる。また，食生活の変化によって
自給率の高い食品（例えば米や和食系の食事）か
ら輸入依存度の高い食品（例えば，油脂類・原料
は輸入や加工食品，畜産品・飼料を輸入に依存）
へと需要が拡大していることなどすべて日本にお
ける食料自給率を押し下げている。

3.2　日本の食料問題の解決策について
日本の食料問題は，主に農産物の作付面積の減

少，農作業従事者の減少によるものといえ，これ
らに起因する問題の解決策として作付面積の拡大
と農作業従事者の増大を図る方策が必要である。
しかしながら，日本社会の現状では，この方策を
進めることは，農家の高齢化とそれによる耕作放
棄地の増大等によって極めて難しい状況下にある。

日本政府は，人口減少対策として，海外からの
移民を受け入れる施策を進めようとしている 21) 。
外国からの移民を受け入れるには，1990年の入国
管理法の改正で多くの南米系の日系人が来日し，
地域社会で文化の違いによる生活習慣の違いや子
供たちの教育問題，南米日系人に対する蔑視，多
文化共生推進の難しさ等，多くの問題を経験し，
その対策に追われながら今日に至っている。

本項では，日本人の血を引く多くの日系人が生
活している南米との連携を基に，日本の食料問題
の解決策を考察し提言をまとめたい。

1）	 南米日系人の人口
南米諸国には多くの日本人が移住し，移住地の

開拓による農産業の経営を推し進め，今日の大き
な日系人社会を築いている。南米には167万人の
日系人が生活しているといわれ，特に日系人の多
いブラジルには約150万人が生活している。また，
来日している南米日系人は28万人（ブラジル日系
人21万人）で，両地域を合わせると195万人に上
る南米日系人が存在することになる 22) 。

表－2　ボリビアの日本人移住地の様相
内容 サンファン移住地 オキナワ移住地

初期入植年 1955年 1954年
政府計画第一次入植年 1957年 1954年

土地面積 27,132ha 66,908ha
家族数 236家族 233家族
人口数 748名 883名
男性 374名 423名
女性 374名 460名

日本ボリビア協会会員数 179名 883名
農業協同組合（組合員数） 103名 150名

出所：サンファン日本ボリビア協会『サンファン日本人移住地概況2007～2008』サンファンボリビア協会，オ
キナワボリビア協会資料
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2）	 南米の日本人移住地と農業生産活動
南米諸国に多くの日本人が第二次世界大戦の前

と後に移住し，農業生産地を開拓し，日本人の手
による農業生産を中心とした移住地を形成してい
る。ブラジル，ボリビア，パラグアイを中心に，
農業生産活動を行っている多数の広大な農地があ
る。日系人農業生産者は，滞在国における農業生
産に指導的な役割を果たし，それぞれの国に貢献
している。パラグアイの日系人主導による大豆生
産が，同国の輸出に大きく寄与している。

ボリビアではサンファン移住地の米生産，オキ
ナワ移住地の小麦生産，ブラジルではトメアス移
住地の森林を再生しながら農業生産を行う画期的
な複合農法による胡椒やトロピカルフルーツ生産
が日系人による農業指導で周辺小農民の所得向上
に寄与している。アチバイアの花卉生産とイチゴ
生産などを特に優れた例として挙げることができ
る。多くの日本人移住地では，その地域に適合し
た農作物，トウモロコシや小麦，大豆などの穀物
類も生産されている。赤道直下にある熱帯地域の
パラー州にある移住地では，他地域と異なりパー
ムオイルの基になるデンデヤシ栽培，カカオ栽培
や胡椒栽培が広大な農地で行われている。

南米諸国に展開する日本人移住地の農耕地は50
～1,000ha（これ以上の面積を所有する大地主も存
在する）と比較的広大で，50～250haの農地所有
者が多い23)。日本人がまとまって居住しているボ
リビアの移住地のデータを表－2に示す。サンファ
ン移住地全体で約2万7千ha，オキナワ移住地で
約6万7千haと広大な広さにある。

3）	 南米における農地面積の拡大の可能性につ
いて

多くの日系人が生活する南米は，広大な土地か
らなり，今後，さらに農地化が可能な広大な未利
用，低利用地が残っている。例えば，ブラジル西
南部からパラグアイ東部にかけて分布するテラロー
シャ（間帯土壌）地域，アルゼンチンのパンパ（ア
ルゼンチン中部のラプラタ川流域に広がる草原地
帯），ブラジルの国土の面積25％（2億ha）を占
めるセラード地帯には，まだ多くの未利用地がみ
られる。

ブラジルのセラードを事例として農地拡大の可
能性を検証する。セラードは，これまで農業に適
さない不毛の地とされてきたが，1974年日本政府
とブラジル政府が協力して開発に取り組むことに
なった。1979年「日伯セラード農業開発協力事業

（PRODECER）」が開始された。その後，22年間
（2001年終了）セラードの開発プロジェクトが続
けられた。2001年の終了時までに34.5万haの農
地が新たに開発され，セラード開発が進行した。
しかし，開発した面積は，総面積2億haの0.17％
にも満たない状況で，広大な土地が未だ未利用に
なっている。ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）
試算 24) によると未利用地9,000万haを耕地に変え
ることによって穀物及び肉の生産を3.5億トン増
加させ得るとしていて，さらに農業生産地と食料
生産の大きな拡大が見込める。

このセラードには，多くの日系人が入植し農業
生産活動を行っている 25) 。

表－3　サンファン移住地の農業生産状況
生産内容 事業農家数 取扱量 作付面積 平均作付面積

稲作 59 45,301トン 9,868ha 137ha
大豆（冬作） 36 5,571トン 5,854ha 162ha
大豆（夏作） 33 5,571トン 3,658ha 110ha

採卵鶏 71 112.3万羽
鶏卵販売数（個） 245,278,040

肉牛 30 6,307頭
柑橘 59 575ha

マカダミアナッツ 41 330ha
出所：サンファンボリビア協会『サンファン日本人移住地移住概況2007～2008』サンファンボリビア協会，14頁
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4）	 南米の日系人と連携した日本の食料問題の
解決策について

これまで考察した結果，①南米にはブラジルを
中心に多くの日系人が居住している，②南米の日
系人は大きな農業移住地を開拓し生活を営んでい
る，③ブラジルのセラード地帯のように大きな未
利用・未開拓の耕作地が存在する，④多くの南米
からの日系人が日本に働きに来ている，⑤日本の
食料自給率が極めて低く，世界の先進国中で最下
位にある，⑥農業従事者の高齢化や後継者不足な
どにより耕作放棄地が増大し作付面積が減少して
いる，⑦日本では人口減少対策として，新たに移
民の受け入れを検討している，ことが分かった。

これらの検討を踏まえて，日本の食料問題と人
口減少の解決策として，次の諸点を提案する。
①	 日本の血を引く南米日系人を日本の社会で起

用する。南米日系人を，現在の日本社会のよ
うに労働者の補完や労務者などの蔑視的扱い
のみでなく，対等の立場で起用を進め，人口
増対策や農産業従事者の担い手として起用し，
食料増産と食料消費の拡大を図る。

②	 地方再生と地域の人口増加のために南米日系
人を積極的に地方で受入れ，活用する施策を
推進し，南米日系人が地域社会の活性化に寄
与できる社会構造を創造する。

③	 南米の日本人移住地の拡大と農業生産の活性
化を推進し，食料の安定的な受給確保の体制
を強化する。

④	 日本から南米諸国の日系人社会に，新しい移
住者を積極的に送り込み，日系社会の強化・
拡大の方策を推進する。また，高齢化と跡継
ぎ問題で縮小する日本人移住地を活性化し，
日本の食料需給確保の拠点を強化することに
より，食料需給の増大と安定供給の確保を図
る。さらに，日系人の現地への同化による現
地化が急速に進む中で，日本から南米へ日本
人移民が，今日の時代に出ていくことにより，
現地日系人社会において，日本人移民が増え
ることで，日本人の血の濃い人材が増え，現
地日系社会の活性化が進み，日本との連携を
主体にした，食料確保などの今後のプロジェ
クトの推進が容易になると思慮される。新し

い日本人の現地入りは現地日系人社会でも強
く望まれている。

⑤	 南米の膨大な未利用耕作地を南米の日系人を
起用して耕作可能地に変換することによって，
日本人移住者（日系人）の耕作面積を拡大し，
日本の食料需給の増大と安定確保を図る。中
国や韓国，サウジアラビアなど諸外国は，食
料確保のため中南米，アフリカを中心に諸外
国で農業生産地を確保する戦略を進めている。
日本は，特に国土が極めて小さい国であるこ
とから積極的に海外に農業生産地を求める必
要がある。南米の日本人耕作地を拡大するこ
とは，現地国との摩擦を少なくし，現地国の
農業生産の拡大に寄与しながら施策を推進で
きるメリットがある。

⑥	 日本人と南米日系人の人的交流を拡大強化し，
双方の国において相互連携の円滑な推進が図
れる社会構造を創造する。現地の日系人社会
では，日本における南米日系人に対する興味
が薄く，かつ弱いため日本社会に対する期待
度が薄れ，若い世代では日本離れを起こして
いる。優秀な日系人は，蔑視される日本に来
ることを嫌い，正当に評価され実力を発揮し
活躍できるアメリカやオーストラリアに働き
に出る者が増えている。日本が積極的に南米
日系人を起用すると同時に，南米日系人に魅
力を抱かせる政策が必要である。

⑦	 日本社会に移民を導入することが検討されて
いるが，先ず，第一に日本との血のつながり
がある南米の日系人を，前6項目を考慮し，移
民の対象とする政策を進めるべきであろう。

4．	おわりに

南米には，約200万人に上る日本の血を引く日
系人が生活している。また，膨大な未耕作地があ
り大きな食料増産の可能性があり，日本から移住
した日本人の血を引く子孫たちが，大きな農業移
住地を確保し農業生産活動を行っている。さらに，
移住先では，現地国の農業生産の拡大と強化に大
きく寄与し，高い評価を得ているという現状があ
る。
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日本は，南米の膨大な未利用地を日系人と連携
し耕作地に変え，食料の増産体制を固め，食料安
定確保の仕組みを創造することを考えるべきと思
慮される。9,000万ha未利用地を農業生産可能地
に変えることにより穀物及び肉の生産が，各3.5億
トン増産できたとすれば，EMBRAPAの試算26) に
よると8億人以上の扶養ができる量に相当する。

日本は，高齢化による耕作放棄地の増大により，
農作物の作付面積が縮小し，農地面積の拡大と維
持に苦慮している。また，人口減少が顕在化し，
その対策が急務となっていて，新しい移民の導入
と移民政策が検討されている。そのような社会状
況の中で，食料自給率の低下が問題になり，自給
率の向上対策と人口増加や開発途上国の生活の向
上などにより世界的な食料需給のひっ迫が予想さ
れ，輸入に多くを頼る日本の食料供給の安定的な
保障が重要な課題になった。

その解決策として，日本にルーツを持ち日本と
関係が深い南米日系人との連携を強化し，日本社
会で南米日系人を積極的に起用し問題の解決に図
る。また，南米に居住する日系人の農業生産地の
利用拡大，日系人の起用により広大な未耕作地の
開拓を進め農業生産地化することにより，日本の
食料安定供給を確保することを方策として提案す
るものである。
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1．はじめに

平成19年7月，文化庁の文化審議会国語分科会
において日本語教育小委員会が設置され，日本語
教育推進のための様々な施策が検討される中，日
本国内に定住している外国人等「生活者としての
外国人」に対する日本語教育の内容・方法の充実
に向けての検討も進められてきた。平成22年には

「日系定住外国人施策に関する基本指針」が打ち出
され，翌年にはその行動計画もまとめられた。更
に，平成24年5月の小委員会では「課題整理に関
するワーキンググループ」が設置され，外国人と
の共生社会の実現に向けて，日本語教育の推進体
制，日本語教育の内容や方法，日本語教育に関わ
る人材，日本語教育に関する調査研究などについ
て検討が続けられている。具体的な成果の一つと
しては，「生活者としての外国人」に対する日本語
教育の標準的なカリキュラム案，その活用のため
のガイドブック，教材例集，及び日本語能力評価
のための資料が作成された 1 。

また，平成24年度から「生活者としての外国人」
のための日本語教育事業地域日本語教育実践プロ

グラムとして，日本語教育の実施，人材の養成・
研修，教材の作成，地域の日本語教育体制の整備，
関係機関との協力推進，取組成果の発信などを目
的とした事業計画を募集し，優れた取組に対する
支援も行っている 2 。

これまでも「生活者としての外国人」に対する
日本語教育は各地のボランティア団体等によって
積極的に行われてきており，団体ごとにカリキュ
ラムや教材が作成されてきた。しかし，文化庁が
中心となり，地域の日本語教育コーディネーター
の研修や協議会が開かれるようになったことによ
り，それまで県や市町村を中心とした連携でのみ
行われてきたボランティア団体等も，他の団体と
情報や意見を交換する機会ができ，地域の活動に
も少しずつ影響を与えている。

そのような状況の中，各地域において「生活者
としての外国人」に対する日本語教育はどのよう
に進められているのだろうか。本稿では，静岡県
内ボランティア団体等のうち4つの団体を取り上
げ，活動の様子と特徴を調査し，考察を加える。
また，その活動内容から見えてくる学習者たちの
日本語学習に関するニーズや生活上の問題点など

日本語教育と多文化共生への取組
―静岡県内のボランティア団体等の活動を中心に―

松　浦　康　世

Michiyo Matsuura. Voluntary Japanese Teaching Groups in Shizuoka Prefecture: Attempts for a Multicultural 
Society. Studies in International Relations Vol. 35, No. 2. February 2015. pp. 51－60.

This article investigates the activities of four volunteer groups working for a multicultural society inside Shizuoka 
Prefecture. Through their activities, we can see the needs and challenges of foreign people living in Japan as well 
as the roles of those volunteer groups in society.

The Agency for Cultural Affairs organized a committee on Japanese education for foreign residents in 2007. 
The agency continued discussion for promoting a multicultural society, and they introduced a Japanese teaching 
curriculum including teaching materials and guidebooks for local volunteers in May 2012. They also started to 
subsidize those volunteer activities.

These efforts are aimed to promote volunteer activities to support foreign residents. This article analyzes how 
those volunteer groups can continue their activities, and how the government, cities, and volunteer groups, including 
NPOs and corporations, should cooperate for a multicultural society.
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についても分析していく。

2．静岡県内の在留外国人

1）外国人在留者の数と分布
まず，本稿で調査対象としたボランティア団体

等の活動の背景を示すために，静岡県内に在留す
る外国人の人数，国籍，在留資格，及び居住する
地域について触れておく。

2014年6月の総務省の統計によると，静岡県に
在留する外国人の数は75,435人で，都道府県別で
は全国第7位である。また，外国人が総人口に占
める割合で見ると，静岡県は約2％である。

主な国籍は，人数の多い順に，ブラジル27,126
人，フィリピン13,149人，中国11,872人，韓国・
朝鮮5,634人，ペルー4,829人，ベトナム2,900人，
インドネシア1,954人，タイ1,125人，アメリカ
853人となっている。特徴的なのは，ブラジルや
ペルーなどの南米系外国人が33,025人であり，愛
知県に次いで2番目に多く，総人口に占める割合
が全国一高いことである。次に，フィリピン人の
数も全国第5位であり，中国や韓国などの近隣諸
国からの在留者数を上回っている。

市区町村別で見ると，ブラジル人は浜松，磐田，
袋井，菊川，掛川，湖西の6市を合わせると，20,751
人に上り，県西部に集中していることがわかる。
外国人の総数でも県西部が最も多く，県中部のお
よそ2倍である。県東部では富士市が4,586人，次
いで沼津市が3,580人であり，両市を合わせると
静岡市の8,198人に匹敵する数となる 3 。

2）在留資格の特殊性
このように，静岡県では在留外国人の総数に対

して，ブラジル人とフィリピン人の占める割合が
高く，全体の53.4％を占めている。このことは静
岡県内の外国人の在留資格についても一つの特徴
を作り出している。それは，次に示すように，静
岡県内に「定住者」や「永住者」の資格を持つ外
国人が多いということである。

静岡県内のブラジル人の在留資格は，「定住者」
と「永住者」及び配偶者等を合わせると全体の
99.8％となり，フィリピン人も92.5％である。こ

れは，他の国籍の在留外国人と比較して非常に高
い割合である。例えば，3番目に人数の多い中国
人の在留資格は「技能実習生」，「留学」，「国際業
務」，「技術」，「企業内転勤」など多岐にわたってお
り，「定住者」，「永住者」及びその配偶者等の割合
は中国人全体の41.6％にとどまっている 4 。

この背景には，1990年の出入国管理及び難民認
定法の改正により「定住者」という項目が新設さ
れたことがある。「定住者」資格とは，特別な理由
を考慮し，一定の在留期間を指定して移住を認め
るものである。具体的には，「日本人として出生し
た者の実子」に対して一律に定住資格が与えられ
るようになった。つまり，「定住者の実子」も「定
住者」となるのである。ブラジル人の場合，日系
一世が日本国籍を持ち，日系二世は二重国籍を持
つため，三世以降の日系人はすべて「定住者」と
して滞在することができる 5 。フィリピン人の場
合も，「日本人の配偶者等」となり，その子供たち
も同じく「日本人の配偶者等」の資格を得て，そ
の後「永住者」となるケースが多く見られる。

3）日本語学習の必要性
「定住者」や「日本人の配偶者等」の資格は，「永

住者」と同じように在留中の活動に制限がない。
他の「短期滞在」や「技能」「留学」「研修」などの
ビザには就労の制限があるため，働こうとしても
就業時間や職種が限定されるが，「定住者」であれ
ば，そのような制限がなく，単純労働なども可能
となる 6 。在日ブラジル人の分布を見ても愛知県，
静岡県，三重県，群馬県，岐阜県などの工業地帯
に集中しており，静岡県内でも，西部には自動車，
二輪車，楽器などの工業地域があり，中部では水
産業や食品加工関連の産業，東部では製紙・化学
工業が発達した地域などがあるため，その規模に
応じて人数も多くなっている 7 。

このような職種の傾向が，地域社会や外国人在
住者に対して直接的な問題を引き起こしていると
は言えないが，「永住者」や「定住者」資格により
職種の幅が広がることが，在留外国人の日本語学
習への意欲に対して影響を及ぼす可能性がある。
永住者や定住者，及び配偶者等以外の外国人が取
得できる就労可能なビザはすべて3か月から5年
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までの期間が定められ，職種も就業ビザの種類ご
とに範囲が定められている。そのため，就業ビザ
を取得するためには専門知識や技能を有している
か，あるいは企業に所属している必要がある。そ
のような資格を得るためには，ある程度の日本語
能力も要求される場合が多い。就職や職務に際し
て高度な日本語が必要とされる場合と，日常会話
以上の日本語が要求されない場合とでは，学習の
動機づけにも差が出てくる。

4）日本語学習の機会
それでは，日本語学習に対しての意欲がないこ

とで，どんな問題が生じるのだろうか。もし，日
本語力が不十分だったとしたら，生活にも支障を
きたすのだろうか。

外国人が集住する地域をもつ市などでは『生活
便利帳』や『健康カレンダー』といった冊子を作
成し，住民登録，健康保険，医療機関，予防接種，
防災，学校制度，ゴミの出し方など生活に必要な
あらゆる情報を，英語，中国語，ポルトガル語，
タガログ語等に翻訳し，市役所等で配布している8。
また，ホームページでも，これら生活情報の他，
イベントや観光などの情報についても各国語に翻
訳したものを掲載している。市役所や国際交流協
会などにはブラジル人やフィリピン人などの相談
員を勤務させており，直接相談を受けることもで
きる。このように言語についてのフォローは充実
しており，少なくとも市の体制としては，外国人
に対する支援体制が整っているように見える 9 。

そうは言っても，長期間日本に滞在するのに，
いつもそのような助けを借りているわけにはいか
ない。自立して生活するためには，やはり日本語
を学ぶ必要がある。そのような必要性に対して，
県内には30ヶ所の国際交流協会や国際交友協会等
の公的助成を受ける団体の他，主に会員の会費で
運営されるボランティア団体等があり，日本語教
室を開催したり，日本語教師の紹介を行ったりし
ている。ボランティア団体等の日本語教室では日
本語教師もボランティアであり，交通費程度の費
用しか支給されない。しかし，ボランティアとは
いえ，実際に外国人に教える場合には，日本語教
師養成講座やボランティア教師養成講座などを受

講していることを要件としている団体が多く，教
師の質の向上も図られている。

このような団体の活動により外国人は日本語の
授業を90分300円から500円程度で受講すること
ができる。民間の日本語学校などでは，就学の在
留資格を持つ留学生たちが90分あたり1,500円以
上を支払いながら勉強しているのに比べると格安
である 10 。

しかし，費用が安くても，実際に日本語クラス
を受講している外国人は少ない。これは経済的な
問題ではなく，時間の問題，必要性や意欲の問題，
言語学習に対する適応性の問題，あるいは外国人
コミュニティーの体質など，様々な問題が関わっ
ているようである。ボランティア団体等は，その
ような外国人の一人一人と向き合いながら，必要
性に応じて支援を続けている。それぞれの地域の
特徴も反映させながら，地道な活動が続けられて
いる。

そのような取組の中で，どのように「生活者と
しての外国人」が抱える問題をとらえ，日本語学
習と関わりを持たせていくべきなのか，静岡県内
の四つの団体の活動を例にとり，考察していく。

3．ボランティア団体等の取り組み

1）西部地区
前述の通り，西部はブラジル人をはじめとして

外国人総数が最も多い地区である。そのため，ボ
ランティア団体等の活動も活発に行われている。
西部地区からは外国人の就労支援を中心に活動す
る「一般社団法人グローバル人財サポート浜松」
とフィリピン人を中心に活動を行う「NPO法人
フィリピノナガイサ」の二つの団体を取り上げる。

一般社団法人グローバル人財サポート浜松
この団体は，浜松市中区に活動拠点を持ち，国

籍，人種，性別，年齢の違いに関係なく，皆が安
心して生活できる共生社会の実現をポリシーとし
て活動している。この団体の特徴として，その団
体名の通り，「人は財産」であるという考えのもと
地域の財産である人々を育成し，能力の開発・向
上を支援することに主眼を置いている点がある。
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一般に外国人支援というと，外国人が生活する上
で日本人と同等の権利が受けられるように，必要
最低限の日本語力や技能を習得させることである
と捉えられているが，「グローバル人財サポート浜
松」は，在住外国人の社会的自立を助けるだけで
なく，高度人材化に向けた日本語教育，資格取得
のための学習支援，及び就労のサポートを行って
いる 11 。

具体的な活動の一つに，少子高齢化が進む日本
社会において必要とされる外国人介護ワーカーの
育成がある。介護のための日本語教室や資格取得
講座を開講したり，ハローワークや福祉人材バン
クとの連携により求人情報を提供し，就労支援も
行ったりしている。更に，資格取得や就職までの
メンタルサポートや，就労後のスキルアップを目
的とした講座も提供している。製造業に従事する
外国人社員や技術研修生を対象とした企業内日本
語研修では，就労場面で必要な「ホウレンソウ」
と呼ばれる報告，連絡，相談の仕方や作業工程の
表現方法などを指導している。

このような就労サポートの他に，次世代の人材
の育成にも力を入れている。地元の大学生ボラン
ティアで構成されるグループ「WISH」は，就学
前の外国籍児童を集め，学校体験教室を開いたり
小学1年生の授業に参加して学習をサポートした
りする活動を行っている。外国籍の小学生が学校
に馴染めず，問題として取り上げられることが多
く，教育委員会などでも学校に日本語教員を派遣
するなどの対策をとっている。この活動には，そ
のような問題を未然に防ごうという狙いがある。
WISHはまた，小学校だけでなく企業など関係機
関とも連携を図り，事業コーディネートや街おこ
しの手伝いなどの活動も行っている。これは外国
人の支援だけでなく，日本人の学生自身が多文化
共生の社会づくりを担う人材となることを目的と
している。

グローバル人財サポート浜松の堀永乃代表は
「Quality of LIFE」という言葉を用いて，誰もが
社会で活躍でき，自らの人生を謳歌できることが
自然であると述べている。そして，外国人が「自
己実現」を目指すことの大切さを強調している。
持続可能な地域社会を構築するためには，在住外

国人の労働力，生産力，経済力，文化創造力を地
域に活かしていく必要があり，それを実行するた
めに，日本社会の外国人受け入れの姿勢を考え，
多様な人々が活躍できる社会を実現させるべきだ
というのがこの団体の理念である。

このような理念や一つ一つの活動を見ても，目
的が非常に明確である。強い目的意識がなければ
達成できない活動であるとも言える。グローバル
人財サポート浜松の場合，年会費として，個人会
員から1口3,000円，賛助会員から1口10,000円を
集めているが，会費収入や事業収入だけでは経営
は成り立たない。そのため，事業のための主な収
入源として県や文化庁から事業委託収入を得てい
る 12 。

まず，平成25年度の静岡県との協働事業として
は「日本語教室向け防災イラストカード作成事業」
を行った。イラストカードを活用して外国人県民
に対して防災啓発を行うことを目的としている。
完成したイラストカードは現在，静岡県のホーム
ページでも見ることができる 13 。

また，平成25年度の文化庁の「生活者としての
外国人」のための日本語教育事業では，「地域に活
力を与える外国人多文化共生コーディネーター育
成事業」として，外国人と日本人の相互理解を深
めるための日本語講座やその育成マニュアルの作
成，多文化を活かした街の活性化のためのシンポ
ジウムの開催，地域の活力となる外国人コーディ
ネーター育成のための協議会設置などを行った。

県や政府からの委託事業を受託するためには事
業の目的や活動計画が明確に示されていなければ
ならないが，グローバル人財サポート浜松は，事
業の取組に対して強い必要性と目的意識を持って
いる。それは，実際の活動にも裏付けされた明確
な活動計画に表れている。

資金面だけでなく，地域の諸機関との連携も重
要である。グローバル人財サポート浜松の場合，
前述の大学生や企業等の他，浜松市や国際交流協
会や浜松市中部協働センターとも連携した活動を
行っている。中部協働センターとは，外国人を講
師として，日本人に文化を紹介するという講座も
開催した。日本人が異文化に触れることができ，
外国人の人材を利用する機会にもなった 14 。
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日本語教室については，対象をある程度日本語
力のある外国人に絞り，転職や職位の向上などの
社会的自立のためのプライベートレッスンを行っ
ているため，授業料も90分2,000円以上と，他の
ボランティア団体等の日本語教室と比べて割高で
ある。学習者が日本語学習を資格取得の手段とし
て捉えるためには，授業料も日本社会の水準で設
定すべきだという考えに基づいている。

西部地区では浜松国際交流協会を初め，あらゆ
るボランティア団体等が日本語教室を開催する中
で，グローバル人財サポート浜松は，それら支援
の経験に基づき，外国人と社会の新たなニーズに
目を向けた活動に取り組んでいる。

NPO法人フィリピノナガイサ
西部地区におけるもう一つの特徴的な団体とし

て，NPO法人フィリピノナガイサがある。この団
体も浜松市中区を活動拠点としている。フィリピ
ノナガイサは，1994年，日本人配偶者と結婚した
フィリピン人女性たちが仲間とともに日本語，日
本文化，習慣，ルール，マナー等を学ぶために結
成し，2012年にはNPO法人になった。近年は日
本人配偶者だけでなく，滞在目的も多様化してお
り，男性や子どもの会員も増えたという 15 。

在住フィリピン人の来日背景には大きく分けて
三つのタイプがある。一つ目のタイプは，日本人
配偶者と結婚した女性である。滞在年数が長く，
生活に支障がない日本語力と生活情報を持ってい
る人が多い。

二つ目のタイプは，先祖が日本にルーツを持つ
日系2世や3世である。静岡県西部地区では製造
業が盛んであり，その仕事に従事するために，家
族や親族単位で集住している。製造業に従事する
人の場合，日常生活では工場と自宅の往復のみで
日本語を使う機会が少ない。また，無職の中高年
層も多く，日本語学習をしても習得が難しくなる
ため，職につけずにいたり，短期の仕事を繰り返
したりしている。いずれの場合も日本語力が乏し
いため，得られる生活情報が少ない。フィリピノ
ナガイサの報告によると，このような人々の深刻
な問題は「知らないことが多いのでわからないこ
とや困っていることに気づいていない」というこ

とである。例えば，日本語教室で「税金」に関す
るテーマを扱ったところ，「何のために税金を払う
のか」を初めて理解し，その後学習者が市民税を
払うようになったそうである。このように，通訳
のいる職場と自宅の往復だけの生活の中では日本
語に不自由を感じることも少なく，何が問題なの
かも気づかずにいることが多い。そして，日本で
の滞在が長期化し，高齢となり退職を迎えると，
生活範囲は更に狭くなり，周りから閉ざされてし
まうようになる。そのような孤立した生活を送ら
ないためには，地域社会との共存を図り，必要な
情報を自分で得ながら生活できる日本語力を身に
付ける必要があり，この団体はそのための支援を
している。

三つ目のタイプは，日本人配偶者と結婚した女
性が呼び寄せた子どもたちであり，現在，小・中
学生から青年層までいる。日本で児童手当が支給
されるようになり，フィリピンで親戚やメイドに
子どもを預けた場合の養育費と金額的に変わらな
くなったため，子どもを日本に呼び寄せるケース
が増えている。または，預けていた親戚が高齢と
なり，面倒をみる人がいなくなったというような
ケースもある。日本に呼び寄せられた子どもたち
が抱える問題としては，日本の学校に入るための
日本語と教科の学力が乏しい，両国の義務教育年
数の違いから進学できない，資金がないので学校
へ通うことができない等がある。成人して働こう
と思っても，日本語力の低さや，ルールと慣習の
違いから挫折してしまうことが多い。フィリピノ
ナガイサは，このような子どもたちが日本のルー
ルや生活態度を学び，日本語学習の大切さを感じ
ることが大切であるとしており，そのための活動
として，2012年から「ハロハロ教室」と呼ばれる
国際交流事業において，浜松市内の小中学校に通
うフィリピン児童を対象に，初期適応教室を開催
している。また，静岡県全域で日本語教室やパソ
コン教室の開催，進路相談会の実施を行うほか，
2012年にはタガログ語と日本語の進路ガイドブッ
クを作成している。

フィリピノナガイサも，グローバル人財サポー
ト浜松と同じように，県や文化庁の委託事業を受
託し，その費用の中で目的に応じた活動を行って
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いる。
平成25年度静岡県との協働事業としては「外国

人児童生徒進路相談事業（緊急雇用対策事業）」を
行った。パンフレットの作成や進路相談会の実施
など，フィリピン人の児童生徒に対して進路相談
を行うものである。

平成26年度の文化庁の委託事業では，フィリピ
ン人たちが日本社会との接点を持ち，自信を持っ
て日本人とコミュニケーションがとれるようにな
ることを目的に，「バヤニハン日本語教室」を開き，
生活に密着した場面に使用する日本語を学びなが
ら，日本の文化，ルール，マナーなどについて皆
で考える機会を与えている。会場も，浜松市だけ
でなく，磐田市と湖西市でも実施し，多くの人が
参加できるよう配慮している 16 。また，日本語を
学習する側だけでなく，日本語教育を行う人材も
育成するために「バイリンガル指導者・日本語ボ
ランティア養成講座」を開催し，フィリピン人や
日本人をはじめ，その他の国籍の人を対象にバイ
リンガル指導や，在住外国人の自立支援のための
情報・意見交換などを行っている。

以上のようなフィリピノナガイサの活動は，日
本語教室でフィリピン人が日本語を身につけるの
と同時に，在住外国人が日ごろから近隣の日本人
と関わる機会を持つことを目的に行われている。
タガログ語の「バヤニハン」という言葉は「たす
けあい」という意味であり，皆で地域を作ろうと
いう気持ちが込められている。フィリピン人たち
が学び，そこに日本人が関わり，皆で協力してい
くことで，学習者の日本語能力向上と共生社会の
実現につながっていくのだということを呼び掛け
ている 17 。

2）中部地区
中部地区は，西部地区のような国籍の集中が少

なく，比較的多国籍の外国人が在住している。
「定住者」や「永住者」だけでなく，5年以内の

短期滞在の外国人が多いことも特徴である。ボラ
ンティア団体等が運営する日本語教室に来ている
外国人の中にも，1年から3年の企業研修で来てい
る人や，「JETプログラム」と呼ばれるプログラム
を利用して教育関係の就業ビザを取り，2年から3

年間各地の公立学校で英語を教えるALTなども多
く見られる。

清水日本語交流の会
清水日本語交流の会は，平成27年1月に創立25

周年を迎える歴史のある団体である。1990年11月
の出入国管理法の改正により日系人の在留資格が
緩和されたことを受けて日本語教室がスタートし
た。学習者2名の教室から始まり，企業で技能実
習生などを受け入れるようになったことに伴い，
企業ボランティアを開始し，夜勤の学習者のため
には日曜日にプライベートレッスンをし，1995年
からは中学校の校長からの要請により学校ボラン
ティアも開始するなど，社会や学習者のニーズを
考慮しながら対応してきた。創立10周年の記念式
典には140名以上の人が出席し，各国の文化紹介
や日本文化紹介のほか，懇親会や歌やダンスで日
本人と外国人とが楽しい時間を共有するなど，着
実に活動の幅を広げてきた 18 。

出版物やオリジナルの教材なども多数発行して
いる。10周年記念誌『異質異文化との共生』から
始まり，15周年には，生活のあらゆる場面での会
話を集めた日本語教材『ようこそ清水へ』を発行
した。続いて，教科書と共に使用できる練習帳や
会話CD，10カ国語翻訳書，更に教師のための指
導書も作成された。この指導書には，各課の文法
項目や語句に関する指導要領が載せられているだ
けでなく，日本語文法に関する詳しい解説が書か
れており，指導のための資料であるのと同時に日
本語教育に関する専門的な知識を身につけるため
の学習書としても使用できる。その他にも『世界
遺産カルタ』の第一集と第二集を作成・販売した。
このカルタのイラストはすべてボランティア教師
たちが描いたものであり，学習者たちからは「身
近な教師たちが作成した手作りの暖かさを感じた」，
また，「母国の世界遺産が挿入されていて嬉しい」
という感想も出ている。その後も，20周年記念誌，

『教室用語集』，『企業用語集』，『地球のくらし―学
習者28か国の衣食住』が発行されている。また，
創立25周年記念誌『日本語教室25年多文化発見』
には，学習者が日本または清水へ来て感じたこと，
日本語を学習し疑問に思ったこと，文化の違いや
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学習者のスピーチや習字，教師が学習者との交流
で感じたことなど，最近の話題を中心に，これま
での24年間に積み上げられた情報も集められてい
る 19 。

清水日本語交流の会の主な活動は，週3回清水
区内の公民館等で開かれる日本語講座の他，ホー
ムパーティーなどの国際交流イベント，学校ボラ
ンティア，外国人児童への教育支援，ボランティ
ア日本語教師養成講座などがある。また，ボラン
ティア教師たちが定期的に集まり，日本語研究会
を開き，講師を招いたり，日頃日本語を教えてい
て困ったことなどを話し合ったりしながら，日本
語の指導法についての情報交換をしている。

このように，清水日本語交流の会のボランティ
ア教師たちは自発的であり，自ら積極的に学ぼう
という姿勢がある。一般的に，ボランティア団体
による日本語教室は会費が安い一方，出席しなけ
ればならないという制約もないため，途中でやめ
てしまう学習者が多いが，この教室に通う学習者
は継続率が高く，日本語能力検定試験にも毎回合
格者が出ている。それも教師たちの指導に対する
姿勢と熱意が関係しているのかもしれない。

学習者は，週3回の授業のうち都合の良い日を
選ぶことができるが，週3回受講している学習者
もいる。土曜日は特に参加者が多く，毎回30名近
くの受講者がいる。それに対して，常にそれを上
回る人数のボランティアが参加しているため，学
習者はマンツーマンで授業が受けられ，レベルや
ニーズに合った指導を受けている。

清水日本語交流の会の運営は，ほとんどが会員
と学習者からの会費で賄われており，委託事業と
しては静岡県国際交流協会の短期特別授業があっ
ただけである。静岡市などからの助成もあるが，
運営費全体から見れば，ほんのわずかである。そ
のような状況の中で，この団体が長く活動を続け，
発展してきた背景には，効率的な連携体制と強い
組織力がある。定期的な会員の定例会は出席率が
高く，活動に際しての役割分担が明確にされてい
る。会員たちが無理なく活動に参加でき，長く継
続することで，会全体の地道な活動につながって
いる。その功績に対して，2005年には静岡県国際
交流協会推薦により財団法人企業経営研究所国際

交流功労賞受賞，2006年にはユネスコ協会草の根
助成，2007年には国際ソロプチミスト静岡クラブ
賞受賞，2009年には静岡県文化財団活動奨励賞と
静岡県国際交流協会20周年記念功労賞を受賞する
など，多方面からもその実績と活動の成果が認め
られている。

3）東部地区
東部地区は，西部・中部と比較すると外国人の

数は少ないが，地元の製紙・化学工業等が発達し
ている地域があるほか，東京に拠点を持つ大企業
が工場などを持つ地域もあるため，富士市や沼津
市を中心に広いエリアで外国人が生活している。
国籍別では，フィリピン人が最も多く，続いて中
国人，韓国・朝鮮人となっており，ペルー人やブ
ラジル人の割合は低いが，全体の4分の1の外国
人が永住者資格を持っている。

ふじのくに多文化共生ネット
ふじのくに多文化共生ネットは，平成25年春に

設立されたばかりの団体である。静岡県東部を活
動拠点に，多文化共生の地域づくりに貢献する人
材の育成と活動の支援を行うための事業を推進す
ることを目的としている 20 。

ふじのくに多文化共生ネットの高澤啓子代表に
よると，東部地区では主に二つの課題を抱えてい
るという。一つ目は，ボランティアが教えている
入門・初級レベルの教室は多いが，中級以上の学
習者を対象とする教室がほとんどないということ
である。二つ目は，教室同士の協働や，その他の
機関との連携や交流が少ないため，在住外国人と
の協働や異文化理解のための情報発信力も弱く，
地域で行われているボランティアやまちづくりな
どの活動に参加しているのは日本人ばかりで，外
国人が参加できないでいることである。その中で
外国人の日本語学習環境の改善や社会参画を推進
するためには，地域の日本人たちに外国人や多文
化共生に興味を持ってもらい，外国人も日本人と
共に地域で生活している住民であることや，日本
語教育が外国人と日本人双方にとって，安心して
快適に暮らすために重要であることを理解しても
らうことが必要だとしている。
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その目的達成のための取組の一つとして，平成
25年度と26年度の文化庁委託事業において，外国
人と日本人の多文化共生サポーター育成事業を行っ
た。中級・上級レベルの日本語能力を持つ外国人
が自分の住む地域に愛着を持ち，積極的に地域の
活動に参加し社会参画できるようになるための日
本語講座を開催し，外国人と日本人が協働し相互
理解を深めるための機会を提供し，日本人に多文
化共生の意義，多文化パワーの素晴らしさ，外国
人に対する日本語教育が外国人のみならず日本人
と地域にとって意義のあるものであることを理解
してもらうための取組である。具体的には，静岡
県，沼津市，三島市，富士市などの自治体の他，
日本大学や地元の中学校，国際交流協会，博物館，
その他観光地の施設などと協力して，四つの取組
をしている。

一つ目は，「多文化共生サポーターのための日本
語講座」である。平成25年度には県内の観光，防
災，異文化理解等の多様なテーマを扱い，平成26
年度には防災・社会，介護・看護，子育て・教育
など生活面に焦点をあて，それぞれの分野におけ
る専門家を招いた講座を開き，ディスカッション，
ワークショップ，プレゼンテーションなどで外国
人と日本人が協力して作業できる活動を行った。

二つ目の取組として，平成25年度は「多文化共
生サポーターによる世界文化遺産富士山と静岡県
の魅力発見・発信プロジェクト」として，地域住
民や大学生ボランティアなども参加する中，地元
の文化や歴史について学び，地元住民とふれあい，
外国人の目から見た富士山と地元の魅力をインター
ネットやポスターなどで発信する活動を行った。
平成26年度は「多文化共生サポーターのための異
文化コミュニケーション講座」を実施した。多文
化共生サポーターに必要な異文化コミュニケーショ
ンについて外国人と日本人が一緒に学び，地域の
活性化につなげるためのものである。大学教授を
招き，様々な文化，異文化体験，異文化認識，世
界の価値観などのテーマで講演を4回実施した。沼
津，御殿場，富士，三島と，毎回違う会場で行い，
それぞれの市の交流協会の理事や国際交流室の職
員等により，地域の国際交流や外国人支援の取組
について話を聞く機会も設けた。

三つ目の取組は，地域に活力を与える多文化共
生を考えるシンポジウムである。二つの取組の成
果を発表し，多文化共生や地域活性化に向けた取
組の提言と情報発信を行うとともに，日本語教育
や外国人支援，国際交流活動，外国人の市民参画
などの意義について市民に呼び掛け，理解を促進
させるものである。

四つ目の取組として，多文化共生サポーター育
成協議会の設置と開催を行った。多文化共生，国
際交流，外国人支援に対する住民の意識が低い東
部において，市民の意識を高め，外国人が社会参
画できるために必要なものを協議し，そのための
体制整備と道筋づくりを検討するものである。

これら四つの取組の成果として，①同じ地域で
暮らしている日本語能力が高い外国人と日本人が
国籍を超えて知り合えた，②異文化について考え
話し合う機会が得られた，③外国人と日本人が協
働しながら活動することで相互理解と連帯感，地
域への関心が生まれた，④普段外国人と接する機
会の少ない日本人への良い刺激になった等の感想
が寄せられた 21 。

4．まとめ

以上，静岡県内4つの団体の活動を取り上げて
きた。その中で明らかになったことを次に整理す
る。

1）在留外国人のニーズ
「生活者としての外国人」の多くは，日常不自由

なく自立した生活を送るために，必要最低限の日
本語力を身につけたいと感じている。そのニーズ
に応えるため，各団体では生活に密着した場面や
テーマを取り上げて，サバイバルのための日本語
教育を行っている。その後，生活に慣れてくると，
日本語力が不十分だと感じることはあっても何と
か生活はできるため，学習意欲が薄れ，日本語学
習をやめていくケースが多いようである。

それでも一旦知り合いになったボランティア教
師たちとは交流を続けている外国人も多い。清水
日本語交流の会の場合を見ても，教室に通うのを
やめてしまった外国人たちもホームパーティー等
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には参加し，普段の生活の中でも折に触れて教師
たちと連絡を取り合っている。信頼できる日本人
の存在が外国人に安心感を与えるようである。こ
のように言葉を超えて日本人のサポートを必要と
することもあるため，地域の日本人住民によるサ
ポートは特に重要である。外国人に対する偏見も
ある中で，外国人と積極的に交流をするよう促す
ためには特別な取組が必要であり，その中でボラ
ンティア団体等が大きな役割を果たしている。

2）日本語教育に関する取組
前述のとおり，在留外国人は必ずしも日本語学

習に対して強い必要性を感じている訳ではない。
しかし，フィリピノナガイサの報告にもあったよ
うに，日本語力が不足しているために生活にも支
障を来していることに気づかずにいる外国人が多
く，そのことが日本人からの偏見を招き，コミュ
ニティーの中で孤立する原因ともなっている。ま
た，近年は高齢期を迎える外国人も増えており，
外国人のライフサイクルも考えていく必要がある。
外国人が老後も不安なく楽しく生活し，日本人と
同じように社会の権利を享受できるようになるた
めには，自信をもって日本人コミュニティーの中
に入っていくだけの日本語力が必要である。日本
人の偏見をなくすことも大切であるが，同時に，
外国人自らが日本語を学習するよう動機づけを促
すことも大切である。

児童生徒に対しては，教科を通しての日本語学
習支援がされている。また，言葉の問題に限らず
学校社会への適応や進路に関しても，社会環境や
文化の違いから，日本人の子どもたちが体験する
以上に難しさを感じてしまうことが多い。そのよ
うな児童生徒や母親などに対して，教育委員会に
よる支援以外に，ボランティア団体等によっても
相談会を開くなど細やかな支援が行われている。

日本語学習に関するもう一つの傾向として，今
までは生活に密着した初級レベルの日本語教育が
中心であったが，近年，中級・上級レベルの日本
語教育を始める団体が増えてきたことがあげられ
る。生活に必要な日本語力を身につけた後，就職
や転職などに必要な高度の日本語力を身につけた
いという外国人が出てきたためである。これは，

日本社会において外国人の社会参画が重要視され
てきたことも背景にある。外国人が日本社会の一
員として活躍することは，日本社会や地域社会の
活性化につながるのと同時に，外国人にとっても
自己実現の手段となる。本稿で取り上げたボラン
ティア団体等も，このような地域社会と外国人双
方のニーズを感じ，逸速くそれに取組んできた。
このことが地域社会を通して，人材育成や産業振
興など，日本社会全体へも影響を与えている。

3）多文化共生への取組
多くの団体は日本語教室を開くとともに，多文

化共生への取組を行っている。単に生活のための
日本語学習支援というだけでは学習の意欲が継続
せず，十分な日本語力のないまま生活した結果，
地域で孤立してしまうケースもある。いかに日本
語学習に対して興味を持たせ，必要性を感じさせ
るかは，日本語教育という視点だけでなく「多文
化共生」という大きな枠組みの中で問題を捉えて
いく必要がある。多文化共生の取組について，本
稿でとり上げた4つの団体に共通していたのは，日
本人と外国人が関わりを持つ場を提供することを
重要視している点である。日本人住民の理解を深
めるためには，単に異文化を紹介して知識を与え
るだけでは不十分である。実際に関わり合いを持
ち，コミュニケーションをとることで，お互いの
ことを深く理解することができる。地域のボラン
ティア団体等が進めているのは，そのような個人
レベルのつながりであり，それが広がったときに
大きな力となって社会の中に現れてくるのである。
地域差はあるものの，現状では日本人の理解も外
国人の意識も低いと言える。そのような状況を打
破して，更に地域社会の発展を進めるためにも，
日本人と外国人の住民双方が関わる場を提供する
取組を今後も続けていかなければならない。

4）今後の課題
以上の通り，日本語教育と多文化共生への取組

は社会にとっても必要なことであり，今後も継続
していかなければならないが，それを遂行するに
あたり難しさも出てきており，今後の課題として
取り上げていかなければならない。
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まず一つには，日本語教育や多文化共生に関わ
ることのできる外国人サポーターや指導者になる
ための候補者が少なく，多くの団体では依然とし
て日本人ばかりで活動を行っているという点であ
る。外国人の参加者が少ないと，せっかく綿密に
講座やイベントを準備しても期待通りの成果が上
がらない。どうすれば指導者として育成すべき中・
上級レベルの外国人を参加させることができるの
かが大きな課題となっている。外国人の育成サポー
ターが増えてくれば，日本語ができない人に対し
ても，外国人コミュニティーの中での呼びかけが
可能となる。外国人の参加者が増えるように，地
域の外国人がどのようなテーマに興味を持ってい
るのかなど，常に住民の意見を聞きながら活動を
計画していかなければならない。

次に，ボランティア団体等に対する支援も課題
となっている。県内で見られるほとんどのボラン
ティア団体やNPOなどは，会員の会費によって運
営されている。そのような中では，清水日本語交
流の会のような強い組織力や会員の協力がない限
り，毎回ボランティアを募ってイベントを行うこ
とには無理がある。また，本稿で取り上げたよう
に，ボランティア団体等が一つの大きな事業をし
ようとする場合，文化庁や自治体の委託事業を活
用することもできるが，このような一年契約の委
託事業では活動を毎年計画し直さなければならず，
講座や行事を始めても長く継続することが難しい。
不定期なイベントに際して，その都度人々に参加
を呼びかけたり，講師を募ったり，会計報告を書
くなどの作業は，ボランティアたちにとって大き
な負担となっている。もう少し長いスパンでの活
動が計画できるよう，政府や自治体は，ボランティ
ア団体等に対する支援体制を再検討する必要があ
るのかもしれない。
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Cognitive Theory and Motivation in the EFL Classroom

Gary J. Henscheid

ゲーリー J. ヘンシャイド．ELFクラスにおける動機づけと認知理論．Studies in International Relations Vol. 
35, No. 2. February 2015. pp. 61－70.

多くのEFLの学生は，英語を勉強する動機付けが往々にして乏しい。これは多くの場合，認知のゆがみに起
因している。また，人の感情や行動に影響を与える負の自己破滅的な思考（認知）がある。

デビッド・ベックによって確立されたカウンセリング認知療法はデビッド・バーンズらによって，英語学習
における否定的な思考を健全な視点と入れ替える識別しやすくするためのモデルを提供し拡大した。

EFLにおける利用例を説明する。

Introduction

Cognitive therapy involves licensed clinicians identifying their clientsʼ thinking errors, and then helping 
them replace their negative, self-defeating thoughts with healthier and more self-fulfilling ways of thinking. 
Psychiatrist Aaron Beck, MD has been widely regarded as the founder of the cognitive approach to counseling 
since he first expounded his ideas in The Diagnosis and Management of Depression (Beck, 1967).

Many individuals who read books on cognitive theory may be self-treating anxiety disorder or depression; 
however, many others are probably just open to the idea that new perspectives may help them to improve 
themselves and to reach their full human potential, sometimes referred to as self-actualization. It seems quite 
natural and perfectly appropriate then that teachers could use cognitive principles to motivate their students 
to study EFL as well.

This paper begins with a brief review of literature related to the history of cognitive theory, and of common 
distortions and thinking errors that may affect the attitudes of students towards learning in the classroom. This 
is followed by a general background and description of possible cognitive distortions held by university students 
towards the learning of EFL in Japan. The paper will then analyze and discuss possible ways that EFL learners 
can replace negative, self-defeating attitudes towards learning English with more positive attitudes.

1.　Literature Review

In order to better understand the effects of cognitive distortions on EFL learners, the paper will review 
some of the ideas advocated by leading proponents of cognitive theory in counseling psychology. The literature 
review will begin with a review of the early applications of the approach in counseling – it will then cite several 
sources to establish both the need and potential for applications of cognitive theory in EFL.

研究ノート
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1.1　Development of Cognitive Theory
A prominent name commonly associated with the cognitive approach to counseling is Beckʼs former 

student David Burns, an adjunct clinical professor of psychiatry and behavioral sciences at Stanford University 
(Burns, 1980). Numerous other counselors and psychologists use different methods, but they all help clients 
identify various harmful ways of thinking. The late Albert Ellis, for example is considered the founder of 
Rational Emotive Therapy, which aggressively confronts self-destructive thinking. The number of thinking 
errors on the various lists ranges from ten to fifty, however many therapists continue to favor the shorter list 
originally developed by Beck and later slightly adapted by Burns in the table in the appendix.

Experts at the Beck Institute for Cognitive Therapy have identified a dozen common thinking errors that 
can skew judgment and make it hard to appraise ones situation realistically (V. Andrews, 2000). Burnsʼ list 
(see Appendix) includes ten very common and problematic ways of thinking, and judging from his words he 
considered it to be comprehensive: “Read over the following list of ten cognitive distortions that form the basis 
of all your depressions.”1 (Burns, 1980:32) Since we are going to borrow and apply concepts of cognitive therapy 
and apply them in EFL rather than in counseling the depressed, henceforth the word “clients” will be replaced 
with “students”.

1.2　Irrational fears and common thinking errors in EFL
Failure can enhance progress toward ones academic goals, particularly when students understand the 

reasons that they failed. One study showed that students in Japan were not only more likely to receive corrective 
feedback upon failing exams than their North American peers, but that they were also more likely to learn 
from the experience of having failed and to succeed on subsequent attempts (S. Heine, et. al., 2001). In this 
light, rather than being a problem, failure could be seen as an opportunity to learn from mistakes and to improve 
oneself.

To a certain extent then, slight fear or nervousness can be good, and some maintain that the right type 
and level of fear can render it a powerful influence on motivation, with positive effects on mental acuity and 
learning. Unfortunately, in the EFL classroom, where practicing spoken English is essential, fear of making 
mistakes usually inhibits students from answering questions or commenting in class (McCroskey, et. al, 1985). 
Moreover, these fears may be compounded by cultural norms; for example, a well-known Japanese proverb 
says that “the nail that sticks up gets hammered down.”2 (R. Okada, 1955:28). The author will next attempt 
to expose such inhibitory fear as irrational.

Becoming fluent in English is an undertaking that takes even the most gifted individuals at least several 
years to accomplish, so average high school students can hardly expect themselves to be fluent by the end of 
high school, particularly since English is just one of several hard subjects that they are taking at any given 
time. Seen from this angle, the problem is not one of students lacking motivation, but one of students setting 
impossibly high goals and then feeling discouraged and defeated when they ʻfailʼ to reach them. There are 
various reasons that students set unrealistically high demands on themselves, and now weʼll analyze them in 
more detail by using Burnsʼ classic list.
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1.3　Should statements and all-or-nothing thinking
Pressure from parents and teachers may be partly to blame, but ultimately, the idea that students should 

or must be better in English arises mainly within themselves, and the overriding concern of most students is 
very likely to be the all-important objective of passing high school or university entrance exams.

Most university exams are multiple choice batteries that generally include a listening but not a speaking 
section, so students tend to be content with learning passive English skills and are less concerned with being 
competent at speaking English. This is unfortunate, because research indicates that English learners who are 
motivated by external factors such as passing exams generally make less progress than those who study with 
a genuine interest and desire for learning a language and its culture (H. Brown, 1991). Nonetheless, Japanese 
students are under heavy pressure to pass high school and university entrance exams, and academic stress has 
been cited by the Japanese National Police Agency (NPA) as a reason for students taking their own lives (E. 
Prideaux, 2007). They not only firmly believe they should pass them, some students are obsessed with the 
idea that they must do so.

Failing to meet ambitious goals and standards set by others, such as high test scores, would surely have 
negative effects on morale. In terms of Burnsʼ model, at least three thinking errors can readily be seen: Students 
should meet the high expectations set by parents or teachers on tests (should statement) or consider themselves 
total failures (all-or-nothing-thinking), thereby negating any other point or value in learning (discounting the 
positive). (Burns, 1980:42)

Japanese students also tend to compare their English scores on international tests to those of their peers 
in other countries, and they worry that their scores have declined in recent years. International competition 
is all well and good, but the idea that studentsʼ scores are low and always will be needs to be recognized and 
dealt with as a baseless prophecy, another cognitive distortion (Burns, 1980; Boyes, 2013). As evidence to 
dispel the myth that standardized tests accurately measure ability for acquiring language, the author reminds 
his students of how quickly Japanese students improve their English skills after theyʼve lived abroad in an 
English speaking environment for just a few months. The solution is simple: study abroad, or find the best 
methods that teachers and students are using abroad and apply them here.

2.　Background

This section will briefly describe the contextual problem of how cognitive distortions may affect students 
who study EFL in general. This is followed by a brief description of the setting of students who study EFL at 
a private university in Japan, the focus of this paper. Finally, the section concludes with a brief description of 
cognitive distortions to be discussed and analyzed.

2.1　Statement of the Problem
Japanese students of EFL, like students of any rigorous course of studies, are often believed to lack 

motivation to learn English. Actually, as the paper will discuss later in more detail, the problem is not one of 
students lacking motivation entirely, rather many of them are motivated by external rewards or factors that 
are less likely to result in effective learning than if they were motivated by a genuine interest and love for 
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learning another language and culture.

A passionate interest and dedication to learning a foreign language is particularly hard in a notoriously 
insular society such as Japan. Despite an historic aversion to foreign influence that is still common today, many 
young people appear interested in learning English and other languages, but they often do not know how to 
learn effectively and do not have sufficient opportunities to practice using them.

The relatively small number of native or other fluent English speakers in Japan provides them with few 
reasons or chances to interact naturally, which surely leads many students to wonder what point there is in 
studying English for eight years, including six in junior and senior high school and another two years in college. 
Without any apparent need or purpose to work so hard, student motivation is prone to being affected by certain 
negative thoughts and attitudes towards the subject.

For example, a student might wrongly believe that he or she has very poor ability for learning English, or 
that he will never have any chance to use it anyway. Such thoughts are often entirely unfounded and irrational. 
Learning a foreign language is hard for everyone, yet many people master two or more languages and nobody 
can predict the future. The paper next provides a model for identifying and classifying these and various other 
cognitive distortions that negatively affect student motivation and achievement, and it then attempts to replace 
them with healthier perspectives.

2.2　Description of the setting
The subjects for this paper are undergraduate students at a private university in Japan who are majoring 

in international relations. In the authorʼs impressions, which are based on more than 12 years of experience 
teaching English in several colleges and universities in Japan, most of the current students are highly motivated 
to learn English compared to students in other colleges and universities. Motivation in other schools and 
universities has seemed to vary more widely, and while some students appeared to be as strongly motivated 
to learn English as the students with career interests in international relations, others seemed far less interested 
or motivated to learn English.

Perhaps different attitudes towards learning a foreign language should be expected, since people quite 
naturally have different tastes and interests, and they are also influenced in different ways by their family 
backgrounds, teachers, friends and experiences. Generally speaking, however, university English classes appear 
rife with students in need for improvement in attitude, and while those students and their cognitions are the 
primary focus of this paper and are discussed in more detail in later sections, the same concepts are applied 
by many thousands of other individuals in various other settings, both inside and outside of education.

2.3　Cognitive Distortions
This paper relies primarily on David Burnsʼ definitions of cognitive distortions and uses them to identify 

thoughts that might negatively affect studentsʼ motivation and attitudes towards studying English inside and 
outside of the EFL classroom (D. Burns, 1980:42). Other thinking errors that are less easily classified according 
to Burnsʼ model will also be discussed, and examples of more positive perspectives are provided. Reflecting 
the diversity of the cognitive field, an expanded table of fifty cognitive distortions that others might find useful 
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in identifying negative self-defeating attitudes towards learning English was formulated by Alice Boyes 
(Psychology Today, 2013). Although the authorʼs experience and frame of reference is in teaching high school 
and university classes, the same ideas can be applied to EFL students of any age and in any setting.

3.　Discussion and Analysis

Now that the background and setting for the focus of this study has been given, this section of the paper 
will discuss and analyze more specifically how to overcome cognitive distortions that have an adverse effect 
on EFL learner outcomes, particularly with respect to university students who study EFL in Japan.

3.1　Replacing negative thinking
Talk with almost any person who has learned a foreign language and they will probably admit what a 

huge challenge it was, with numerous moments of frustration along the way. The slow and incremental rate 
of improvement can make it hard to even notice oneself making any progress, and that could lead students 
with ample aptitude for acquiring a second language to give up the pursuit altogether, or at least to devote less 
time to it. And that would be a shame, because if would-be EFL students understood that language learning 
is a very long and gradual process for virtually everyone, maybe they would be more inclined to persevere and 
continue their studies.

In order to acquire new vocabulary, research indicates that learners generally need to come across a new 
word anywhere from five to sixteen times before it is finally understood well enough to be used correctly 
(Nation, 1990:41). If students were aware that learning came so slowly to most other students as well, and if 
they knew that that virtually all other students experienced feelings similar to language learning being one step 
forward and two steps back, they might not become discouraged so easily.

Another way of coping with the slow rate of progress is to take the longer rather than the shorter view. 
If one compares ones English not to one month or one year ago, but to where it was three or five years ago, 
it would probably be much easier to notice that a great deal of progress may have actually been made. Thatʼs 
been the authorʼs experience during fourteen years of learning Japanese, and it seems reasonable to think it 
would be the same for Japanese students of English (although junior high students hopefully wouldnʼt need 
to look back more than a few months to notice some change).

Rather than lamenting the enormity of the challenge, or even worse, denying the obvious fact that learning 
a language is hard work, it would be far healthier to consider the difficulty of the challenge as the basis for 
opportunity. If learning English were easy, then anyone could do it, and if anyone else could do it, there would 
be little point or value in learning it yourself. One personʼs difficulty is another personʼs opportunity, and almost 
anything worth doing in life is hard – to expect it not to be is to live in delusion.

3.2　Black-and-white thinking
Many teachers have probably noticed that students who hesitate to speak out spontaneously in class 

discussions often do much better when given sufficient time to prepare their answers in groups. But no matter 
how much the teacher encourages them not to worry about minor grammar mistakes, or assures them that 
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the only thing that matters is whether they can express themselves clearly enough to be understood, leading 
some classes in Socratic dialogue can be very frustrating, requiring that the teacher ask simple and leading 
questions to get students to share their thoughts at all. The possible embarrassment of making mistakes is one 
reason, but some students are probably spending too much time trying to reply in perfect English, which begs 
the question of how they became such English perfectionists.

Perhaps it would help to point out to them that they do not expect to be perfect in anything else they do. 
In baseball, a .300 hitter surely takes his turn at bat with confidence, and few students expect to get every 
answer right on a math test, or play every note perfectly on the piano. Why is it then that some students want 
to speak perfect English or none at all? Other students clearly enjoy pair work and group activities, feeling 
good that they can communicate in English despite limited vocabulary and grammar knowledge. Perfect English 
is not necessary for effective communication; in EFL class the perfect is the enemy of the good, and when 
students notice that their teacher is genuinely excited that they are communicating, perhaps their guards will 
come down on making mistakes.

3.3　Proactive vs. victimʼs stance
In light of all the negative thoughts that creep into and affect morale, not to mention the temptation to 

play video games or do almost anything besides study English, itʼs often a wonder to me that so many students 
overcome the odds and learn to express themselves as well as they do. And itʼs certainly no surprise that many 
become discouraged and suffer low morale, or perhaps even develop something of a victimʼs mentality, thinking, 
“poor me, I was born without any talent for learning English but Iʼm forced to take it anyway”.

Selecting level-appropriate materials and content relative to studentsʼ lives are critical, and giving students 
plenty of compliments and encouragement, particularly for jobs well done, are important teacher responsibilities 
as well. Beyond that, it is this authorʼs belief that students should be strongly encouraged to go beyond the 
minimal course requirements and utilize the many online and other resources available to them for studying 
and practicing on their own. In fact, most of my classes spend at least a half-hour each week exploring websites 
and searching for new ways to practice English, including some that are far less familiar or conventional than 
watching movies or listening to music.

For example, students are introduced to some of the newer online websites such as The Mixxer.com, 
www.language-exchanges.org, or shown how to meet language exchange partners in free magazines such as 
Metropolis. They are even shown the website for Sakura House, a large chain of foreign residence houses, and 
a fair amount of time is spent explaining the advantages of residing with foreigners, such as the reasonable 
cost to rent a room, but the main advantage is the unique opportunity to live together and practice English or 
other languages with native speakers in a natural environment. Itʼs also a good idea to explain that around half 
of the residents are usually Japanese, which might encourage the curious but shy and fainthearted to consider 
a shared living arrangement. The idea is to show students that opportunities to practice English do exist in 
Japan, but that finding them requires thinking outside of the box.
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3.4　Limitations of the cognitive approach
Teachers are not licensed counselors, and for that and a host of other reasons, they should be careful not 

to advise students on personal matters, or become personally involved with them. In the event that a student 
required special attention or professional counseling, the matter should first be referred to a Japanese teacher, 
preferably the homeroom teacher in a high school, or to a Japanese professor or someone in administration 
in a university. Despite their good intentions, foreigners are simply not qualified for such a role here, and even 
if it were legally allowed, their ability to counsel Japanese students would be limited by language and cultural 
barriers. With that caveat in mind, all teachers are expected to motivate their students to learn, and by using 
cognitive theory as its theoretical framework, this paper has hopefully provided useful examples of how its 
principles can be applied in the EFL classroom.

CONCLUSION

People have practiced one form or another of cognitive therapy for millennia, and the wisdom of people 
from earlier times is evident in the immortal words of philosophers such as Aristotle and Confucius. Moreover, 
as V. Andrews noted, Shakespeare had a metacognitive awareness of the importance of ones thoughts when 
he wrote in Hamlet, “There is nothing either good or bad, but thinking makes it so.”3 (Fixing Common Thinking 
Errors, 2000: Retrieved from WebMD online).

What Aaron Beck and his cognitive approach to therapy provided was a model for recognizing the various 
forms of dysfunctional thinking that surely afflict everyone at times to one degree or another. And beyond that, 
he and other leading proponents of cognitive therapy explained the importance of replacing ones self-destructive 
thoughts with more positive, healthier ways of thinking that are more likely to result in happiness and self-
actualization.

This paper has exposed some of the faulty forms of thinking that probably affect a number of students as 
they struggle through the hard and often seemingly insurmountable task of learning EFL. That anyone would 
sometimes become discouraged pursuing a goal requiring years of study and practice, or that occasional remarks 
such as “Iʼll never be able to learn English” might occasionally be overheard would hardly surprise any seasoned 
teacher, let alone teachers who have attempted to learn a foreign language themselves; in fact, almost all of 
us have probably succumbed at times to similar thoughts and experiences ourselves.

One of the keys to forging ahead and to eventual success in learning a language is overcoming our self-
defeating thoughts and replacing them with more positive perspectives. For once we understand that learning 
English, like any other worthy goal in life, is indeed quite hard, but that the difficulty itself is the basis for our 
opportunity, we are more likely to continue studying and practicing hard and to eventually succeed. In my 
opinion and in the opinion of thousands of mental health counselors practicing cognitive therapy, those who 
learn to see things this way, or who recognize other negative ways of thinking about their studies and replace 
them with more positive ones, are far more likely to achieve their goals than those who do not.

Numerous studies have shown the effectiveness of cognitive therapy in mental health counseling, and 
although studies are needed to prove it effective in improving motivation for learning EFL, it seems reasonable 
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to expect that it would be. In fact, to believe that the cognitive approach originally developed by Beck to treat 
the anxious and depressed could not also benefit EFL students is itself a cognitive distortion identified by 
Boyes as the “In-Group Error”4 (Psychology Today, 2013: retrieved from webpage). Our field is rife with 
thoughts that would impede motivation for learning English, and this paper has provided a model and some 
hope that we as teachers have the means to help our students change their thoughts and to achieve their goal 
of learning English.
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Appendix

Definitions of Cognitive Distortions (Burns, 1980:42-43)

1.	 ALL-OR-NOTHING THINKING: You see things in black-and-white categories. If your performance falls 
short of perfect, you see yourself as a total failure.

2.	 OVERGENERALIZATION: You see a single negative-event as a never ending pattern of defeat.

3.	 MENTAL FILTER: You pick out a single negative detail and dwell on it exclusively so that your vision of 
all reality becomes darkened, like the drop of ink that colors the entire beaker of water.

4.	 DISQUALIFYING THE POSITIVE: You reject positive experiences by saying they “donʼt count” for some 
reason or other. In this way you can maintain a negative belief that is contradicted by your everyday 
experiences.

5.	 JUMPING TO CONCLUSIONS: You make a negative interpretation even though there are no definite 
facts that would convincingly support your conclusion.

a.	 Mind reading: You arbitrarily conclude that someone is reacting negatively to you, and you donʼt bother 
to check this out.

b.	 The Fortune teller error: You anticipate that things will turn out badly, and you feel convinced that your 
prediction is an already-established fact.

6.	 MAGNIFICATION (CATASTROPHIZING) OR MINIMIZATION: You exaggerate the importance of 
things (such as your goof up or someone elseʼs achievement), or you inappropriately shrink things until 
they appear tiny (your own desirable qualities or the other fellowʼs imperfections). This is also called the 
“binocular trick”.

7.	 EMOTIONAL REASONING: You assume that your negative emotions necessarily reflect the way things 
really are. “I feel it, therefore it must be true.”

8.	 SHOULD STATEMENTS: You try to motivate yourself with shoulds and shouldnʼts, as if you had to be 
whipped and punished before you could be expected to do anything. “Musts” and “oughts” are also 
offenders. The emotional consequence is guilt. When you direct should statements toward others, you 
feel anger, frustration and resentment.

9.	 LABELING AND MISLABELING: This is an extreme form of overgeneralization. Instead of describing 
your error, you attach a negative label to yourself: “Iʼm a loser.” When someone elseʼs behavior rubs you 
the wrong way, you attach a negative label to him: “Heʼs a goddam louse.” Mislabeling involves describing 
an event with language that is highly colored and emotionally loaded.

10.	 PERSONALIZATION: You see yourself as the cause of some negative external event which in fact you 
were not primarily responsible for. ”5
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四宮和夫『民法総則』（昭和61年）125頁
末弘厳太郎「物権的請求権の理論の再検討」法律時報〔または法時〕11巻5号（昭和14年1頁）

すでに引用した文献を再び引用する場合には，
四宮・前掲書123頁または四宮・前掲『総則』123頁
末弘・前掲論文15頁または末広・前掲「再検討」15頁
⑵　英語等文献引用の例示
Charles Alan Wright, Law of Federal Courts, 306 (2d ed. 1970)
Dieter Medicus, Bürgerliches Recht, 15. Aufl., 1991
Georges Vedel, Droit administratif, 5e ed., 1969
Harlan Morse Brake, “Conglomerate Mergers and the Antitrust Laws”, 73 Columbia Law Review

〔またはColum. L. Rev.〕 555 (1973)
Alexander Hollerbach, “Zu Leben und Werk Heinrich Triepels ”, Archiv des öffentlichen Rechts

〔またはAoR〕 91 (1966), S. 537 ff.
Michel Villey, “Préface historique à lʼétude des notions de contrat ”, Archives de Philosophie du Droit

〔またはAPD〕 13 (1968), p.10.
すでに引用した文献を再び引用する場合には，

Wright, op. cit, pp.226-228.
Medicus, a. a. O., a. 150.
Vedel, op. cit., p.202.

ただし，直前の注に掲げた文献の同一箇所を引用するときは，Ibid. 他の頁を引用するときは，Ibid., 
p.36
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第31巻第１号　平成22年10月

論　　文
ナノ材料のリスク評価のためのコンセンサス形成と 

化学物質の規制政策立案プロセスの新潮流
�����������������堅　尾　和　夫

国家安全保障，情報技術革命と米国の留学生政策 
―科学技術分野のヴィザ規制と輸出規制を切り口に―

�����������������加　藤　洋　子
1725年アイア氏（Mr. Eyre）対シャフテスベリ伯爵夫人 
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（Countess of Shaftesbury）訴訟における 
後見人の権限と子の利益原則との関係

�����������������東　　　和　敏
明治の日本陸軍における近代戦略論の受容

�����������������淺　川　道　夫
Prospects and Challenges of an East Asian Regional  

Security Framework: Veto Players and Winsets
�������� Alexander C. Tan and Takayo Ando

メドヴェージェフ大統領とプーチン首相による 
タンデム（2人乗り）政権の分析

�����������������石郷岡　　　建
Economic Lessons Not Yet Learnt: 

Why Another Financial Crisis Will Soon Follow
�������������� Gregory V. G. OʼDowd

インドネシア・北スマトラにおける 
残留日本人の異文化結婚： 
一世配偶者とその家族の事例から（その2）

�����������������吉　田　正　紀
Protestant Missionaries in  

Late Nineteenth-Century Chʼing China
����������������� Ruriko Kumano

南イタリアに見る「生」と「死」の原風景 
―名誉，恥，復讐―

�����������������石　渡　利　康
Modern Testing Issues:  

Shifting from Paper-based to Computer-based Tests
������������������Jason Myrick

Investigating Applications of the Lexical Approach  
for East Asian University Students,  
Focussing on English Academic Vocabulary

������������������ Elcome Cary
Higher Education L2 Learner Motivation  

in an Asian Context
����������������� Garth Brennan
研究ノート

「内国植民地としての北海道」補論 
―「内地」と「外地」、そして「固有の領土」―

�����������������田　村　貞　雄
今次（2008年～2010年）の金融大収縮 

―その原因と問題点―
�����������������安　井　　　昭

第31巻第２号　平成23年２月

論　　文
内部監査人報告書の開示と 

コーポレート・ガバナンスの透明性
�����������������北 川 道 男

イデオロギーの幻想「恋の逃避行」
�����������������西 　 鋭 夫

情報公開の事例研究 
公安委員会の処分取り消し請求にかかわる 
判決書をめぐって

�����������������葉 山 　 明
ドイツ第三帝国における政軍関係 

─1941年・東部戦線の場合─
�����������������吉 本 隆 昭

近年の先進国から途上国への資金の流れ 
─開発援助への影響─

�����������������秋 山 孝 允
国際テロリズムに対する法的規制の構造 

― “aut dedere aut judicare” 原則の解釈をめぐる 
　学説整理を中心に―

�����������������安 藤 貴 世
支那事変前における 

日本陸海軍の航空連携についての一研究
�����������������佐々木　久　信

ニーチェの近代文化批判とそのアクチュアリティ
�����������������平 野 明 彦

アジア系アメリカ人と白人との 
賃金格差を考察する上での生計費の重要性

�����������������武 井 　 勲
異文化受容の諸相 

─牡丹と鷓鴣をめぐる考察─
�����������������池　間　里代子

「注視」の様態 
―The Book and the Brotherhoodに描かれた 
　三種の視力―

�����������������村 井 和 子
英語e-Learningコースにおける学習過程と結果の考察

�����������������豊 川 和 治
『亜細亜言語集』の中のアル化語彙 

―明治期における中国語教材の探求―
�����������������林 　 怡 州
研究ノート

スウェーデン日刊紙『アフトンブラーデット』・ 
イスラエル間の報道論争 
─報道の自由とその周辺─

�����������������石 渡 利 康

第32巻第１号　平成23年10月

論　　文
2010年の米国の国勢調査（センサス）と代議制民主主義 

─スペイン領アメリカの遺産─
�����������������加 藤 洋 子

フランシス・ベイコンの租税観
�����������������吉 田 克 己

中国山東省経済発展と産業構造調整について
�����������������陳 　 文 挙

テロリズム防止関連条約における 
「引き渡すか訴追するか」原則の成立 
─「航空機の不法奪取の防止に関するハーグ条約」の 
　管轄権規定の起草過程をめぐって─

�����������������安 藤 貴 世
ユラン法（Jyske Lov）前文の法諺 

Meth logh skal land bvgiaes 
─法治主義と道治思想─

�����������������石 渡 利 康
中国の資本主義 

―中国の改革開放による資本主義への移行―
�����������������蔡 飞

アイゼンハワー政権期における米国の安全保障と宇宙開発 
─U-2型偵察機計画との関連で─

�����������������永　井　雄一郎
日本国土が狙われる　（第１部） 

駐日領事ブラントの蝦夷地（北海道）植民地化の概略と 
それにかかわったゲルトナー兄弟の出自
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����������� アンドレアス　H. バウマン
アジア系アメリカ人男性の地域移動， 

居住地域と所得の関連性
�����������������武 井 　 勲

フロベール『ヘロディア』と 
ワイルド『サロメ』の比較研究 
─二人のサロメをめぐる感覚表現─

�����������������橋　本　由紀子
荷風と『紅楼夢』

�����������������池　間　里代子
ミルトンと自然 

―正しき理性の観点から自然法へ―
�����������������岡 田 善 明

The Importance of Teaching Critical Thinking and  
Content Based Programs in an EAP Setting

����������������� Garth Brennan
研究ノート

小泉政権下での日中関係基本構造の変化
�����������������黒 川 祐 次

“Otherness” in The Cheat (Part 1)
�������� Michael Chaplan and Miyako Hada

第32巻第２号　平成24年２月

論　　文
産業移転と河南省の経済発展

�����������������陳 　 文 挙
オレンジ革命の終焉とウクライナの東西対立 

―2010年ウクライナ大統領選挙の分析を中心に―
�����������������石郷岡　　　建

田村直臣の留学再考：オーバーン神学校時代を中心に
�����������������梅 本 順 子

アーレントの「公的領域」に関する一考察 
―ヤスパースの「コミュニケーション」論をめぐって―

�����������������平 野 明 彦
古典的西部劇に見る「去りゆく男」の情景 

―ウエスタンオロジー文化論―
�����������������石 渡 利 康

白居易の共感覚表現について
�����������������中 元 雅 昭
研究ノート

19世紀転換期アメリカの検閲（1）： 
コムストック法とYMCAの時代

�����������������宗 形 賢 二
Interviewing EFL Teachers

���������������� Marcus Grandon

第33巻第１号　平成24年10月

論　　文
アリゾナ州移民法（S.B.1070）とアメリカの不法移民規制 

―その歴史的背景―
�����������������加 藤 洋 子

「国家代表等に対する犯罪防止処罰条約」における 
裁判管轄権規定（1） 
─絶対的普遍的管轄権の設定をめぐる起草過程の検討─

�����������������安 藤 貴 世
中国の食品安全問題と食品特別供給制度 

―「構造的暴力」の視点から―

�����������������杜　　　　　震
ネパールの社会開発における 

マイクロファイナンスの活動と 
ソーシャル・キャピタル

�����������������青　木　千賀子
歌詞の域際変容とその背景 

―Vitti na crozza supra nu cannuni（シチリア）， 
　Dāvāja Māriņa meitiņai mūžiņu（ラトヴィア）， 
　Дорогой Длинною（ロシア）の3つの事例分析と 
　歌詞域際変容の典型的成功例としての 
　イタリア語のQuelli erano giorni（過ぎ去った日々）―

�����������������石 渡 利 康
Native Speaker Myths:  

What Pre-School Studentsʼ Parents Think  
about English Education in Japan

���������������� Hideyuki Kumaki
研究ノート

Students Perception of a Content-Learning Tasked Based  
Activity that Uses Authentic Material to Promote  
Meaningful Conversation

����������������� Garth Brennan

第33巻第２号　平成25年２月

論　　文
ナノテクノロジー規制政策の立案構造と 

科学的知識基盤としての学界の役割 
―バイオテクノロジー規制政策を例として―

�����������������堅　尾　和　夫
「国家代表等に対する犯罪防止処罰条約」 

における裁判管轄権規定（2・完） 
―絶対的普遍的管轄権の設定をめぐる起草過程の検討―

�����������������安　藤　貴　世
IL CODICE BARBARICINOとSʼIMBIATU 

―サルディニア法の国法外性と土着性―
�����������������石　渡　利　康

欧米女性が見た明治期の日本：日本女性観を中心に
�����������������梅　本　順　子

ミレニアム目標達成に向けた貧困改善手法の考察
�����������������福　井　千　鶴
研究ノート

Simplifying the teaching of articles (a, an, the)  
to the Japanese English Language Learner

���������������� Paul A. R. Rowan
Design choices and issues in Likert-item questionnaires

���������������� Marcus Grandon

第34巻第１号　平成25年10月

論　　文
詐欺・強迫規定の起草過程

�����������������小　野　健太郎
人の移動規制と州権 

―南北戦争前のアメリカを中心に―
�����������������加　藤　洋　子

ペティ租税論の実践的性格 
―国富の増進―

�����������������吉　田　克　己
古典派の貿易論
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�����������������小　林　　　通
『北極環境保護戦略（AEPS）』と 

フィンランドの外交イニシアティブ
�����������������大　西　富士夫

黄興と宮崎滔天の関係 
―辛亥革命における宮崎滔天と家族の役割―

�����������������井　上　桂　子
ネイティブ・アメリカンと貧困

�����������������武　井　　　勲
サルヴァトール・アダモの “Tombe la neige” 

―アダモ私論1：「白と黒の心象詩」に関する考察―
�����������������石　渡　利　康

Motivational Differences for Students Learning Languages
���������������� Hideyuki Kumaki
資　　料

Anthropological Study of Folk Medical Practices  
in the Multi-ethnic Settings of North Sumatra, Indonesia

���������������� Masanori Yoshida

第34巻第２号　平成26年２月

論　　文
日中のICT産業の比較研究

�����������������豊　川　和　治
先進国のディスインフレと中国の物価動向

�����������������法　專　充　男
ペティの『賢者一言』と戦時租税論

�����������������吉　田　克　己
中国のサービス産業の発展に対する一考察

�����������������陳　　　文　挙
東アジアにおけるエネルギー協力体制の確立

�����������������岡　本　博　之
ラフカディオ・ハーンとジョージ・ワシントン・ケイブル： 
「クレオール」の文学という視点から

�����������������梅　本　順　子
100年が経過する南米日系社会の形成と変容

�����������������福　井　千　鶴
「エイドス」（Ειδοｓ）と「影」 

―影の見方に関する小考―
�����������������石　渡　利　康

レイモンド・チャンドラーから村上春樹へ 
―仮説のモラルの構築―

�����������������岡　田　善　明
Exploring student attitudes toward video-based lessons

���������������� Marcus Grandon
研究ノート

明治期の強迫（民法96条）規定に関する学説・判例の展開
�����������������小　野　健太郎

第35巻第１号　平成26年10月

論　　文
「ヤンテの法」と「価値ニヒリズム」 

―北欧福祉平等社会の基礎表象と変容―
�����������������石　渡　利　康

米国製薬業界の大型合併動向の意味するもの 
―産業循環の視点から―

�����������������楠　本　眞　司
チェルノブイリ原発事故をめぐる言説（2） 

グードルン・パウゼヴァング『みえない雲』を読む
�����������������安　元　隆　子

橋の文化的意味 
―聖と俗の架け橋―
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英語劇を取り入れた授業の効果
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研究ノート

国際社会論とその批判 
―国際秩序の概念の検討を中心に―

�����������������大　西　富士夫
ラフカディオ・ハーンの友人， 

A.E.ルーケットとG.W.ケイブル 
―ルーケットのケイブル批判の小冊子を中心に―
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論　　文
国際刑事裁判所とテロリズム 

―国際刑事裁判所規程の起草過程における 
　テロリズムの扱い―
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2つの『インシャラー』（InchʼAllah） 

―「アダモロジー」2：歌詩の表象変化に関する考察―
�����������������石　渡　利　康

アレントとヤスパース 
―二人のカント解釈をめぐって―

�����������������平　野　明　彦
日本の食料自給率の向上と南米の日系人の農業生産の役割
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日本語教育と多文化共生への取組 

―静岡県内のボランティア団体等の活動を中心に―
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研究ノート

Cognitive Theory and Motivation in the EFL Classroom
����������������Gary J. Henscheid
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